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第１章　デスチャリオット狩り







　さて翌日――

　そろそろ夏休みも中ちゆう盤ばんあたりになって来たわけだが、今日も今日とて俺おれはゲームをやるぜ！

　我ながら素す直なおでいい子な俺は、好きな事をとことん突つき詰つめろ！　との我わが家やの教育方針に忠実なのだ。

　朝メシ食って準備して、ＵＷアンリミテツド・ワールドにログイン。

　出現ポイントは夏休み中の俺達たちの拠きよ点てん、異世界サーマルの豪ごう華か水上コテージである。

　更さらに詳くわしく言うと、海に面したデッキの中央付近だ。

　そこに俺の姿が現れると、すぐ目の前にあきらがいた。

「おーっす、あきら」

「あ、蓮れんくんおはよー」

　にこにこと可愛かわいらしい笑え顔がおはいつもと変わらないが――

　その格好にはいつもと違ちがうオーラがありまくりだった。

　水着姿なのだ。みんなが集合するまで泳いで遊んでいたのだろう。

　あきらのガチの水着姿は初めて見るかも知れない。

　いつもソードダンサー衣装で露ろ出しゆつ度どは高いが、やっぱりこのビキニ姿だと更に一段とすげぇ！

　なんて素す晴ばらしい光景なんだ。まだちょっと眠ねむかったが、目が一気に覚めたな。

　胸でかい。腰こし細い。全身白くて、ぷるぷるしてて、柔やわらかそうだ――

「おおぉぉ……！　朝一からサービスショット、キター！　今日はいい事ありそうな気がするぜ！　俺のためにありがとうございます！」

「べ、別に蓮くんの為ためじゃないし……！　泳いでただけなんだから――まぁ、喜んでもらえるのは嬉うれしいけどね？　えへへっ」

「どうかしら……？　どれが一番気に入ってもらえるかと言って、散々悩なやんでいらしたではありませんか。おかげであまり泳げませんでしたわ」

　と、水面から顔を出した赤あか羽ばねさんが言った。

　ああ、赤羽さんももう来てたんだな。気づかなかった。

「希のぞ美みさん！　余計な事は言わなくていいですっ！」







[image: ]







「はーい。ですわ。さぁ出かける前にもう少し泳いでおきますわ。せっかくですしね」

　今日も『アーズワース海底遺い跡せき群ぐん』の探たん索さくに繰くり出だす予定だ。

　デスチャリオット先生に用があるのだ。これはもう絶対に行かねばならない。

　上手うまくすれば、俺達をボコボコにしてくれたハーデスローズ攻こう略りやくのカギになってくれるかも知れないのだ。

　昨日もエミリーが帰った後ラスト一回行こうとしたのだが、あきらに赤羽さんを召しよう還かんして貰もらってまで六人揃そろえて行ったものの、入った瞬しゆん間かんモンスターハウスが発動してスライムの大群に轢ひき殺ころされたのだった。

　で、まあ今日は仕切り直しというわけだ。

「わたしも泳いどこうっと！　ねえ蓮くんも泳ごうよ！」

「おうよ！　着き替かえて来るか！」

　俺達が泳いだりジェットスキーで遊んだりしているうちに全員が揃い、『アーズワース海底遺跡群』へと出発した。

　今日のパーティメンバーは俺、あきら、前まえ田ださん、矢や野のさん、赤羽さんにシズクさんだ。昨日からはエミリーが抜ぬけて赤羽さんが入ったわけだ。

　ジョブ構成的には、紋もん章しよう術じゆつ師し、ソードダンサー、学者、空賊、ソードダンサー、格かく闘とう家かって感じだ。ダブルソードダンサーシステム再び。

　エミリーの重じゆう騎き士しは範はん囲いヘイト獲得タウントスキルの『名乗り』が雑魚ざことの乱戦ですげー有効な上、そうやってかき集めた敵を自分で赤き災厄レツド・デイザスターで吹ふっ飛とばすという事も出来たので、雑魚戦にもボス戦にも強く頼たよれる盾たて役だった。

　俺は優ゆう遇ぐうジョブには興味はないが、いてくれるとやはり安定感が違った。

　ダブルソードダンサーになって、それがどうなるかだな。

　まあ今日の予定のデスチャリオット先生ツアーでは、そこまでゴリゴリの効率を考えなくてもいいだろうが――

　と、考えつつ俺達が『アーズワース海底遺跡群』の入り口にやって来ると――

「あれ？　今日人少ないな？」

「あ、ほんとだね――昨日よりも明らかに少ないよ」

「……どういう事ですし？　みんなリアルに出かけてるのか？」

「いや――『レインボーガード』欲ほしさにここに集まってた奴やつ等らなんて、皆みなゴリゴリのゲーマー共だぞ。そんな一いつ斉せいにゲームをサボるとは思えねえな……多分、皆ハーデスローズ対策を練ってる所なんじゃねえかな。アイテム集めたり、タレント揃えたりしてさ。それに手を取られて、一時的に止まってるのかと」

「なるほど……しかしゲームをサボるって、よく考えたら凄すごい表現ですし」

「そ、そうねえ……何か間ま違ちがっているわね。でも何だか、それが当たり前みたいにも聞こえるわ」

「君達の熱中ぶりと研究ぶりを見れば、スポーツの団体競技にも似ていると思えるがな」

　と、シズクさんがコメントする。

「まあ実際、プロゲーマーと言う職業も認にん知ちされ始めていますからね。エミリーさん達もそうなのでしょう？　わたくし達の会社でも、プロゲーマのチームを作ろうか、なんて話もしておりますし」

「くっくっくっ――プロゲーマーのチームに攻略で勝つとか、すげー気持ちいいだろうなぁ。燃えて来るぜ、絶対勝ぁつ！」

　そのためにも、まずはデスチャリオット先生に会おう！

　俺達は『アーズワース海底遺跡群』の中へと侵しん入にゆうした。

　今日の目的であるデスチャリオット先生がいるのは、Ｂ10である。

　行くにはＢ６にワープし、４フロアクリアしてＢ10へという感じになる。

　そこまでの攻略は順調――とはちょっと言い難がたかった。

　エミリーがいない分、雑魚ざこ乱らん獲かくのスピードが落ちたのだ。

　ゲート解放条件が敵の全ぜん滅めつとかの場合、範囲で敵を引き付けて範囲でぶっ飛ばす術すべを持つエミリーは最適だったのだ。

　これは何か、スピードアップの手段を考えないとな――

　とはいえ全部のゲート解放条件が敵の全滅という訳でもない。

　多少スピードは落ちつつも、俺達は目標のＢ10に迫せまって行く。




　ピンポーン。

　ゲート解放条件を達成！　次の層へのゲートを目指せ！




「よし、次はお待ちかねのＢ10だね！」

「おう！　行こうぜ！」

　俺達はワープゲートに向かって走る。

　走りながら矢野さんが後ろから質問してくる。

「でも、あいつに会ってどうすんのぉ？　何か目的がありますし？」

「もちろん！　デスチャリオットがこの間、胴どう装備の血冥のローブくれただろ？　他ほかの部位の装備も頂こうかと！」

「頂こうかとって――取り方があるですし？」

「推測だけどな……！　取りあえず仮説を検証しに来たんだよ」

「出た、検証！　どんな無む茶ちやや馬ば鹿かも正当化する魔ま法ほうの言葉ですし！」

「褒ほめてくれてありがとう！」

「褒めてませんし！」

　と、やり取りしながらワープゲートに入る。

　目の前の光景が切きり替かわり、巨きよ大だいな無人闘とう技ぎ場じようのフィールドにワープした。

　この間と同じで、周囲を取り囲む無人の観客席が物もの寂さびしさを感じさせる。




　ピンポーン。

　ゲート解放条件、ボスモンスターを倒たおせ！




　ピンポーン。

　突とつ入にゆうから28分が経過しました。後１２０秒後に強制排はい出しゆつとなります。




　システムメッセージが二連打！

　ああやばいな！　時間がないぞ！

　しかしダブルソードダンサー構成の方が、局地戦の瞬しゆん発ぱつ力りよくでは上回る。

　一気に沈しずめるぞ一気に！

「時間ねえし俺の奥おう義ぎ三連発で沈めるぞ！　フォロー頼たのむ！」

「うん！　オッケーだよ蓮くん！」

「こちらも、ＡＰアーツポイントも溜たまっていますわ」

「任せときですし！」

「私は攻こう撃げき魔ま法ほうで援えん護ごするわね」

「こちらは好きにやって構わんのか？」

「ですね、好きに殴なぐって下さい！」

　と、俺はシズクさんに応じる。

　まあ前田さんとシズクさんは、この場合立場的にはフリーだからな。

　タゲを取ってしまう事も無いだろうし、最大火力で殴ってくれればいい。

　ギギギと重い音を立て、向こう正面にある鉄てつ格ごう子しが開いて行く。

　一拍ぱく置いて――

　ギャリギャリギャリ――と軋きしむ金属音が。

　上半身は黒ローブにホラー映画のスク〇ーム的なお化けフェイス。

　下半身が金属トゲトゲスパイク付きの車輪とドラゴンヘッド。

　両手はトゲ付きのチェーンで結ばれており、武器は巨大な鎌かまを携たずさえている。

　見た目はデスメタルの権ごん化げのような決まりっぷりだが――

　こう見えて、服を持っていない奴やつには自分の服をくれたりする、慈じ悲ひの心を持つナイスガイ。

　それが、このデスチャリオット先生である。

　鉄格子の奥おくから姿を現すと、ゆったりとこちらに近づいてくる。

「わぁ――あれがデスチャリオット!?　見た目怖っ！　凄いデザインだね～」

　初見のあきらは嬉しそうに声を上げる。

　そしてカメラを取り出してデスチャリオットに向けている。

　どんな時でも、初見のものは取りあえずスクショの精神である。さすがはスクショ厨ちゆう。

「何だか悪あく趣しゆ味みですわねえ……わたくしは、あまり――」

　同じく初見の赤羽さん的にはイマイチらしい。まあ好すき嫌きらいは分かれるよな。

　さて、そろそろ攻こう撃げきレンジに入るぞ。

「よし先手必勝！　『ファイナルストライク』！　『ディアジルサークル』！」

　それぞれ効果はこんな感じ！




　ファイナルストライク（再使用時間　０／３００秒）

　〈効果〉次の一いち撃げきで武器が消しよう滅めつするが大ダメージ




　ディアジルサークル（消費ＭＰ５～∞　再使用時間　０／10秒）

　〈効果〉侵しん入にゆう者しやのＡＧＩ敏びん捷しようを25％引き下げる効果のある紋もん章しよう陣じんを設置

　　　　　紋章術師専用




　武器破は壊かいの代わりに次撃を大ブーストさせつつ、大範囲でサークル発動させることによりＭＰを大おお幅はばに放出した。

「そして喰くらえ必殺の――『朱雀すざく一いつ閃せん』っっっ！」




　ズゴオオオオオオォォォ！




　俺の身体からだを朱雀の形の炎ほのおが包み――そのままデスチャリオットに突とつ進しんして斬きり抜ける。

　こいつは『ターンオーバー』『爆炎タックル』『抜ばつ刀とう術じゆつ』をタレントの『スキルチェーン』で合成した奥義だ。




　ターンオーバー（再使用時間　０／３００秒）

　〈効果〉現ＨＰとＭＰを入いれ替える　紋章術師専用




　爆炎タックル（消費ＡＰアーツポイント　75　消費ＨＰ　最大値の10％）

　〈効果〉格かく闘とう・当て身技わざ　炎を纏まとった高速タックル　前方範はん囲い攻こう撃げき




　抜刀術（消費ＡＰアーツポイント　０）

　〈効果〉暗器技　不意をつく強きよう烈れつな抜き打うち　１回攻撃

　　　　　１戦せん闘とうに１回のみ発動可能　現ＨＰが低いほどダメージ上じよう昇しよう

　　　　　防ぼう御ぎよ力りよく無視　スウェイ不可




　これが一挙に発動して、『朱雀一閃』と化すわけだ。

『ターンオーバー』でＨＰとＭＰが入れ替わり、事前に『ディアジルサークル』でＭＰを消費しておいたおかげで一気にＨＰがレッドゾーンにまで減る。

　そこに『爆炎タックル』で炎を纏った高速突進が発動、かつＨＰが10％分減ってギリギリ一桁けたの瀕ひん死し状態になる。

　締しめの暗器専用アーツの『抜刀術』は現ＨＰが低いほどダメージ上昇なので、瀕死まで持って行った残りＨＰのおかげで威い力りよくが最大化。

　更に奥義前に発動しておいた『ファイナルストライク』のおかげで、ダメージが更に加速。ロマン砲ほうを名乗れる程ほどのとんでもない大ダメージを叩たたき出す！

　これが『朱雀一閃』の運用の仕組みである。

　他のロマン砲奥おう義ぎも、『ターンオーバー』で任意のタイミングでＨＰを瀕死状態に持って行き、『抜刀術』を組み込んだ奥義の威力を最大化。更に『ファイナルストライク』も併へい用ようして極大ダメージを出すというのが共通の設計思想だ。

『ターンオーバー』は紋章術師専用スキルだから、任意のタイミングでＨＰを瀕死状態に持って行く行こう為いは紋章術師にしかできないわけだ。

　都合、奥義を撃うった直後は瀕死になるので、タゲ取ったらすぐ死ぬとか、『抜刀術』などの暗器系アーツは一戦闘で一回のみだとか、それを回かい避ひするためには武器破壊して再合成するしかないので、奥義一発ごとに金が飛びまくる銭ぜに投げ仕様だとか、色々デメリットはあるのだが――

　ただし、一撃のダメージは間違いなく最強。

　この突き抜けたロマンで、俺は世間ではダメジョブ扱あつかいの紋章術師の地位向上を目指したいのである。

　それがダメジョブマイスターと呼ばれる俺のライフワークだ！




　蓮の朱雀一閃が発動！　デスチャリオットに５９０４のダメージ！




　俺の奥義のダメージログが表示される。

　うむ。今日のロマン砲もいいダメージだ！　さぁさっさと仕留めるぞ！

　挨あい拶さつ代わりの極大ダメージを喰らわせると、当然デスチャリオット先生は俺の方を向いて攻撃を仕し掛かけようとする。

　奥義を撃った直後の俺は瀕死。一発喰らったら死ぬのだが――

　そこはもう他のみんなを信用して堂々と足を止め、俺はアイテムウィンドウを開いて次の『仕し込こみ杖づえ』の合成にかかる。

「みんな後よろしく！」

　戦闘中合成は普ふ通つう出来ないが、タレントの『流れ作業』をセットしていれば可能だ。

「ほいっ。『ギルティスティール』！」




　優ゆう奈なのギルティスティールが発動。優奈は蓮のヘイトを全すべて盗ぬすんだ！




　矢野さんが俺が奥義で稼かせいだヘイトを全部持って行ってくれる。

　デスチャリオット先生がくるりと矢野さんの方を向く。

「「『剣けんの舞まい』！」」

　あきらと赤羽さんが同時に『剣の舞い』を発動する。




　あきらの剣の舞いが発動。蓮の全てのスキルが再使用可能になった！

　希美の剣の舞いが発動。優奈の全てのスキルが再使用可能になった！




「回復も！」




　琴こと美みのエクス・ヒールが発動。蓮はＨＰが３４５回復した。




　前田さんも絶ぜつ妙みようなタイミングで回復をくれる。ありがてぇありがてぇ。

　うーんしかし、『剣の舞い』はやっぱあきら達のがいいよなぁ。

　前にデスチャリオット先生と戦った時は、ソードダンサーがお兄様だったからなあ。

　それに比べてあきらは可愛いし赤羽さんは綺き麗れいだし、素晴らしいな。

　――なんて思いつつ、次の『仕込杖』を合成。

　奥義発動の前フリのサークル魔法と『ファイナルストライク』を発動。

「もう一丁行くぞ！　『朱雀一閃』っ！」




　ズゴオオオオオオォォォ！




　蓮の朱雀一閃が発動！　デスチャリオットに５９０４のダメージ！




　そしてそれを合図に、あきら達が一斉に動いてくれる。




　優奈のギルティスティールが発動。優奈は蓮のヘイトを全て盗んだ！

　あきらの剣の舞いが発動。蓮の全てのスキルが再使用可能になった！

　希美の剣の舞いが発動。優奈の全てのスキルが再使用可能になった！

　琴美のエクス・ヒールが発動。蓮はＨＰが３４５回復した。




　先さき程ほどの繰り返かえしですね！

　さぁてもう一発奥義を当てれば、デスチャリオット先生を倒せるぞ！

　俺はまた『仕込杖』を合成し、奥義の前フリまでを済ませた。

　後は奥義を撃つだけだが――今回はここで一ひと捻ひねりが必要だ。

　何をどう捻るかと言うと、お兄様の真ま似ねと言うか……

　そう。ここだ、ここで脱ぬぐんだ！

「装備変更セツトチエンジ、セットＤ！」

　アクセサリの『イクウィップリング』で可能になる『着き替がえ』を実行だ。

　ちなみに『イクウィップリング』のスペックは――




　イクウィップリング

　　種類：アクセサリ　装備可能レベル：10

　　特とく殊しゆ性能：装備変へん更こうを音声によるショートカットで行う事が出来る

　　　　　　　タレント『クイックチェンジ』と同一の効果




　要は装備の力でタレントの『クイックチェンジ』を使っているという事になる。

　こういう、タレント効果を持つアクセサリは結構あって、実質アクセサリの枠わくを使ってタレントを一つ増やすと考えていい。

　今回の着替えにより、俺の装備はこんな感じに変更された。




　メインウェポン　仕込杖（ＯＥＸ）

　サブウェポン　　なし

　レンジウェポン　吹き矢や（ＯＥＸ）

　矢や弾だま　　　　　　眠りの矢

　頭　なし

　胴　ダマスカスローブ

　腕うで　なし

　脚あし　なし

　足　なし

　アクセサリ１　イクウィップリング

　アクセサリ２　ラッシングリング




　そう、頭腕脚足の部位を脱いだのだ！

　この間俺達はデスチャリオット先生から『血冥のローブ』を頂いたわけだが、俺達の他にそんなものを貰ったという話は聞かない。

　念のためアイテム厨のほむら先せん輩ぱいや情報屋ギルドにいる片かた岡おかにも聞いてみたのだが、やはり初耳だと言っていた。

　そうなると気になるのは、俺達と他のＰＴと何が違うのかという事だ。

　まぁ真っ先に上がるのはあのお方の――お兄様の存在だ。

　お兄様に暗黒憑ひよう依いとかいう技が発動して『血冥のローブ』が無理やり装備枠に割り込んだっぽいしな。

　で、お兄様が普通の奴等と何が違うかと言うと、要は裸はだかだって事だ。

　俺思うに、デスチャリオット先生が倒された瞬間、誰だれかが裸状態だったら暗黒憑依が発動するのではないかと。

　普通ボス相手に戦うのに裸で行くわけないからな。

　デスチャリオット先生が、強制的に装備を脱がせる技を使ってくるわけでもない。

　つまるところ、あの瞬しゆん間かん裸でいるような馬鹿は基本的にあの人だけなのだ。

　それがデスチャリオット先生に隠かくされた仕様を一発で引き当てた、と。

　そういう事なら、他に誰も『血冥のローブ』について知らないのも頷うなずける。

　で、俺が検証したいのは、まずその推論が正しいのかという事だ。

　そして、矢野さんにも言ったが他の装備も取れないかという事。

　先程の着替えで、胴装備だけはダマスカスローブで埋うめている。

　胴装備の枠の空きが誰も無かったら、別部位の装備を暗黒憑依でくれるんじゃなかろうかという計算だった。

『血冥のローブ』はスペック的にはとんでもない問題児である。




　血冥のローブ

　種類：鎧よろい　装備可能レベル：50　防御力：77

　装備可能ジョブ：ＡＬＬ

　特殊性能：全ステータスマイナス１００　移動速度ダウン




　こんなだからな――普通に考えていらない、使わない。

　だが、俺の検証結果により『血冥のローブ』を装備していると『エレメンタルサークル』で闇やみ属性のサークルが出る確率が上がるのだ。

　恐おそらく他の部位装備があれば、それにも闇サークルの発動率アップが付いていそうである。だから他部位も取れるものなら取ってみたい！　というわけだ。

「さぁ先生お願いします！　ラスト『朱雀一閃』ーーーーっ！」

　俺はお祈いのりしてから、トドメの奥義を発動した！

　朱雀の炎を身に纏いつつの突とつ進しん斬ぎりが、唸うなりを上げてデスチャリオット先生に炸さく裂れつ！




　ズゴオオオオオオォォォ！




　蓮の朱雀一閃が発動！　デスチャリオットに５９０４のダメージ！

　蓮はデスチャリオットを倒した。




　よっしゃ速そつ攻こうの奥義三連打で瞬殺だな！

『ファイナルストライク』の副作用により、速攻で『仕込杖』の素材が３セット消滅した件以外は何も問題がないぜ！

　極大ダメージのロマンは常に銭投げとのトレードオフだからな。

　現実とは厳しいものなのだ！




　オォォォ……オオオオオオォ！




　先生が身をくねらせて叫さけび声ごえを上げる。

　その体がぼろぼろと崩くずれて行く――

　俺はそれを見ながら、一いつ生しよう懸けん命めい応おう援えんしていた。

「まだ消えるなよ！　踏ふみ止とどまれ！　例のアレこい！　アレだアレ！　お願いしますお願いしますお願いしますーっ！」




　デスチャリオットは暗黒憑依の構え――




「来たあああぁぁぁーーーーーっ！」

　俺の歓かん喜きの声が響ひびき渡わたる中、デスチャリオット先生の身体が小さな黒い光となる。

　それが俺の方に近づいて来て、すうっと俺の体の中に消える。

　そしてポワンと黒い光が視界を包んで――

　そこから、妙みように視界が狭せばまる。

　お面をかぶった感じ？　と言うのが一番近い感覚だった。

　これは――？

「あははははっ！　蓮くん変なの来たよ変なの！　でもそれでいいんだよね!?」

　あきらがこちらを指差して笑い声を上げる。

「胴どう部ぶ位い以外の装備が欲しいという事でしたら、確かに狙ねらい通りになりましたわね」

「でも――ふふふっ、ちょっと変よね」

「高たか代しろ！　似合ってますし！」

「見た目は締まらんが、それが君の狙い通りならば良かったな」

「あ、蓮くんまだ取らないでよそれ！　スクショ撮とるから！」

　とまああきらにスクショ撮られたりもしつつ――

　取りあえず、俺の視界が狭せまくなったのは仮面が顔を覆おおったからだった。

　ホラー映画のスク〇ーム的なお化けフェイスのやつだ。




　呪じゆ怨おんのマスク

　種類：頭　装備可能レベル：50　防御力：27

　装備可能ジョブ：ＡＬＬ

　特殊性能：全ステータスマイナス１００　移動速度ダウン




『呪怨のマスク』か。こいつも『血冥のローブ』と同じく問題児ですぞ！

　ステータスはとんでもなく下がるし、移動速度も落ちる。

　戦闘中にも、移動中にも、装備する価値が見いだせない。

　いわゆる一つの産さん廃ぱいと言われる代しろ物ものにしか見えないが――

　恐らく『血冥のローブ』と同じく、装備中は闇サークルの発動率をアップする隠し効果があるだろう。後で要検証だな。

　ともあれ俺の推測はバッチリ当たっていたようで、狙い通り装備がゲットできたぞ！

　デスチャリオット先生にトドメをさす時の装備を調整すれば、他の装備も取れるなこれは！　残りは腕装備、脚装備、足装備だ！　全部取るぞ！

「よし次行こう次！　後三つ全部取っちまうぞ！」

『血冥のローブ』一つで闇サークルの確率は20％くらい上がっていたと思われる。

　つまり五つ揃えれば、理論上１００％に到とう達たつする事も可能！

　夢が膨ふくらみますなあ！　さぁガンガン集めるぞ！

　――と言うわけで数時間後。

『アーズワース海底遺跡群』から出た俺の装備はこうなっていた！




　頭　呪怨のマスク

　胴　血冥のローブ

　腕　亡もう者じやのガントレット

　脚　暴輪のズボン

　足　愚ぐ竜りゆうのロングブーツ




　ちなみに――




　亡者のガントレット

　種類：腕　装備可能レベル：50　防御力：22

　装備可能ジョブ：ＡＬＬ

　特殊性能：全ステータスマイナス１００　移動速度ダウン




　暴輪のズボン

　種類：脚　装備可能レベル：50　防御力：32

　装備可能ジョブ：ＡＬＬ

　特殊性能：全ステータスマイナス１００　移動速度ダウン




　愚竜のロングブーツ

　種類：足　装備可能レベル：50　防御力：22

　装備可能ジョブ：ＡＬＬ

　特殊性能：全ステータスマイナス１００　移動速度ダウン




　うーん、とんでもないマイナスだこれ！

　だが俺は、上じよう機き嫌げんで全身デスチャリオット先生産の装備でキメていた！

　もはや見た目は完全に小さなデスチャリオット先生！

　人間の世界に興味を持って、小さくなって外に出て来た的な！

　ただし今の俺おれは直立二足歩行だが――

　そう。全ての装備を取ってみて、チャリオット先生の仕組みがようやく理解できたぜ。

　あのローブに隠された下半身がどうなってんのかって話だ。

　まず『呪怨のマスク』。これはスク〇ーム的なファニーなマスクだ。

『血冥のローブ』。怨おん霊りようエフェクトが出たり血染めだったりして気持ち悪くはあるが、これもまあ普通のローブである。

『亡者のガントレット』。鎖くさりで左右がつながれていて、動き辛づらい事を除けばまあ普通かも知れない。

『暴輪のズボン』。これは脚の側面にでかい車輪がいくつもくっついているというとんでもないデザインをしている。

　立っていると、一番下の車輪が完全に地面に擦こすれるレベルだ。

『愚竜のロングブーツ』。後ろ側より前側が大分長いというアンバランスな作りをしており、前側の上部にでっかい首くび長なが竜りゆうの飾かざりがついている。

「……つまりこうすれば、デスチャリオット先生と同じになるのか？」

　と、俺は正座をしようと試みる。

　そう、ちょうど正座をすると、車輪が戦車のように揃って並び、ブーツにくっついたドラゴンの飾りが前面に飛び出るようなスタイルになるのだ。

　きっとあのローブの下もこうなってたんだな。

　で、俺が正座をしようとして地面に車輪が付くと――




　ギャリギャリギャリ――！

　きしゃああぁぁぁん！




　車輪が回り出し、ドラゴンヘッドもうねうねと動き出したのだ！

　おおこいつ！　動くぞ――!?

「おおすげー！　マジで動くじゃねーか、こいつ！」

　凄い再現度だなこの装備！　本当にデスチャリオット式ムービングが出来るようになってるとは！

　操作感はセグウ○イ的な感じか？　体を傾かたむけるとその方向に曲がってくれるようだ。

　ハンドルとか無いからな。止まり方は良く分からんが。

「うわぁ！　凄いねそれ！　勝手に動いてくれるの？　ちょっと面おも白しろそう！」

「ああ、勝手に動くぞ！　結構楽しいかも知れん！」

　俺は車輪をギャリギャリ言わせながら、あきら達の周りを回って見せる。

　体感的には正座した状態で台車に乗せられて、誰かに押おされてるような感じか？

　ちょっと正座は疲つかれるかも知れないが、自動で動いてくれるのは楽しいぞ。

「わー！　わたしも乗ってみたい！　後で貸してね！」

「おう！　じゃあみんな順番だな！」

「じゃあ、今日はもう『アーズワース海底遺い跡せき群ぐん』の探たん索さくは終わりでしょ？　面白いからコテージまでこれで移動しようよ！」

「そうするか――コスプレ用として欲しがる奴もいるかもしれんからな。ギルドショップの商品アピールになるぜ！」

　さぁというわけで、通行人の度ど肝ぎもを抜ぬいてやるぜ！

　流石さすがにまだデスチャリオット装備一式をフルに揃そろえた奴等はいるまい！

　ボス戦であえて裸になる馬鹿がＰＴにいないと、この装備の入手方法には気が付けないのだ。

　ありがとうお兄様！　だけどもうＰＴ組むのは勘かん弁べんです！

「だよね。高く売れそうなら量産して売りまくるのもありだよね！」

　と、あきらが目を輝かがやかせている。

　これが金策になるなら、いくつか余計に取って売るのもいいだろう。

　金策は常に大事だからな。

「あたしはいいですし！　その見た目は恥はずかしいですし！　あっきー達がやって！」

「わ、わたしもちょっと……」

「わたくしもですわ。離はなれて付いて行きますわ。ちょっと恥ずかしいですから」

　と、矢野さん前田さん赤羽さんは乗り気ではないようだ。

「ふむ。では私も着させてもらおうか。こういうのもいい思い出だよ」

　と、シズクさんは乗り気のようだ。

　よしじゃあ三人でローテして、デスチャリオットでその辺を練り歩きながら帰るか！

「とまあ、それはいいとしてその前に――一番重要な事を確かめておく！」

「ああ、闇属性サークルの確率のやつ？　五か所揃えたら期待値は１００％闇サークルだよね？」

「そうそう。こんなの一発で分かるからな、早さつ速そく試ためさせてくれ！」

「うんうん、どーぞ？　見てるから」

「ようし――！　エレメンタルサーク……っておいストップ。『エレメンタルサークル』……ってああ中断された！　止まるの難しいな！」

　魔法を唱える時は、足を止めて詠えい唱しようしなければいけないのだが――

　これは勝手に動くので、止まっているのが難しいのだ。

　魔法を唱えようとしては中断、また唱えようとしては中断という不毛なループが発生してしまう。まるで挙動がバグったＮＰＣだな、これは。

「何やってるのぉ？　蓮くん？　それも検証？」

　あきらにきょとんとされてしまう。

　あるよね！　普ふ段だんから変な事ばっかりやってると、単にミスってるだけでも何か意味があるんじゃないかって、思われる事ってあるよね！

「いや、単に止まれなくてさ、魔法が中断されちまって……」

「あ、リアルに困ってたんだ。じゃあ、動かないようにしといてあげるね」

　と、あきらが俺の後ろに回って、肩かたを掴つかんでくれた。

　――だがまだ微び妙みように車輪が動いて前に動いてしまう。

「んっ？　まだ動くなあ、もっと力入れないとだめだねー。えいっ！」

　ぎゅっと抱だきしめるようにして、がっちりホールド。これで車輪が止まった。

　わぁい、胸が後ろから当たって来るぜ！　これはいいな素す晴ばらしい。

　思わずフリーズしてしまいたくなる感かん触しよくですな。

　本当にこのゲーム、意味の分からない所の再現度が生々しい。

　いいぞ、もっとやれと言わざるを得ないな。

「…………」

「……蓮くーん？　早く魔ま法ほう使つかいなよぉ？　ひょっとして何かヘンな事考えてるんじゃないよねえ？」

「オホン！　ここはゲームの中とはいえ、学園の中でもあるのだろう？　夏休みの期間内だとはいえ、学生は健全であるべきだ。用が無いならすぐ離れなさい」

　シズクさんが結構真ま面じ目めに注意してくる。

　仲なか田た先生より先生らしいよこの人。先生なら絶対スルーだっただろう。

　注意の口調にも何か威い厳げんがあるし、偉えらい人ってこうなんだな。

　素す直なおに従ってしまう雰ふん囲い気きがあるというか――

「ああ、すいません。すぐやります！　『エレメンタルサークル』『エレメンタルサークル』『エレメンタルサークル』『エレメンタルサークル』『エレメンタルサークル』！」

　生まれたサークルの色を見て、リューが声を上げる。

「きゅきゅ～！　くろくろくろくろくろ～！」

　キ、キターーーーーー！

「いいぞいいぞ想定通り！　夢の闇サークル確率１００％だ！」

　俺は両手を広げて喜ぼうとしたが、『亡者のガントレット』の鎖がぴんっとなって邪じや魔まして、出来なかった。

　何気に邪魔だなぁこれ！

「ええい、クッソ動き辛いな！　まぁとにかく帰ろうぜ、そこらを練り歩きながらな！」

「うんうん、いきなり現れたデスチャリオットと、びっくりする通行人の図をしっかりスクショしとくからね！」

「まぁ好きにするがいい。じゃあ行くぞ全速力！」

　と、俺は全速力で動き出そうと体をグイッと前のめりにするのだが――




　ギャリギャリギャリ――！

　ぎゃああぁぁぁん！




　車輪もドラゴンも元気よく動くのだが――それは見み掛かけ倒だおしだった。

　遅おそいのだ、スピードが。

　人がゆっくり歩くくらいのスピードしか出ない。

　おじいちゃんやおばあちゃんが乗ってるシニアカーより遅いかも知れない。

　全然チャリオット感が無いんですけど！

　チャリオットって言ったら、もっと勢いよく爆ばく走そうして人を撥はね飛とばすくらいの勢いが出ないとダメだろう。戦争で敵を蹴け散ちらすための戦車なんだからな。

「ぬぅ……！　スピードは出ないんだなこれ」

「そうだね、遅いね――」

「ま、まぁ全部に移動速度ダウンついてるしなぁ」

　あんまり早いと使え過ぎて困るって事か？

　爆走できるなら、装備をたくさん集めてデスチャリオットレースとか面白そうだったんだがな。

　公道をマリオカートで走ってる動画とかのデスチャリオット版的な絵が撮れると思ったんだが、こう遅いとなぁ。

「これ普通に歩いたほうが早いんじゃねーか？」

　俺は一いつ旦たん、普通に立ち上がって歩いてみる事にした。

　だが――歩こうとしても全然体が動かない！

「うごごごごご……!?　何だこれ!?」

　ゆっくり、ゆっくり、スロー再生くらいの速度でしか歩けない。

　とんでもなく動き辛いぞ、これ！

「そ、そうかこれも移動速度ダウンだしな……！」

　普通に歩くのに比べれば、まだデスチャリオット式ムービングの方が全然速いのだ。

　こんなもの着させられて、しかもステータスも大幅ダウンだし、デスチャリオット先生の中の人は装備を取ったらめちゃめちゃ強いんだろうな。

「やっぱりさっきのじゃないとダメっぽいね」

「だなぁ。まあいいや、ゆっくり帰ろうぜ！」

　というわけで、再び車輪で動き出す俺。

　一日五回までの『アーズワース海底遺跡群』探索はもう終わっているし、別にゆっくりでも構わないだろう。

　あえて島の中心部の人の多い辺りを通って、でかい車輪の立てるギャリギャリ音だけは大きく立てつつ、その割にのろのろと進んで行く。

　やはり相当な注目を浴びて、何だあれはと指差してくるプレイヤーが多い。

　うんうん、注目を浴びているな。

　見た目は相当なインパクトだしな。誰か高く買ってくれるなら売ってもいいよ！　俺おれ達たちはまた取れるし。

　有料で取り方の情報提供だけしてもいいが。

「あはは。注目浴びてるねー、蓮くん」

「ああ。ギルドショップの商品の宣伝にもなるからな。これでいいんだ」

「……ふう。こういう注目のされ方は、お兄様とご一いつ緒しよする時だけで構いませんのに」

　と、後ろの方で赤羽さんがため息を吐ついていた。

　赤羽さんも苦労してるんだなー。

「とは言え、今回のこれはあの人がああじゃないと気付かなかったからなあ、それだけは感謝してるぜ。それだけは」

　と、俺は赤羽さんを振ふり返り、グッとサムズアップして見せる。

　今の俺の見た目は小さなデスチャリオットである。

　それがこんなことしたら、さぞかしシュールだろうな。

「それはどうも――どうでもいいですが、その見た目で話はなし掛かけないで下さい。友人と思われたら恥ずかしいので」

　と、嫌いやそうな答えが返って来る。

　そこに――

「やあ、あきら！　それにお前――蓮か？　何だその恰かつ好こうは!?」

　と、通りかかった雪ゆき乃の先せん輩ぱいが、少々引き気味で俺達に声をかけて来た。

　今から『アーズワース海底遺跡群』に行く所だったのかな？

「雪乃さん！　こんにちはっ」

　あきらがにこにこ笑え顔がおを雪乃先輩に向ける。

「あ、こんちはっす雪乃先輩！　どうっすかこれ、決まってるでしょ？」

「……ふむ、それは『アーズワース海底遺跡群』の途と中ちゆうにいたボスだよな？」

「そうです、デスチャリオット！　あいつになりきれるんですよ、これ」

「見た事も無い装備だが――？　それは対人戦に使えるものなのか？」

　対人戦厨ちゆうの雪乃先輩からしたら、まず第一の興味はそこだろうな。

　というか、この人はそれしか興味がない。

「いや、全然。とんでもないマイナス補正付いてますね。性能見ます？」

「ほう……？　ああ。頼たのむ」

　と言うわけで俺はウィンドウを開いて雪乃先輩に見せた。

　それを見て、雪乃先輩は顔をしかめる。

「何だこれは――！　完全なコスプレ用装備だな！　いらん！」

「けど、レアですよ。きっとこれ以外誰も取ってないんで――というわけでほむら先輩って今日はいないんですか？」

「いや、すぐ来るが――お、来たぞ」

「ゆ、雪乃……！　何してんの!?　その変なの何!?」

「あ、ちはっすほむら先輩！」

　おお、来たぞアイテム厨が――！

　ほむら先輩なら興味を持ってくれるに違ちがいない。

　全てのアイテムを収集するのが夢だからな、ほむら先輩は。

　それがいいものであろうとなかろうと、未所持のものは収集する。

　それがアイテム厨の性さがってやつだ。

　現物もしくは情報を高く買ってくれないかな――？

「高代君……!?　何その装備!?　あたし、そんなの知らないんだけど!?　それは、あれよね？　『アーズワース海底遺跡群』の途中のボス」

「はい、そうっすよ。デスチャリオットです。あいつから取れるんですけど、多分持ってるのは、まだ俺達だけだと思います」

「……確かに、そんなものが取れるなんて初耳だわ。デスチャリオットって確か浅い階層のボスでしょ？　そこならみんな通ってるのに、今まで発見報告なんてなかったわ」

「ですね。今のところ希少価値はあるんじゃないかと。興味あります？」

「売ってくれるの!?」

　身を乗り出してくるほむら先輩。流石はアイテム厨ギルドのボスだぜ。新アイテムには目がないんだよな。

　しかしそんなほむら先輩を、雪乃先輩が呆あきれた目で見ていた。

「お前そんなものが欲ほしいのか？　言っておくが、性能はとんでもないゴミだぞ？」

「ふん、性能だけがアイテムの価値じゃないのよ！　心の貧しいやつね！」

「はぁ!?　お前は物の善よし悪あしも判断せずに、ただ何でも欲しがるだけの能無しだろうが。恥はじを知れ」

「あんたに言われたくないわ、脳筋！」

「黙だまれアイテム厨！」

　睨にらみ合あいが始まる。

　今回はチーム組んでやってるのに、一いつ瞬しゆんでチームが崩ほう壊かいしそうになるなあ。

　相変わらず同じゲームを楽しんでいるのに、ポリシーが合わないらしい。

「まあ一応、俺の検証した所では隠し性能的なものもあるんですけど――」

「うん？　蓮、どんな性能だ？」

「紋もん章しよう術じゆつ師しの『エレメンタルサークル』で、闇属性の発動率が上がります。上じよう昇しよう率りつは１部位で20％くらいです」

「それは、あれだな？　追加攻こう撃げきが通常攻撃に付く魔ま法ほうだったな……ただし発動する属性はランダムでな」

「ですです」

　流石さすが雪乃先輩はバトルに関する事は詳くわしいな。

「よく知ってますね？」

「ああ。無論、対人戦の戦せん闘とうバランスに影えい響きようを及およぼしかねん要素だからな。ウチのギルドの検証班に性能を確かめさせた。追加効果の発動時に、毎回攻撃する者のＭＰを消費するんだろう？　確か」

「そうっすね」

「下手に使えば、逆にＰＴメンバーの邪魔になりかねん魔法だよな――」

　まあ雪乃先輩の言う通りではある。

　打だ撃げきの度たびにＭＰを食うってアレだ、ドラ○エ的に言うところの理○の杖つえなわけだが――

　強制的にそれ発動させられたらうざいわな。

　自分はＭＰ取っておきたいのに！　ってなる。

　光属性サークルはＭＰ吸収効果があるので、光属性に１００％絞しぼれればまだ許されるが――

　残念ながらデスチャリオット装備で絞れるのはＨＰ吸収の闇サークルの方だ。

「まあ、基本そうですよね。開発側の意図としては、ソロでちょっと戦えるようになる的なもんかと」

「だな……蓮には残念だろうがな」

「いや、闇サークル面白そうなんで、全然いいっすよ。まだまだ検証の余地ありです」

「そうか。まあ、また何か面白いものを見せてくれるのを楽しみにしていよう」

「そうれはそうと、話が途中だったわよ。で、それを売ってくれるの？」

「んー……。装備一つと『ハヤブサの極光石』一つの交こう換かんとか――」

『ハヤブサの極光石』はあれだ、前にほむら先輩が俺にくれた二回攻撃用の武器を作る素材だ。あれでデッドエンドＶを撃うったのはいい思い出だったな。

　あれ高いんだよなあ。

　結局あれ以来、自分の手で『ハヤブサの極光石』を組み込んで使う事は無かったが、今回は恐らく必要になる。

　だが自分で金を出して買うには、ちょっと先立つものが足りないのだ。

　ここはお金持ちのほむら先輩の財さい布ふに頼たよるぜ――！

　単なる『レインボーガード』争そう奪だつ戦せんなら、別に日ひ頃ごろの感謝を込めてタダで譲ゆずってもいいんだが、あきらがこの先気き兼がねなくこのゲームをやるには、ソードダンサー装備の見た目問題を何とかしなきゃだからな。

　元々ソードダンサーを勧すすめたのは俺だし、もしあきらが家の人に装備のせいで怒おこられて退学とかさせられたら、俺のせいだ。

　ここはガチで『レインボーガード』を取りに行くぜ――！

　勝ちにこだわりつつ、魔ま改かい造ぞうとジャイアントキリングも忘れずにって感じで！

　なので、ほむら先輩には申し訳ないが容よう赦しやなく対価は頂こうと思う。

『ハヤブサの極光石』を調達するための金策で手を止めたくないからな。

「じゃあ全部で五個？　吹ふっ掛けて来るわねえ、まだ他ほかに誰も持っていない先物っていうのは確かなんだろうけど――」

　ほむら先輩が思案顔になる。

　確かに、単なるコレクターアイテムとしては流石に高いわな。

　なので、俺は提案を変える。実はこっちが本命だ。

　先に厳しい条件を出しておいて、本命に誘ゆう導どうしようって事だ。

「んじゃ、これの取り方を教えますよ。情報提供料って事で、『ハヤブサの極光石』一個でいいっすよ。コツさえ分かればすぐ取れるんで」

　逆に、知らなきゃ殆ほとんど気づかんだろうが――

　怪け我がの功名と言いますか、何と言いますか……ありがとうお兄様。

　ともあれ俺が選んで欲しいのはこっちだ。

　もう一回取りに行く手間をこっちは省きたいし、逆にほむら先輩達にこれを取りに行って貰もらって、その分先の進行をストップして貰いたいわけだ。

　ある種の足止め工作でもあるわけだ。

「……オッケー。それでいいわ。じゃあはい、『ハヤブサの極光石』よ」

　ほむら先輩はサクッと『ハヤブサの極光石』を取り出して渡してくる。

　やっぱ金持ってるよなあ先輩は。まだまだ何個でもありそうだぞ。

「まいどありです！」

　これでハーデスローズ撃げき破はにまた一歩近づいた――はずだ！

　俺がデスチャリオット装備の入手方法を伝えると、ほむら先輩は声を上げる。

「えー!?　そんな方法なの!?　よく気が付いたわね、そんなの！」

「まぁ偶ぐう然ぜんですけどね。あの人が一緒に居たんで――」

「えええぇぇぇっ!?　それってアレでしょ!?　まぁ確かにそうよね、裸はだかだもんね。確かにそれなら取れるわよね、条件的に……」

「ですねえ。正直完全な偶然でしたけどね」

「まぁ、それで新しいアイテムが手に入るなら別になんだっていいわ！　よし行くわよ雪乃！　装備を集めにね！」

「馬ば鹿かを言うな、目的が変わっているだろう。私達はハーデスローズと戦うための『上級転移石』を集めに来たんだぞ」

「だったら別にどこの階層に行ってもいいでしょ！　『上級転移石』がどこで出るかなんてランダムなんだから。ついでにデスチャリオットの装備も取るのよ！」

「ああ、先輩達もハーデスローズでやられたんですか？」

「蓮達もか？　やはりあれは中々厳しいよな。恐らく、あれの攻こう略りやく法ほうを早く見つけ出したパーティが『レインボーガード』にぐっと近づくんだろうな。明らかにそれまでのボスよりも強いからな。私達も試し行こう錯さく誤ごしている最中だ」

「こっちもそうです。じゃあ今の所の進しん捗ちよくは互ご角かくですね」

「ああ。大半はそこで止まっているんだろうな。皆みんなそれぞれに策を練っているから、今日はこの辺りにそれ程ほど人がいないのさ」

「……先輩達が『アーズワース海底遺跡群』に来たって事は、『上級転移石』以外にも何か気になってる事でも――」

「ふふっ。まあ試ためしたい事はあるがな。蓮もそれは一緒だろう？　その装備を使って、何か手を考えるんだろうからな」

「はははっ。まあお互たがい頑がん張ばりましょうって事でお願いします」

「ああ。ではな。あきらもみんなも頑張れよ」

「さ、ぐずぐずするんじゃないわよ雪乃！　新しいアイテムがあたしを待ってる！」

「うるさいぞ。はしゃぐな、みっともない」

　とまあまたいがみ合いながら、雪乃先輩とほむら先輩達は『アーズワース海底遺跡群』の入り口に向かって行った。

　さて、こっちもいったん水上コテージに引き上げますか。

「ねね、蓮くん！　次はわたしにそれ着せてよ！」

「おう、じゃあ交代だな」

　あきらに装備を渡すと、嬉うれしそうに身に着けて辺りをギャリギャリ回り出す。

　うーん、うるさい割には移動速度が遅いぜ。

「あはははっ！　派手なだけで全然スピード出ないね、これ！」

　あきらが着ると余計シュールかも知れない。

　何せこの見た目なのに、発する声は可愛かわいらしい女の子の声だからな。

　まあそんなこんなで、途中でシズクさんにもチェンジしたりして遊びつつ、水上コテージまで帰った。

　で、一息つくとあきらが俺に訊たずねて来る。

「で、狙い通り闇やみサークル１００％になったんだよね？　ここからどうするの？」

「ああそれは勿もち論ろん……」

「検証だよね」

「検証よね」

「検証ですし」

　あきら達が三人で口を揃える。

　うんうん、相そう互ご理解も深まって来ているようで何よりですね！

「まあ仰おつしやる通り！　昼飯食ってからちょっと検証してくる！　皆は好きにしててくれ」

「おけーい！　じゃあたしは落ちてちょっと出かけて来るですし」

「私は夏休みの宿題をやっておこうかしら。高代君や優奈もやっておいた方がいいわよ。途中で夏休みの課題の中から問題、みたいな事もあるかも知れないわ」

「あり得そうで怖こわいな、それ！」

「まぁ、ことみーがいればそーいうのは大だい丈じよう夫ぶですし！」

「知らないわよ。回答者を指名されるかも知れないし」

「とはいえ、まずはリアル宿題よりゲーム的な夏休みの宿題だぜ。ハーデスローズ討とう伐ばつレースは負けられねえし」

「ええ。手伝いが必要になったら連れん絡らくを頂ちよう戴だい」

「では、わたくしもやりたい事がありますので一時解散ですわね」

「では、また明日だな？　また同じ時間に様子を見に来よう」

「はい、お願いしますシズクさん」

「あ、わたしは検証付き合ってあげるよ～。ご飯食べてから集合だね？」

「おぉ。サンキュー！　よしじゃあ昼飯食って来るぜ！」

「うん、わたしも！」

　というわけで、一旦解散である。




　――一時間後。

　俺は母さんに飯を食わせてもらってから、再びログインした。

　ちなみに昼飯はチャーハン。普ふ通つうに美味うまかった。

　そういやあきらは、こういう時の昼飯何食ってるんだろうな？

　まさか俺みたいに庶しよ民みんのチャーハンなんて食ってないだろうしな。

　家にコックさんとかいるんだしな。美味いもん食ってるんだろうなあ。

　由ゆい緒しよ正しい家いえ柄がらのお嬢じよう様さまだからなあ、ああ見えて。

「よっと！　ん――あきらはまだみたいだな」

　水上コテージには他に誰だれもいなくて、俺を見つけたリューが喜んで纏まとわりついて来る。

「よし、リュー！　今のうちに『エレメンタルサークル』をもっと検証しとくぞ！」

「きゅ～きゅ～！」

　俺はあきらが来るまで、デスチャリオット装備で『エレメンタルサークル』を唱えまくった。

　やはり１００％闇サークルが発動する。

　間ま違ちがいないな、これは間違いない。神装備だな！

『エレメンタルサークル』を百回ほど撃うったところで、水上コテージにあきらが戻もどって来た。

「ごめーん遅くなっちゃった。お待たせっ！」

「おーう。じゃあ行こうぜ！」

「うん、じゃあどこに行こうか？　また基本のアイランドバニーから始める？」

「まぁそうじゃなきゃいけないわけでもないけど――それでいいか」

　取りあえず弱い奴やつから強い奴まで、色んなのに当ててみると何かしら発見もあるかも知れないしな。

　それにこう、アイランドバニーは心の故ふる郷さととも言えるからな。

　たまには田舎いなかに帰らないとだ。

　最近俺が顔を見せないものだから、アイランドバニー師し匠しようも寂さびしがっているだろう。

　というわけで、俺達は異世界サーマルから通常エリアに戻り、トリニスティ島第一層に向かった。

　今日も今日とて、アイランドバニー師匠達がぬぼーっとした感じでぴょんぴょんしてますなあ。

「いやー、いつ来てもここは変わらねえなあ。安心感すら覚えるよなぁ、心の故郷って感じだな！」

　言いながら俺は、速そつ攻こうでアイランドバニーに石ころを投げつけて敵対行動を取った。

　アイランドバニーはアイランドバニー同士でリンク――つまり味方が襲おそわれていたら加勢してくるので、俺の前にわらわらと集まってくる感じになった。

「そうだねー。その故郷に帰るなりいきなり石投げつけるんだから、とんでもなく失礼だよね、よく考えたら」

「失礼って言うか、リアルにいたら普通に逮たい捕ほレベルだよなあ」

　と、朗ほがらかに応じながら俺はデスチャリオット装備に着き替かえて、『エレメンタルサークル』を発動させた。

　大範はん囲いで発動し、ＭＰをがっつり減らしておく。いつもの奥おう義ぎの前フリである。

「奥義『朱雀すざく一いつ閃せん』っ！」




　ボエェボエェボエェボエェボエェボエェボエェ！




　俺の奥義に巻き込まれて一いつ斉せいに倒たおれるアイランドバニー師匠達。

　今日も今日とてご苦労様です！

　ちなみにダメージは１０００を少し超こえた程度に落ち着いている。

　なぜかと言うと『ファイナルストライク』をしていないからだ。

　今日は最大威い力りよくを見に来たわけじゃないからな。

　なのでわざわざ武器破は壊かいする必要もない。

　注目すべきは、奥義発動時の追加効果のログだった。




　蓮のＨＰが60回復した。

　蓮のＨＰが60回復した。

　蓮のＨＰが60回復した。

　蓮のＨＰが60回復した。

　蓮のＨＰが60回復した。

　蓮のＨＰが60回復した。

　蓮のＨＰが60回復した。




　うん、巻き込んだ分だけＨＰ回復してますね。

　まあ予想通り――だな。

「『ファイナルストライク』してない分ダメージ減ってるけど、特に変わった所はないよね？　当たった敵の数の分ＨＰ回復してるしね」

「そうだな。まあこれが基本というか、デフォルトの感じだな」

「何か試せることがあるの？」

「ああ。これでどうなるかだな……」

　俺おれはシステムウィンドウを呼び出し、タレントの『スキルチェーン』のエディット画面を開く。

　ここでスキルやアーツを三つまで登録して一つの奥義を作り出すわけだ。

　今『朱雀一閃』のために登録されている内容は――




　１：『ターンオーバー』

　２：『爆ばく炎えんタックル』

　３：『抜ばつ刀とう術じゆつ』




　である。

「ここをこうして――」

　俺は『ターンオーバー』と『爆炎タックル』の順番を入いれ替かえる。




　１：『爆炎タックル』

　２：『ターンオーバー』

　３：『抜刀術』




　になった。

「これでよし……！」

「え？　それ意味あるの!?　わたしの奥義とかだと、どっちでも一緒だったよ」

「そこは多分、関係するやつとしないやつがあるんだと思うんだよな」

「どうしてそう思うの？」

「そりゃあれだ、『朱雀一閃』を作った時にさ、順番入れ替えたらダメージが減ったんだよ。多分『ターンオーバー』でＨＰＭＰ入れ替えて減らす前に『爆炎タックル』が入っちまうと、『爆炎タックル』分はＨＰ満タンで撃つことになって、ダメージが減げん衰すいしたんだと思う」

　元々『爆炎タックル』自体にはＨＰが減れば減るほどダメージアップという性能は無いんだが、その『抜刀術』が持つ特性が『スキルチェーン』で奥義化することにより、『爆炎タックル』にもかかるようになったのだろう。

　この『スキルチェーン』の奥義合成ロジックは中々複ふく雑ざつ怪かい奇きで、もっと検証をしてみたいところだ。

　ともあれ今回注目するのは――




　１：『爆炎タックル』

　２：『ターンオーバー』

　３：『抜刀術』




　にした時に、『爆炎タックル』はＨＰ減らずに撃ってるのではないかという事である。

「よっしゃもう一回撃つぞ！　奥義『朱雀一閃』っ！」




　ボエェボエェボエェボエェボエェボエェボエェ！




　そして次に出た追加効果のログはこうだ。




　蓮のＨＰが60回復した。

　蓮のＨＰが60回復した。

　蓮のＨＰが60回復した。

　蓮のＨＰが60回復した。

　蓮のＨＰが60回復した。

　蓮のＨＰ上限が33増えた。

　蓮のＨＰが60回復した。

　蓮のＨＰ上限が60増えた。

　蓮のＨＰが60回復した。

　蓮のＨＰ上限が60増えた。




　お！　やっぱりちょっと現象が違うな！

　二発目の『朱雀一閃』の追加効果のログを見たあきらが、声を上げる。

「お～ちょっと違うね！　ＨＰ吸収だけじゃなく上限アップも来てる！」

「ＨＰ満タンからあふれた場合には上限アップになるからな」

　これが最大でＨＰ二倍までブーストしてくれるわけだ。

　上限アップの効果時間は三分と短く、闇サークルの追加効果一発では60くらいしか上限が増えないが。

　俺の最大ＨＰはもう２５００は超こえてるから、四十発以上追加効果を当てないと、マックスの二倍には到とう達たつしない。

　時間制限も三分だし、マックスまで持っていくのはなかなか難しい。

　もっと大量の敵を一気に巻き込むとかしなければ。

「うんうん。なるほど。上限アップの効果が出てるって事は、やっぱり『爆炎タックル』の後で『ターンオーバー』が発動した判定になってるって事だね？」

「だな」

「でも、ＨＰ吸収が初めから出てなかったのは？」

「『爆炎タックル』でＨＰ消費するからだな。その分が埋うまるまで単なるＨＰ吸収になるわけだ」

「ああ、そういやそうだっけ。ちょっともったいないね」

「まあ巻き込める敵の数が多ければ、無視できるレベルだ。そこは問題なしという事で」

「で、これが何か攻こう略りやくに活いきてくるのかな？」

「ああ、多分な。これだけじゃまだ完かん璧ぺきじゃないけど、基本的な方向性は間違ってない事が分かったって感じか――」

「じゃあ、ここの検証はもう終わりかな？　次はどこに検証に行くの？」

「いや、検証しようにも、何をしていいか――って感じだなぁ。もう一ひと押おし何かが欲しいんだよ」

「つまり、あては無いって事だよね!?　ねえねえ、じゃあどこか絶景見に行こ、絶景！」

　あきらの瞳ひとみがキラリと輝かがやく。はじめからそれ目的だったか！

　まあ普ふ段だんなら、俺は検証マニアであきらは絶景マニアという事で、お互い様さまだし付き合う所なんだが――

「……いや、今日は行かねえ」

「えええぇ～～!?　行こうよー！　わたしは付き合ったのに！」

　あきらがぶうと頬ほおを膨ふくらませる。

「でもなあ、早く攻略法見つけないと『レインボーガード』争そう奪だつレースで先を越こされるかも知れねえし……あんまり遊んでられねーだろ？　待つしかないならともかく、何か考えないとダメなターンなんだからさ」

　今回はガチで勝ちに行ってるからな。勝つための最適行動はとるべし！

「あ、ひょっとしてわたしのために――って思ってくれてたり？」

「当たり前だろ。俺だってあきらが退学とか御ご免めんだからな。一緒にここでゲームやろうって誘さそったのはあきらだぞ？　俺を置いて脱だつ落らくは許さん！」

「あははっ。そうだよね、確かにそれは誘った側としてマズいよね」

「それに――だ」

「ん？」

「そのー……エミリーの事で、ちょっと嫌な思いさせたかも知れないなあという事で――信しん頼らい回復のためにもここは絶対勝って、『レインボーガード』を貢みついであげたいなと思います！」

「えぇっ……!?」

　と、あきらはびっくりしたように俺を見る。

「え？　俺何か変なこと言った？」

　と、逆に尋たずねるとにっこりと笑顔が返ってきた。

「ううん。ちょっとびっくりしただけだよ。でも、蓮くんもそういう気き遣づかいしてくれるんだね～。けっこう嬉しいよ、ありがとね？　じゃあ、せっかくだから信頼回復して貰っちゃおうかな～？　何かヒントを探すなら、ほむらさんの博物館に行ってみようか？」

「ああそうだな。あそこにあるアイテムで、何かいいのがあるかも――」

「どのお店よりも、アイテムの種類はたくさんあるもんね」

「ああ、こういう時助かるよな。あそこのギルドは、基本アイテム厨がコレクション見せびらかしたいだけなんだろうけどな」

「まあ、ほむらさん達も基本不ふ遇ぐうジョブでジャイアントキリングしたいだけの蓮くんには言われたくないんじゃないかなあ？」

「反論の余地が一いつ切さい無いな！　その通りです！」

　だから俺はアイテム厨のほむら先せん輩ぱいや、対人戦厨の雪乃先輩のこだわりも良くわかる。

　ゲームにはそれぞれなりの楽しみ方があって然しかるべきだからな。

　先輩達二人については普通にリスペクトしている。

　片岡のHimechan好きとお兄様の露ろ出しゆつ癖へきは理解できんがな！

「で、どういうアイテムを探しに行くのかな？」

「そうだな、ＨＰを大おお幅はばに伸のばしたりできるようなやつだな。とにかく奥義の威力をもうちょっと引き上げれるようにしたいんだよな。闇サークルの性能アップとかでもいいな。とにかく火力がまだまだ必要だ」

「闇属性の攻こう撃げき力りよくが上がるやつとかで効果あるのかな？　そういうのはありそうだよね」

「ああ。そこは手に入れて検証しないと分からないよな」

「ほむらさんに頼んで、アイテム貸してもらって試し打うちするとか？」

「頼たのめるかなー……さっき情報料をガッツリ頂いたところだからなあ」

「あー。さっきあんな風に情報料貰ってたのって、そういうこと考えてたからなんだね。勝ちに行くために使えるものを使うと……」

「まあなあ、普段なら別にタダで教えてもよかったんだけどな」

「じゃあ、いいのがあったらわたしがお願いしてみるよ。とりあえず行ってみよ！」

　俺とあきらは、ほむら先輩のところのアイテム博物館に向かった。







第２章　お嬢様の恋愛トーク







　その日の夜よる遅おそく――わたしは蓮れんくんとの検証作業を切り上げて一度ログアウトしていたけれど、希のぞ美みさんに呼び出されて再びログインしていた。

　普段ならログインできない深夜だけれども、今は夏休み期間中なのでゲームは24時間開放されている。

　さすがに変な時間なので、水上コテージには他に誰もいない。

　わたし達二人だけの内ない緒しよ話ばなしだ。

「……で、そのままアイテム博物館に調査に行って？　攻略方法についても、色いろ恋こいの方についても、特に何事も無かったというわけですのね？」

「え、えぇと……そ、そうですかねぇ？　あははは」

『アーズワース海底遺い跡せき群ぐん』の攻略レースで壁かべになっているボス、ハーデスローズの攻略法については、確かにあの後アイテム博物館を見て回ったけれど、これはという情報には行き当たらなかった。

　正確には、蓮くん的に試してみたいアイテムも見つかりはしたのだけれど、そのアイテムの装備可能レベルが今より大幅に上だったり、紋章術師とは違うジョブでしか使えなかったり――というのが重なってしまった。

　今から大幅にレベル上げをしている時間はないし、考える候補から外さざるを得ない。

　そんなこんなで、調査は成果なしに終わってしまったのだけれど――

「もう、せっかく二人きりにして差し上げましたのに！　何も進展していないとはいただけませんわね。お気持ちを伝えるなり、高たか代しろ君があなたのことをどう思っているか聞いたり、何かしていただきたかったですわ！」

「で、でも何もなかったわけじゃないですよ？　蓮くんがわたしがエミリーちゃんのことで嫌いやな思いしたんじゃないかって、気遣ってくれましたし――わたしが思ってたより、蓮くんはわたしのこと気にかけてくれてるんだなって。それで、何だかそれでちょっと満たされちゃった感があって……まあ、それでいいかなぁって」

「……困りましたわね。今はそれでいいかもしれませんが、またエミリーさんのような方が現れたら、平気でいられるのですか、あなたは？　また闇落ちするのではなくて」

「闇落ち……って言うほどじゃあないんじゃないかと――？」

「闇落ちですわよ。先日はずーっとこの世の終わりのような顔をなさってましたわ。戻ってエミリーさんがご結けつ婚こんなさってると判明してから、ケロッとしていますが」

「あはは……」

　夏休みに入ってすぐ、わたしはリアルの方の用事でいくつかのパーティとかセレモニーに出席しなければならなかったけれど――その時は希美さんも一いつ緒しよだった。

　うちの青あお柳やぎ家と希美さんの赤あか羽ばね家はお互いにライバル関係というか、追いつけ追おい越せの間あいだ柄がらだから、片方が顔を出すところには相手も負けじと顔を出す。

　この学園に入って希美さんと打ち解けるまでは、希美さんもわたしに攻こう撃げき的てきだったし、いつも顔を合わせるのが嫌だったけれど、今はもうそんな事はない。

　普通に友達が一緒にいてくれる感じだから、ちょっと心強い。

　前ほど社交界のお付き合いというのが苦手じゃなくなってきた気がする。

　ただこの間何日か一緒した時には、確かに迷めい惑わくかけたかなー……とは思う。

「ねえあきらさん。わたくしはあなたと高代君が楽しそうにしているのを見ているのは好きですわ。ＥＦエターナルフアンタジーで素す性じようを伏ふせてご一緒していた時からそうです。おかげでわたくしも楽しい時間を過ごさせていただきました」

　この学校に入ってＵＷアンリミテツド・ワールドをやる前、わたしと蓮くんはＥＦエターナルフアンタジーというゲームをよくやっていた。

　これは入学後に知ったのだけれど、希美さんはＥＦエターナルフアンタジーでわたしと蓮くんの共通のフレンドだったスカーレットというプレイヤーの中の人だったのだ。

　本当に驚おどろきだったけれど、それがあったから今仲良くなれているのだと思う。

「ＵＷアンリミテツド・ワールドに入っても、それは変わりませんでしたし、今後もそうあって欲ほしいですわ。ですが、少々のことでそれが崩くずれ得るというのもよく分かりました。ですから簡単には揺ゆらがぬように、あなたと高代君の関係をきっちり型に嵌はめるべきです。つまり――きちんと恋こい人びと同士におなりなさい」

「で、でも……わたしの家のこともありますし、わたしの家は希美さんの所より堅かたいですから、大事ですよ。ちょっと付き合うじゃなくてこう、結婚を前提とした何かになっちゃいそうなんですけど……」

「仕方がありませんでしょう。突つき詰つめればあなたの思考は恋愛に直結していて、高代君を独どく占せんしなければ気が済まないんですから。そういう状態でないと、あなたはゲームを楽しめないのですわ。楽しさの大部分が、高代君に依い存そんしているのだと思いますわ」

「あうう……強く否定できない――わたしもっとさっぱりした人間のつもりだったんですけどねぇ……」

　そういう事は、いざそういう場面になってみないと分からないものだ。

　ちょっと落ち込むわたしの肩かたに、希美さんがポンと手を置く。

「まあ、ご心配なさらずともあなたと高代君を見ていれば、誰もがお付き合いされていると感じると思いますわよ。今ある姿を、お互いに正式に認め合うだけですわ。ね、簡単でしょう？」

「そ、そんな事言ったってそれが難しいんじゃないですかあ……！　わたしはそれでいいですけど、蓮くんは違ちがうかも知れないし、うちの家の問題もあるし……！」

「と、まごまごしている間にエミリーさんが現れて闇落ちしかけたのをお忘れなく」

「そうですけどぉ……」

「次に別の誰かが現れてしまった時に、その人がまた既き婚こん者しやだなんて事はあり得ませんわよ？　そうなってから後こう悔かいしても遅おそいですわ。お分かりですか？」

「わ、分ってますよお――だけど、さっきも言いましたけど色々あるじゃないですか」

「ふう、煮にえ切きりませんのねえ……こういう話になると途と端たんに普段のあなたらしさが失われますわ」

「し、仕方ないじゃないですか。もしも――って考えたら怖いし……蓮くんはわたしの家みたいな面めん倒どう臭くさい環かん境きようは嫌きらいかもしれないし――いっそ蓮くんから付き合おうって言ってくれれば……喜んでお受けしますって感じなんですけど――」

「まあ！　お付き合いしたいのはあなたでしょうに、それを人任せにだなんて無責任ですわ！　あなたから言わなくてどうしますの!?」

「で、でも……こういうのって普通は男の子から言うものかなあって、思ったり思わなかったりするんですけど――？」

「時じ代だい錯さく誤ごですわね。今の世の中は男女平等でしてよ。どちらかが言わなければならないなんて事はあり得ませんわ」

「で、でも――」

「まあ、まだ何かありますか？　あなたを見ていたら、きちんと高代君に気持ちをお伝えして、恋人になっていただく他はないと思いますけれど？　どうしてそれができないんですか？」

「そ、そうは言いますけど、そんな簡単じゃないんですって！　希美さんだって逆の立場だからそう言えますけど、いざ自分に好きな人ができたら、きっとそんな風にはいかないですよ」

「つまり、わたくしにはそういう経験が無いからそんなふうに断定できるのであって、経験の無い人間の言う事はあてにならない――と言いたいのですか？」

「い、いえそこまでは言いませんけど……」

「でしたら、ご心配には及およびませんわ」

　希美さんは自信たっぷりに言い切るのだった。

「え？　どういう事ですか？」

「ですから、わたくしは知らないから何とでも言えるとか、そういう事ではありませんのよ？　これでもちゃんとお付き合いさせて頂いている殿との方がたはおりますので」

　と、希美さんはサラッと聞き捨てならない事を言い出した！

「えぇえぇぇぇぇっ!?　初耳なんですけど!?」

「ええまあ、初めて言いましたからね」

「そ、そんな――希美さんはそういうの無さそうだと思ってたのに……！」

「どうして勝手に決めつけますの。失礼ですわね」

「だ、だって希美さん、どっちかって言うとコミュ力に難のあるタイプだし――彼かれ氏しが欲しそうにも全然見えなかったから……」

　そういう事に関しては、わたしの方がオトナだと思ってたのに――！

　いつの間にか先を越されてたなんて！

　っていうか、この情報が知れたら片かた岡おかくんはショックを受けるんじゃ……？

　いやどうなんだろう？　片岡くんは思考回路が独特っぽいから、そんなに気にしないのかもしれない。

　ちゃんとHimechanしてくれれば中の人が男でも全然貢げるとか、わけのわからない供述をしていたって蓮くんが言っていたし――

「あなたと高代君を見ていたら、そういう存在がいるのもいいかも知れないと思うようになりましたのよ。確かにお相手がいたらいたで、毎日に新しん鮮せんな張り合いが出るような気がしますわね。以前より毎日が楽しい気がします」

　と、なんだかオトナっぽい微笑ほほえみを見せる。

　何だろう、わたしの知らない景色を知っているって顔だ。

　そういえば最近、希美さんは人当たりが柔やわらかくなっている気もするし、それは恋人ができたからと言うのもあるのかも知れない。

「そ、そうなんですね――でも片岡くんはちょっと悲しむんじゃあ……？」

「あら、まったく問題ありませんわ。まったくね」

「そ、そうですか……？　まあいいんですけど――」

「とにかく、わたくしの言う事を素す直なおにお聞きになる気にはなりまして？」

「そ、そうですね――変なこと言ってすいませんでした」

「構いませんわ。でしたら、高代君に気持ちを伝える努力を始めましょうね？　確かに勇気は要いるかも知れませんが、あなたはきっとそうしないと後悔すると思いますわ。他ほかの誰かに取られでもしたら、ショックで立ち直れませんでしょう？　でしたら、誰にも渡わたさないように、自分のものにするしかありませんのよ」
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「そ、そうですね――が、頑張ってみようかな……？　でもどういう風にすれば……？」

「いきなり告白――というのが難しいのであれば、一度リアルでお会いになって見ては如何いかがですか？　そうする事によって、自然と高まるものがあるかも知れません。一度も現実にはお会いになったことはないのでしょう？」

　確かに――それはありかも知れない、とわたしは思った。

「考えてみたら、確かにまだ一度もリアルで会った事ってないし……いいですねそれ」

　と、わたしは希美さんに答える。

　前に希美さんに手伝ってもらってリアル蓮くんに会ってみようとしたこともあったりするけれど、その時は上手うまくいかなかった。

　今度こそ――！　なによりわたしもリアル蓮くんに会いたいし！

「前は家の方に黙だまってこそこそと会おうとなさったのがいけないと思いますわ。今度は堂々とご自宅にお招きすればどうです？　ギルドの方々も一緒に、自宅でお勉強をなさるとか、何食わぬ理由をつければ問題は無いのではなくて？」

「ど、どうですかねえ――分かりませんけど、言うだけ言ってみようかな……」

　我わが家やではわたしにあまり自由は認められていないけれど、お父さんがいない時にお爺じいちゃんに許可を貰もらえば大丈夫――かな？

　お爺ちゃんなら割と話は通るかも知れない。

　お父さんほどはわたしにお嬢様らしいお嬢様である事を求めないというか――

　ただあくまでそのあたりの主導権はお父さんだからと、余りお父さんの方針に口を挟はさむような事もしないけれど。

「ええ。いずれは通る道ですから、そうした方がいいですわね。高代君にも、もっとあなたの事を分かって貰った方がよろしいでしょう」

「今までそういうことは一度もないから、どうなるかなあ……ちょっと不安だけど。琴こと美みちゃんや優ゆう奈なちゃんはいいとして、男の子までってなると――」

「そちらのお宅は堅かた苦くるしくていけませんわねえ。わたくし達たちにはもっと自由がありますわよ？」

「……そっちは自由すぎると思いますけど――」

　希美さんも言動が奔ほん放ぽうなところがあるけれど、それよりも何よりもお兄さんの竜りゆう太た郎ろうさんは――奔放とかそういうレベルを通り過ぎて何かもうアレだから。

　あれでリアルではまともでいられるのが信じられないけれど、確かにゲーム外での竜太郎さんは、すでにいくつかの会社の経営もしたりしているやり手で、世間的な評判はとてもよかったりする。

「まあ、でしたらわたくしをお呼びになるといいですわ」

「えぇぇっ!?　それは――！」

　わたしの家と希美さんの家は昔からのライバル関係で、折り合いは悪い。

　わたしが希美さんと仲良くしていると分かったら、お父さんはもちろんお爺ちゃんだっていい顔はしないだろう。

　わたし個人としては、希美さんは友達だし家に来てくれても全然いいけれど――

「さ、さすがに無理があるんじゃないかと――絶対ダメって言われますよ、うちは」

「いいのですわ、それで」

「……どういう事ですか？」

「赤羽の家の娘むすめが来るとなれば、そちらに注目が集まり、高代君の存在は目立たなくなりましてよ？　もし駄だ目めだと言われても、わたくしにお宅の敷しき居いを跨またがせるのに比べれば、男性の同級生が来るなど何でもないという事で、お話が通りやすくなると思います。まあ、最初に本命よりも高い要求を突き付つけておいて、後でハードルを下げることによって通しやすくする交こう渉しよう術じゆつですわ」

「ああなるほど。断られる前提で――そうですね、じゃあそれで家に言ってみますね。希美さんの名前も出させて下さいね」

「ええ、そうなさいませ。そうして高代君に会ってより気持ちが高まったのなら、自然と告白をしたくなるかもしれませんわ。今からイメージトレーニングでもなさっておけばよいかと思いますわ」

「イメージトレーニングですか――あ！　そういえば希美さんはどうしたんですか？　今の彼氏さんとお付き合いする時はどうだったんですか？」

　これはすっごい興味がある！

　やっぱりこう、経験者の話を聞いて勉強しておかないとね。

　わたしから言うにしろ、どういう場所でどういうタイミングでどう言っていいか、ちゃんと考えないと。

「あら？　そんな事に興味がおありですか？」

「はい！　教えてください先輩！」

「まあ、大した事はありませんけれど――ただ、わたくしに何か言いたい事があるのではないかと彼かれに尋ねただけですわ」

「ふんふん、そうしたら付き合って欲しいって言ってくれたんですか？」

「いいえ。なかなか出てきませんでしたから、最後はそうじゃなくて好きだとかお付き合いしたいとか言いなさいと申し上げました。そうしたら出てきましたわね」

「ははは……それもう殆ほとんど自分から言ってますよね――」

「ええ。ですからストレートに自分から言った方が手っ取り早いのですわ。特に高代君はいつもゲームに夢中ですから、そういう事を自分から言い出しそうには思えませんし」

「うーんそれはそうですよねえ……」

「ま、あなたが動くしかないのですわ。ではすぐにお家うちの方にお話をなさいませ」

「あ、でも待って下さい。今はみんなゲームの攻略の方で忙いそがしいですから、それが落ち着いた後で――蓮くんもわたしのためにって頑がん張ばってくれてるし。わたしも全力で協力しないと！」

「ではさっさとそちらを片付けませんとね」

「ですね――」

　よし、わたしももっと頑張ろう！　そしてリアル蓮くんを家に呼ぶんだ！







第３章　俺、ベンチ！







　さて翌日――――

　俺は朝起きると、最速で準備して速攻でログインした。

　攻略レースの壁である『ハーデスローズ』の攻略方法の目め処どはまだ立っておらず、そういう意味では焦あせっても仕方ない。

　前まえ田ださんや矢や野のさん、シズクさんにも今日は攻略のための集合はナシでとメッセージを送ってある。

　だが、俺のやる気だけは満々だからな！

　こういう停てい滞たいを魔ま改かい造ぞうでぶち抜ぬく事こそ快感！

　ましてやこの攻略レースは、全校生徒の注目の的！

　エミリー達のような海外の分校の生徒や、シズクさんのように完全外部の人まで見ている。

　ここでやらかしたら、絶対目立つぞ！

　あきらのためにもなるし、やるっきゃねえ！

「っし！　今日はどうしますかねえ――！」

　気合十分で水上コテージに現れた俺に、リューが嬉うれしそうに纏まとわりついてくる。

「きゅ～！　れん～！　おはよおはよ～！」

「おーうお待たせ！　いい子にしてたか？」

　そしてそれに続いて、あきらも。

「蓮れんくんおはよ～！　今日も頑張ろうね！」

　おお、あきらもやる気満々だな！

「おぉ、なんか昨日よりやる気に満みち溢あふれてるな～」

「え？　そんなことないよ！　わたしはいつもやる気満々だよ！」

　ふんふんっ！　って感じで鼻息荒あらく、目もキラキラしている。

「さあさあ今日はどうする!?　早く攻こう略りやく法ほう見つけないとね！」

　お～マジでやる気だな。

　何だか知らんが、やる気があるのはいい事だ！

「とはいえアテがあんまりないんだよなあ」

「ＨＰをブーストできればいいんだよね？　その心は奥おう義ぎのダメージアップ――と」

「そうなんだけど、今の俺たちのレベルじゃ、いいモノが無いんだよなー」

　装備には装備可能レベルってものが設定されてて、それに達していないと装備不可だ。

　ＨＰブーストによさげな装備とかは存在するのだが、俺たちのレベル帯だとちょっと装備できない感じだった。

「あれだよね？　『命のドレス』だったっけ――」

「ああ」

　ソードダンサーの専用装備なんだが、どうもソードダンサーの使う回復ダンスに、『エレメンタルサークル』の闇やみサークルと同じような、回復が最大ＨＰを超ちよう過かした場合に上限をブーストするような効果があるらしい。

　しかもまた、見た目も『エンジェルチャーム』に負まけず劣おとらず、エロ可愛かわいくて素す晴ばらしいのだが――

　しかしこれ、装備可能レベルが１５０を超こえているのだ。

　今の俺たちのレベルは80前後。一気に倍近く上げるのは流石さすがに時間がかかる。

　装備できるレベルなら、手に入れてどの程度まで最大ＨＰブーストできるのかとか、いろいろ検証して確かめたい所ではあるんだが――

　奥おくの手てとしてレベル２００超えのソードダンサーであるあのお方に検証してもらうというのも、嫌いや々いやながら視野に入れるべき所なのかもしれないが、残念ながらこの『命のドレス』は女性専用装備だったりする。お兄様も装備できないのだ。

「惜おしいなあ、見た目も性能も最高なのにな。俺おれたちのレベルが足らんとは……」

「もっと高ければねー……」

「ああ。まあレベルが高ければ、その分『ハーデスローズ』も強くなって出てくるだろうから、また別の問題が出るかもしれないけどな」

『アーズワース海底遺跡群』の内部の敵は、こちらのレベルに合わせて調整されて出てくる。今俺たちのレベルが80前後だったので敵の強さもあんな感じだったが、例えば雪ゆき乃の先せん輩ぱい達たちのようにレベル２００もあるようなパーティならば、敵もそれに合わせたレベルに調整されて出てくる。

　誰だれが挑ちよう戦せんしても似た難易度になるように、全員で攻略レースができるようにとの配はい慮りよなのだろう。全員でやるお祭りには相応ふさわしい。

『ハーデスローズ』が問題になっているのは同じようなので、出てくる敵の種類には変わりがないのだろうが、敵もレベルが上がる分、まだ見ぬ新しん技わざを使ったりしている可能性もある。

　俺たちくらいのレベル80で戦うのと、レベル２００で戦うのと、どちらが楽なのかは分からない。だが雪乃先輩達も苦戦していたようだから、レベル２００のあいつも相変わらず凶きよう悪あくなんだろうな。

「まあレベルが上がったら、あれは取るべきだよな！　着てるとこ見せてくれよ！」

「え～？　いいけど、ずっとは着ないからね。取れたら基本『レインボーガード』で生きる予定だから！　あれも着るの恥はずかしい系だし……」

「大だい丈じよう夫ぶ大丈夫。あきらならきっと着こなせるし似合うぞ！」

「ふふっ。いつもそう言ってくれるのは嬉しいけどね」

「そういや暫しばらくあきらのソードダンサー姿も見てないなあ」

「そうだね。ここの所、戦う時は浴衣ゆかただし」

　異世界サーマル限定装備だが、浴衣は性能がいいのだ。




　高い浴衣（♀）

　種類：鎧よろい　装備可能レベル：１　防ぼう御ぎよ力りよく：１

　装備可能ジョブ：ＡＬＬ

　特とく殊しゆ性能：ＭＰＭＡＸプラス50　ＭＰ自動回復（５ＭＰ／Ｓ）




　こんな感じだ。

　俺の『エレメンタルサークル』は、サークル上にいる味方の通常攻こう撃げきに、属性に応じた追加ダメージを付加する。

　が、追加効果の発動一発一発にその人のＭＰを食ってしまうデメリットもある。

　浴衣装備ならそれが相そう殺さいされ、純じゆん粋すいにメリットのみを受け取れて、全体の攻撃力向上につながるのだ。

　だからまあ、浴衣ばかりになるのも仕方がない。

　シズクさんもソードダンサー装備にはいい顔をしないからな。

　赤あか羽ばねさんの格好を見て言っていたが。曰いわく、青少年には相応しくないと。

　まあそういう事なんで、シズクさんの前では遠えん慮りよしておいた方がいいという判断もある。

「あ～。ひょっとして、ソードダンサー姿が見たいなあ、とか思ってる？」

　あきらがつんつん、と俺を突っついてくる。

「ば、馬ば鹿か言うなって。俺は今マジメにやってるんだからな。ふざけてるヒマは――」

　ソードダンサー装備の姿が見たいだろうと言われればそりゃ見たいのだが、攻略への本気度を疑われそうなので自重である。

「あら？　それで元気出るなら、わたしは別にふざけてるとは思わな……」

「じゃあお願いしまっす！」

　あきらがいいなら全然見せてもらおう！　やったぜ！

「掌てのひら返しはやっ!?　もの凄すごい食い気味だったね!?」

「やっぱり定期的に見とかないと、いいもんだからな！」

「まあ、そんなに見たいなら――シズクさんもいないしね。はい、どうぞ♪」

　と、あきらがソードダンサー装備に着き替かえてくれる。

　おぉ～久しぶりだ！　夏休みに入ってから見てなかったからなあ！

　浴衣も良かったが、やっぱこっちがいいなあ、露ろ出しゆつ度どが違うよ露出度が！

　かと言って可愛らしさも保っていて下品な感じもしないし、絶ぜつ妙みようだと思うんだがなあ。

　これがあきらの実家に怒おこられて退学になるかも、というのは残念な話だ。

「うんうん。やっぱこれだよなあ、あきらは！」

「ははは……近い近いって。ホント何の遠慮もなしに思いっきり見るよね、わたし以外なら怒られるんだからね？」

「もちろん分かってるって！　ちゃんと相手は考えてる！」

「そうかなあ――まあいいけど、わたしにだってゲームの中でしかダメだからね？　外ならもうちょっと自重しなきゃダメだよ？」

「え？　ゲームの外か？　まぁそこは流石に分かってるつもりだぞ。まぁゲーム内だしキャラ鑑かん賞しようモードって事でひとつ」

「ほんとかなぁ……ちょっと心配だよ。わたし」

「とはいえリアルにあきらがこの格好で俺の前に現れる事なんて無いだろうしなあ。そこは考こう慮りよしなくていいんじゃないかと」

「あ、あはは……わ、分かんないよそれは――」

「そっかぁ？　ただでさえ一いつ般ぱん人じんとは住む世界が違うのに？」

「住んでる世界は一緒だよ！　おんなじ地球だし、日本だし！」

「おぉなんかグローバルな話ですな？」

「そうそう。そこから考えたら、家がどうこうなんて小さな差だし！　蓮くんはぐへへ、こいつをモノにすれば逆タマで一生食いっぱぐれねえぜ、くらいに思ってていいよ！」

「いやいや、そんなゲスいことは考えませんけど！」

「まあ冗じよう談だんは置いておいて――そこがリアルだろうとゲームの中だろうと、一番楽しい時間を一緒に過ごしてるのはお互たがい様でしょ？　違う？」

「いや、違わねえよ。おっしゃる通り」

「だったら、わたし達の住んでる世界は一緒だよ？　リアルがどうこうは関係ないよ。何も気にしないで、わたしはわたしだから」

　なんだかちょっと真しん剣けんな表情で、あきらは言う。

　俺は少々気け圧おされてしまう。

「お。おう――」

「というわけで、じゃあ出発しようか？」

「あ、ちょっと待った！　もぅちょい！　あのさ、くるって回ってくれるか？」

「ん――はい、これでいい？」

「おういいねいいね！　んじゃついでに『エンジェルチャーム』姿も久しぶりにお願いします！」

「もう、攻略法探しに行かなくていいのぉ？」

　ちょっと呆あきれた目で見られた！

「行く行く！　行くけどこう、出発前にエネルギーをためる儀ぎ式しきですね！」

「じゃあまあ元気をためながら聞いて欲しいんだけど、今日はどこに行ってみる？」

「うーん悩なやむ所だな――今のところ手て掛がかりがねえんだが……なら、とりあえず『上級転移石』の調達にでも行ってみるか。打開策が見つかった時に必要になるしな」

　今の手持ちの『上級転移石』の数は一つしかない。

　Ｂ51以降はセーブが10層刻みになっているので、長くダンジョンにいられる『上級転移石』を投入しないと、セーブポイントまで辿たどり着つくのが難しいのだ。

　とりあえずそれを増やしておく事は、無む駄だにはならないだろう。

「そうだね。やれる事をやろうか」

「んじゃ、堪たん能のうしたしそろそろ行くか！　『上級転移石』が取れるのは、『アーズワース海底遺跡群』の中か――それか縁えん日にちのゲームの景品だよな」

「ダンジョンは二人だけだと不利だよね――なら縁日のゲームで取ろうか？」

「だなぁ。まぁ俺おれまだ取ってないのあるからな。荒あら稼かせぎしてやるぜ！」

「うん。オッケー、行こ行こ！」

　遊びに行くんじゃないぞ！　攻こう略りやくに必要なアイテム取りだこれは！

　というわけで俺達は『上級転移石』ゲットのため、縁日のゲームコーナーに向かった。




　　◆◇◆




　そして、俺達は縁日の会場にやって来たわけだが――

　前回やって来た夜の風景も良かったが、明るいのは明るいので別の印象になるので悪くはない。

　まだ朝の早い時間だが、活気もあって、あちこちのゲーム屋台には長ちよう蛇だの列が――

　待っている奴やつ等らももう、イライラしてきて微び妙みようにギスギスした雰ふん囲い気きがそこかしこから――

　って何だこれは!?　混こみ過ぎだろ！

　これは親父おやじに見せてもらったドラ○エ発売日の資料映像みたいだぞ。

　もしくは、超ちよう人にん気きテーマパークの目玉アトラクションだな。

「うっは、何だこれは……！」

「凄い行列だね！」

　朝っぱらからこんな事になってるとは――これはあれか、あれだな。

「これは何事なのかなぁ――」

「まあそうだよなあ、攻略が『ハーデスローズ』のせいで止まってるから、その間『上級転移石』を集めようって事だよな」

『アーズワース海底遺跡群』の中でも交こう換かんアイテムが出るようだが、こっちならゲームクリアすれば確実に貰えるわけだしな。

　こちらに人が集まるのも分かる。

「なるほどだけど……これじゃゲームできないね――並ぶの凄い時間かかるよこれ。よく皆みんな並んでられるね」

「……前のギルド対たい抗こうミッションの時と同じノリを感じるな」

「――どういうこと？」

「ほら見ろよ、あれ」

　と俺が指を指した屋台はこの間矢野さんとやったガンシューティングのコーナーだが、今まさにハイスコアを出して『上級転移石』をゲットしたプレイヤーがいた。

「おぉ。『上級転移石』ゲットしてる！　すごい！」

「その後が問題だぜ――」

　そのプレイヤーは、『上級転移石』を受け取ると再び列の最さい後こう尾びに並ぶのだ。

「あ！　また並んでる！　確か同じゲームでは一回しか『上級転移石』貰えないはずだよね？　もう取れないのに――」

「そう。なのにまた並ぶのは――」

「よっぽどあのゲームが好きでハマりまくってるか……」

「わざと行列を増やして、他の奴やつがやり辛づらくする妨ぼう害がい工作か――だな」

「だよね……確かに蓮くんの言う通りだね、ギルド対抗ミッションの時もレベル上げの狩かり場ば潰つぶされたもんね」

「そのあたり容よう赦しやないよなー。確かに無駄にゲームに行列させれば、他のギルドのやつがゲットできるチャンスを減らせるもんな」

　打てる手は何でも打ってくるな、他のギルドの連中は。

　人数を掛かけられる大規模ギルドならではの団体芸だろうが――

　俺達は人数が少ないから、そういう大掛かりな妨害工作は物理的に出来ない。

　なので、そもそもそういう事を思いつかないのだ。

「しかしこりゃとても並んでられねーなぁ。何時間も並んで失敗したら心折れるぞ」

「だねぇ……」

「まあ『上級転移石』が勝負の決定的差になるとは思わねえけどな」

　Ｂ51からはセーブポイントの配置が10層おきになる。

　ノーマルの『転移石』はダンジョンの滞たい在ざい時間が30分で強制退場だが、30分とは概おおむね５層進むのに丁度いい位の時間である。

　浅い階層では５層おきにセーブポイントがあるからいいが――

　Ｂ51以降は制限時間１時間の『上級転移石』が欲しくなる。

　ただこれは進行に必要な時間を確保するためのものであって、『ハーデスローズ』攻略のための時間が十分に用意されるわけではない。

　例えば、『ハーデスローズ』本体は放置して、生まれてくる子分の『ブラックローズ』だけをひたすら狩かり続けたら打ち止めがあるのかとか、そういう持久戦を試ためそうとすると流石に時間が足りないのだ。

　あれが時間制限なしのエリアにいるのなら、間ま違ちがいなく持久戦で挑いどむ奴らも現れただろう。しかし、残念ながら『アーズワース海底遺い跡せき群ぐん』はタイムアップ付きなのだ。

　その事が、『ハーデスローズ』攻略の難易度をさらに上げている。

　そんな中で、持久戦をやらかすために必要な時間を与あたえてくれるのは――

『超ちよう級きゆう転移石』である。あれなら制限時間は二時間もある。

　進行にたっぷり一時間使ったとしても、もう一時間『ハーデスローズ』と戯たわむれる時間を与えてくれるのだ。

「もっと時間がいるってこと？」

「そうそう。一時間だけじゃいろいろ試せねえから」

「となるとあれだね――『超級転移石』」

「ああ。あれがあれば、時間的にいろいろ試す余地は出来るよな」

　実は俺たち、これ持ってるんだけどな。

　この間シズクさんがゲームで取ったのをくれたのだ。

　今のところ、まだ使おうとは思っていないが――

　確信もなしに投入したくないというのもあるし、そもそも俺的には短期決戦狙ねらいなのでまだ温存しておきたくはある。

　持久戦には向いてないしな、俺達は。

　というより俺が！　もっと言うと俺のお財さい布ふが！

　一時間も銭ぜに投げし続けるとか無理です、すいません！

　そしてそれができないなら、俺達は弱い。

　構成がロマン砲ほうありきになってるからな。

『ブラックローズ』をひたすら狩り続けろとか言われても、きつい。

　エミリーの重じゆう騎き士しのように、パッと敵のターゲット取ったりできないからな。

　雑魚ざこ連戦には全く向いていないパーティ構成である。

「わたし達が使う――のもなんかピンと来ないね。持久戦に向いてないし」

「だよな。無駄になりそうで怖こわいな。まぁシズクさんが他のギルドの奴に『超級転移石』を渡さなくて良かったよな。興味無さそうだったからなぁ」

「そうだねえ。でもこれ『上級転移石』のコーナーでこれだと、『超級転移石』が貰えるロボ格ゲーの所はすごい事になってるんじゃ――」

「だろうなあ、仁義なき奪うばい合あいになってそうな……」

「見に行ってみようか？」

「ああ、行くか」

　というわけで、ロボ格ゲーの会場へ！

「……やっぱりこうなってるよな～」

「あははは……」

　やはりとんでもない人だかりである。

　今日も仲なか田た先生が仕切っているが、先生も仕切りがいがありそうである。

「さぁ次の挑ちよう戦せん者しやは誰かな～!?　久しぶりに五人まで勝かち抜いた子が出てきたぞ～！」

「「「はいはいはいはいはいっ！」」」

　手を挙げる奴がとんでもなく多かった。

　こりゃあ、挑戦者を決めるだけでも一苦労だぞ。

「はいは～い。じゃあ参加希望の人はこっちに集まってね～！」

　ぞろぞろと先生の所に人だかりが。

「これじゃ中々対戦も進んでいかないね」

「ああ。人多過ぎだな」

　だが、各ギルドの思おも惑わくとしてはそれで悪くはないのだろう。

　タイムロスを多くして、敵に『超級転移石』を渡すのを防ぐ事に繋つながる。

　ここの対戦の状じよう況きようはギルド本隊にも伝わってて、勝ち抜けそうな奴がいたらガチでこのゲームに強い奴を呼んできたりとかするのだろう。

　結果、レベルの高い潰し合いが発生して誰も『超級転移石』を手にできずに終わるという寸法だ。

「……まあ、他が足の引っ張り合いで停滞してくれたら、俺達は楽だけどな」

　俺達は持久戦の方向で考えてはいないが、もしかしたら『ハーデスローズ』に持久戦は有効なのかも知れない。

　そこを試したいと思って試すような奴らが、ここでまごついてくれるなら願ったりだ。

　結局誰も『超級転移石』をゲットできずに時間が過ぎる――という事になるのだ。

「この隙すきに俺達が打開策を見つければ勝てる――」

「ならここにいても仕方ないかも知れないね。ここはこのままの方がいいんだもんね」

「そうだな。別のところに行くか」

　何も取れなかったが、今の状況が分かったのは良かったかな。

　そういう意味では無む駄だ足あしだったが無駄足ではないだろう。

　まだ多少の時間の猶ゆう予よはありそうな感じだ。

　ただ、雪乃先輩達が既すでに『超級転移石』をゲットしていないかとか、帰って行ったエミリー達のプロゲーマーのチームが既に攻略法を見つけていないかとか、その辺りは気がかりだが――

　何にせよ、俺達は俺達で何か見つけないとな。

「そうだね、じゃあ――」

　と、俺達がその場を離はなれようとした時、舞ぶ台たいの上から声をかけられた。

「あっ！　蓮！　あきら！　おーい！　こっちこっち！」

「ん……？」

「あ、エミリーちゃんだ！」

　あきらの言う通り、舞台上にはエミリーがいて、俺達に手を振ふっていた。

　さっきは姿が見えなかったが、混んでいたのもあるし、ちょっと分からなかった。

　対戦相手が決まるのを舞台から一度下りて待ってたのか。

「エミリー！　今勝ち抜いてたのってエミリーだったのか!?」

「うん、そうよ。だけど見ての通りで、人が多過ぎて対戦相手が決まるのにも時間かかるし、これじゃあいつになったら十人目まで勝ち抜けるのか――嫌いやになっちゃう」
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　ふう、とエミリーはため息をついていた。

「やっぱエミリー達も『超級転移石』が必要って判断なのか？」

「正直意見は割れてるかな？　あのあと一回ルーカス達と攻略に行ったけど、やっぱり負けちゃったしね。戦略の練り直し中よ。でもまあ、いろんな手を考える上ではあって困るものじゃないし、とりあえず取って来ようかなって感じよ。他のみんなは他のみんなでそれぞれアイテムを取ったり、準備してるわ」

「なるほどなぁ――ステータス的には俺達と一いつ緒しよか」

「まだどこも攻略は出来てないって事なのかな……」

「うん。そうだと思うわ。クリア者が出たらすぐ話題になるだろうし。で、蓮達はどうなの？　確か『超級転移石』持ってたわよね？　使って失敗しちゃったとか？」

「いや、まだ取ってある。俺達は持久戦であいつの子分が尽つきるのを待つとかは向いてないからなぁ。まあ他の方法を何とかって事で」

「ふふふ。そりゃあそうよね。そもそも蓮がああいう一いち撃げき必殺のロマン仕様なんだから、持久戦になんてまるで向かないわよね？　もしそうするなら蓮を外して別の人を入れた構成で臨のぞんだ方がいいくらいだし。あくまで短期決戦で行ける方法を探すって事でしょ？」

「そうそう。そうならざるを得ませんな」

「でもそれでいいと思うわ。魅みせるプレイも大事だもの！　上手くいったら間違いなく目立つわ、頑張ってね！　みんなで盛り上げましょ！」

「おう！　エミリーも頑張れよ、じゃあ俺達行く所あるから、またな」

「うん。あきらも頑張ってね、蓮をよろしく！」

「うん、じゃあまたね」

　と俺達はエミリーと別れてその場を後にすることにした。

　あきらもついて来てくれるが、不思議そうにしていた。

「ねえ蓮くん、エミリーちゃんがやってるなら、もうちょっと見て行ってよかったんじゃない？　帰っちゃっていいの？」

「ん？　ああ、全然いいぜ。やる事が見つかったからな」

「え!?　そうなの？　いつの間に――」

「エミリーと話しててさ、ちょっと思いついたんだよ。とりあえず水上コテージに戻もどってみんなを集めよう。『超級転移石』もぶち込むぞ……！」

　そう。とうとう使うべき時が来たぞ、恐おそらく！




　　◆◇◆




　水上コテージに戻ってから、小一時間後――

　俺達の呼びかけに応じて、皆が集まってくれていた。

　ちょうど出かけたりはしていなかったらしい。助かった助かった。

　集合したのは俺とあきらに加え、前田さん、矢野さん、赤羽さん、シズクさん、片かた岡おか。

　都合七人になっております。

「んで、俺まで呼んでどうすんだよ高たか代しろ？　何か情報でも欲ほしいのか？」

　と、片岡が聞いてくると、皆もうんうんと頷うなずいていた。

　今日は中止と言っていたのに速そつ攻こうで招集されたんだから、何があったのかと思うよな。

「――いや、そうじゃねえんだ。いよいよシズクさんに貰った『超級転移石』を使ってやろうと思ってさ。急きゆう遽きよ思いついたんで、急遽集まって頂いたわけで」

「ほう。あの時のあれが役に立つのか――ならば結構な事だ」

　と、シズクさんが頷く。

「はい。すげー助かります！　それから、急に呼び出して済みません」

「いや、構わない。いつでもこのように応じられるわけではないが、今日は手が空いていたからな」

「あざーすっ！」

「んじゃ俺は何すればいいんだ？　何か持ってくるか？　情報収集とか？」

　と片岡が言う。

「何言ってんだよ。『超級転移石』を使うって言っただろ？　だったら、ダンジョン攻略に決まってるじゃねえか。『超級転移石』で時間はたっぷりあるから、『ハーデスローズ』本体には攻撃せずに、あいつが呼ぶ『ブラックローズ』が打ち止めになるまで狩り続けてみる作戦な。もし打ち止めが来たらそのまま倒たおせばいい」

　持久戦的アプローチでは、まず真っ先に試したいのがこれだろう。

　あの尋じん常じようではない子分のバラ撒まきっぷりから、弾たま切ぎれがあるくらいの抜け道みちは用意されていてもおかしくない。

　問題は、それを試すのに必要な『超級転移石』が、恐らく全然出回っていないという事だ。

　もしかしたら、俺達しか持っていない可能性すらあり得る。

　今の所判明している唯ゆい一いつの入手ルートは、さっき見てきた通りで各ギルドの妨害工作や何ややらが混ざり合って潰されてる状態に近い。

　もしかしたら、エミリーがあのまま勝ち抜くかもしれないが――

　それにしたって、まだ時間は結構かかるだろう。

　ならば今のうちだ。

　もし『ハーデスローズ』が持久戦に弱いなら、俺たちが他ほかのパーティの先を行ける。

　そこにロマン砲がいる意味は無くなってしまうが、基本的に今回の俺はガチである。

　勝ちに行っているのだ。絶対に負けられない戦いがそこにある的な！

　なら、普ふ段だんやらない送りバント的な作戦も取るべし！

「『超級転移石』ぶち込んで勝負に出るなら、確かにそれを試してみるのがいいと思いますし」

「うん。私も賛成。『超級転移石』の数が少なすぎて、どこも試せていないんでしょうけど、勝ちに行くなら使ってみるべきね」

　矢野さんと前田さんも頷いてくれた。

「ですわね。よろしいのではないかしら。そのために『超級転移石』というアイテムが存在するのかも知れませんしね」

「分かったよ、蓮くん。蓮くんのわりにちょっと真っ当な作戦過ぎる気がするけど、今の所他に手はないんだよね？」

「ああ。そう思う」

「で、それは分かったんだが俺は何すればいいんだよ？」

「だから決まってるだろ？　『超級転移石』使うからボス戦手伝ってくれ」

「え？　俺もそっちに入るのか？　じゃあどういうパーティで行くんだよ？」

　と、片岡が首を捻ひねる。

　皆も同じようなリアクションだ。確かに今この場には七人いる。

　パーティは六人までなので、一人あふれる事になってしまうのだ。

　それが分かっているのに、なぜ七人集めたのだろう――

　そんな風に、釈しやく然ぜんとしない様子である。

「はいそれでは攻略メンバーを発表します！　まず今言ったように片岡！　それからシズクさん、前田さん、矢野さん、赤羽さん、あきら！　以上です！　みんなガンバッテ！」

　パチパチパチパチ！

　と俺は景気づけに拍はく手しゆをした！

「「「「えええええぇぇぇ～～!?」」」」

　と一いつ斉せいに皆が驚おどろいて声を上げた。

「だから俺まで呼んだのかよ！」

「高代なしで行けって言うですし？　確かにまあ、あのダンジョンの中じゃ見てるだけの置物化してる時も結構あったけど……」

「でも何かあったら作戦を考えてくれるのも高代君だったし、いないとなると――」

「うん。ことみーの言う通り、ちょい不安ですし」

「大だい丈じよう夫ぶだ。やる事は明確だし、それにあきらがいるんだから」

　俺がいなけりゃ、あきらがちゃんと皆を引っ張ってくれる。

　そこは太たい鼓こ判ばんを押おせる。マイベストフレンドはできる子ですから！

　普段は俺のやる事を面おも白しろがって見てるから、俺に合わせてくれてるわけで。

「今回は絶対に勝ちに行きたいからな――魔改造も覚かく醒せいもジャイアントキリングもないけど、作戦の内容を考えたら俺が入らない方がいいんじゃないかと。作戦の内容に合わせてベターな人選をしたらそうなるんだよな」

　一撃必殺の短期決戦で挑むのではなく、持久戦で『ハーデスローズ』の雑魚ざこ召しよう喚かんの弾切れを待つなら、俺はあまり戦力にならない。

　基本奥義は一戦せん闘とうに一回で、武器破は壊かいからの再合成でその判定をすり抜けることはできるのだが、雑魚を狩りまくる戦いで一発ごとに武器破壊していたら、雑魚が弾切れになる前に俺の懐ふところが弾切れになる。

　レベルが上がってくると、毎回破壊される『仕し込こみ杖づえ』の金額も高くなってきており、資し金きん繰ぐりは非常に厳しいのだ。

　今回は俺がベンチに回る――それがいいと思うんだよな。

　この際、仕方なし！

「れ、蓮くん……！　蓮くんが変な事言い出すのはいつもの事だけど、今回は方向性が違ちがうよ！　本当にそれでいいの？」

　と、あきらがちょっと寂さびしそうな顔をした。

「イエス。エミリーが言ってただろ？　持久戦狙いなら俺を外すって。まぁその通りだなって思ってさ。まぁ今までは俺も行く方向でしか考えてなかったけど、勝ちに拘こだわるならそういう前提も外すべきだなということで！　ま、他に手が思いつかないんだから仕方ないよな」

「でも――それで楽しい？　つまんないって思いながらゲームするのは、大前提を踏ふみ外はずしてるっていうか……何て言うか蓮くんらしくない気がするよ？」

「まあなぁ。でも今回は仕方ないだろ。それに俺は行けないとは言え、上手うまく作戦が当たったら俺のおかげって事でドヤ顔出来るから、まあそれで我が慢まんするぜ！」

「でも……わたしのためにって考えてくれてるんなら、蓮くんにそんな思いさせてまで――っていうのは……」

「そんな深刻なもんじゃねえよ。一回だけだろ。どの道『超級転移石』は一個しかないしさ。まぁここで『レインボーガード』が取れずに、後であきらが家の人に怒られて退学になるとかゴメンだしな。楽しくゲームやれる環かん境きようを守るためには仕方ないって事で」

「蓮くん――わたしと一緒だと楽しい？」

「あたりまえだろ。何を今いま更さら！」

「そう――うん、分かった。じゃあ頑がん張ばって来るよ！　確かにフレ補正抜ぬきに冷静に考えたら、雑魚ざこ狩がりしまくりの持久戦ならそっちの方が向いてるだろうし！」

「ふっ……改めてあきらに言われるとちょっと傷つくぜ！　ちくしょう見返してやるからな！」

「あはははっ！　全然元気だね、じゃあ心配ないかな？　すぐ行って来るから、ちょっと待っててね」

「ああ。行ってらっしゃい！」

　俺は水上コテージで皆の帰りを待つぜ。何かできる検証でもしながらな。

「冷静な判断だと思いますわ、高代君。きっとわたくし達で『ハーデスローズ』を倒して来ますわよ。あきらさんの事はわたくしにお任せなさい。あなたの犠ぎ牲せいは無駄には致いたしませんわ」

　と赤羽さんは何だか嬉うれしそうに俺に言って来る。

「……いや、死んだみたいに言わないでくれますかね!?」

「ですが、攻略したがりのあなたが自分から外れるだなんて、少々思い切りがいったことでしょう？　その決断を尊重いたしますわ」

　何だ何だ、本当に機き嫌げん良さそうだな？

　でもまあ、この子は別にそんなに性格が悪いわけでもないから、俺が困ってて嬉しいとかそういう事は無いだろう。

　あれか、俺抜きであきらとキャッキャウフフできるのが嬉しいのか？

　何せ元はと言えばあきらと友達になりたくて向こうから近づいて来たわけだしな、赤羽さんは。

　最近はデレ期に入っているようで、あんまりツンとした様子も見せず、普ふ通つうにあきらと絡からんでいる様子である。まあ、いい傾けい向こうだよな。

　それに赤羽さんの場合、お兄様がお兄様なので彼かの女じよ自身が何か変な事をしていても、お兄様に比べれば可愛かわいいものと何でも受け流せてしまうからな。

　何でも大目に見られるというか――

「何か嬉しそうだなー、赤羽さん。俺抜きであきらと遊べるのがそんなに嬉しいのか？」

　俺的にはこう、ツンデレっぽいリアクションを期待していた。

　ち、違いますわよ！　わたくしは真ま面じ目めに言っていますの！　的な事を言ってくれるのかなと。

　しかし、赤羽さんはなんだか呆れたような目で俺を見てくるのだった。

「はぁ？　何を言っていますの？　人と人との関係は変わっていくもの、わたくし達はいつまでも初めのわたくし達ではありませんわ。だけど、あなたは変わりませんわね？」

「お。おう――？　なんかよく分からんけど哲てつ学がく的てきだな？」

　何が言いたいのかはよく分からんが。

「ふう――まあ構いませんわ。今あなたのお気持ちは見せて頂いた所ですものね？　協力は惜おしみませんわ。あなた方にはお世話になっていますからね。何でしたらお兄様のお力もお借りしましょう」

「ありがたい――けどできるだけ頼たよりたくはないなぁ」

　だってお兄様だし。絡むの大変だからな。

　デスチャリオットから装備をいただけた件については、お兄様がいなけりゃ条件を思いつきもしなかっただろうから、間違いなくファインプレイだったし、感謝をしなきゃいけないというのは分かっているが――

　だがそうやって装備をゲットした上で、俺は今回はベンチウォーマーなわけで。

　如何いかんせん作戦と俺の相あい性しようが悪すぎだからなー。

　片岡なんかは俺より最大火力は劣おとるが、そこそこの威い力りよくをノー銭投げで繰くり出だせたりするからな。俺みたいな、火力を出すために色々複雑な前提条件も特にないし。

　ボスが涌わかせる雑魚を狩りまくる戦いなら、絶対俺より向いている。

　俺がその役をこなそうとしたら、途と中ちゆうでＭＰが尽きて何もできない棒立ちになってしまう。あ、ＭＰとはマネーパワーの事ですが！

　ちょっと希望が見えてた分、質たち悪いよなー。思考がそっちに引っ張られてしまった。

　初めから何の希望も見えなけりゃ、もっと早くこっちの作戦に行っていただろう。

　だがまあ、まだ遅おそくはない。

　他パーティからのゲット報告の話は聞かないし『超級転移石』が量産されているという事もない。

　今ならまだ他チームの先を行ける――はずだ！

「とにかくみんな頑張ってくれよ！　応おう援えんしてるからな！」

　俺はそう皆に声をかけて、『アーズワース海底遺跡群』へと送り出した。




　　◆◇◆




　その後――

　というわけで俺は攻略をみんなに託たくして水上コテージに残り――

　海を眺ながめて一人たそがれていた！

「はー……」

「きゅ～れん～がんばって～がんばって～」

　と、心配したのかリューが俺に纏まとわりついてくる。

　うーん、何てご主人思いの守護竜りゆうさんなのだろうか！

　俺はリューを抱だっこして撫なで撫でする。

「おー。ありがとな、リュー。頑張るからな」

　と言いながらも、俺の口からはため息が出る。

　まぁ、なんでも上手く行くわけはないが、こんな時に俺自ら俺自身をベンチに下げざるを得ないとはな！

　そりゃまあ今回はあきらのために仕方がないし、俺の判断は正しいと思うのだが、やっぱりちょっと複雑だぞ！

　俺の手で颯さつ爽そうと『ハーデスローズ』をぶっ倒し、『レインボーガード』を取ってあげたかったんだがなあ――

　Himechanに貢みつぐ従者じゃないが、やっぱいいとこ見せたかった感はあったからな。

　とはいえこのままはーはー言ってても仕方ない。

　手伝い頼たのんで攻略に送り出してるんだし、俺は俺で何かしないとな。

「……が、何をするべきかねえ――」

　もう一回、ほむら先せん輩ぱいの所のアイテムミュージアムで情報収集？

　それかゲーム屋台に戻って、行列に並んでくるか？

　エミリーがまだ勝ち進んでるなら、対戦相手のクジ引きに名乗り出るのもありかも知れない。

　それとも、またアイランドバニー師し匠しようで検証してくるか？

　まあ別にアイランドバニー師匠に拘ることはないが、何か今後の役に立ちそうな検証作業をってことで。

　今回の『超級転移石』投入で『ハーデスローズ』を何とかできたとしても、その先はまだ何があるか分からないからな。

　しかしどうも俺と『アーズワース海底遺跡群』は相性が悪い気もするが――

　各層ごとにお題をクリアして進んでいくわけだが、基本的に素す早ばやく大量に倒していくようなお題が多い。分かりやすいもので敵を全ぜん滅めつさせろとか、アンデッドを何体倒して来いとかである。

　今更ながらだが、俺はそういうシチュエーションには向いていない。

　最大の特とく徴ちようである一撃必殺の奥おう義ぎが、雑魚連戦では単なるオーバーキルになってしまう。一発ごとに安くない銭を投げざるを得ないのに無駄に奥義を連発していると、あっという間にＭＰことマネーパワーが底をつく。

　しかも奥義一発一発の間には、武器の再合成の手間と、再合成の条件である武器破壊のための『ファイナルストライク』の再使用時間リキヤスト待ちが存在する。

『ファイナルストライク』の再使用時間リキヤスト待ちはソードダンサーから『剣けんの舞まい』を貰もらえばゼロにできるが、それだってソードダンサーのＡＰアーツポイントを使う事になる。

　雑魚連戦なら、その分ソードダンサーが普通に攻こう撃げきのためのアーツを使った方が早いんだよなーきっと。

　オーバーキルになるからと、奥義を控ひかえているとますますパフォーマンスの差は開く。

　最近身に付けた新しん魔ま法ほう『エレメンタルサークル』は、通常攻撃に属性ダメージを追加してダメージを増す効果だ。

　ただし一発ごとに俺ではなく、効果を受けている人のＭＰを食う。

　闇やみ属性サークルならばＨＰ吸収＆上限を超こえた分最大ＨＰを増加させる効果がある。

　光属性サークルならばＭＰだ。

　一発ごとにＭＰを強制消費させるから、下手すれば邪じや魔まになってしまうが光サークルが出た場合や、ＭＰの回復手段が十分にある状況なら支し援えん効果は認められる。

　今の所闇サークル以外の属性は固定手段がないが、異世界サーマルなら装備で浴衣ゆかたがあるから支援にはなってくれるが――

　とはいえそれだけなら、片岡の盗賊ローグとか普通にバシバシ攻撃して、アーツの威力も結構あるようなアタッカー系を入れた方が攻略が捗はかどるよなー。

　通常の進行で全く役に立たない置物が、置いておくと多少いい事のある置物に変わったくらいだ。

　やはり堅かたくてＨＰの高い敵や、ボス系に一撃必殺を喰くらわすのがロマン砲仕様の紋もん章しよう術じゆつ師しの存在意義だ。しかし『ハーデスローズ』にはそれが通用しなかった感がある。

　もし『超級転移石』を使っての持久戦で倒すような設計だとして、この先のボスもそういう系だったとしたら――

　やべえな、俺おれ要いらない子じゃねーか！

　まあ、それでも普通にマイペースで攻こう略りやくしていく分には問題ないのだが、競争相手がいて、しかも絶対に負けられない戦いとなると、効率を突つき詰つめたら外れざるを得ない――

「……となるとやっぱ俺自身を何とかする方法を探さないとか……」

　ずっとベンチは嫌だからな！

　とにかく出かけるか。『ハーデスローズ』はきっとあきら達が何とかしてくれるはず。

「っし！　じゃあ行ってくるか！　出かけるぞ、リュー！」

「きゅ～！　れんげんきになった～！」

「おお！　いつまでもたそがれてられねーし！　なんか見つけに行くぞ！」

　で、俺が水上コテージの出入り口に向かうと――

「コケーッ！　蓮～！　蓮はいるコケか～!?」

　お――？　ココールか？

　ココールは何だか血相を変えて焦あせっているようである。

　俺は何事か尋たずねる。

「俺ならここだぜ。どうしたんだココール？」

「おー！　蓮！　いてくれたコケか！」

「きゅ～！　ちきんちきん～！」

　リューが喜んでココールに飛びついて、頭をカプカプやり始める。

　ほんとリューはココールを甘あま噛がみするのが好きだな。

「んぎゃー!?　いつもこうだコケ！　捕ほ食しよくすんなって言ってるコケーッ！」

　……いつもこれを挟はさまないと、話が進まんなー。お約束ってやつか。

「えーと。で、何だ？　俺に何か用なのか？」

「そ、そうだコケーッ！　力を貸してほしいコケ！」

「ん？　いいぜ、何があったんだ？」

「お、オイラの実家が大変なんだコケー！　なんか魔ま物ものの巣になっちゃってるっぽいんだコケー！」

「ええっ!?　何でそんな事になったんだよ!?」

「オイラのためだコケ……！」

「うん？　どういう事だ？」

「オイラは今蓮のおかげで、ミシュリア王国の騎士なんかやらせてもらってるコケ？　父ちゃんもそれを大層喜んでたコケ。オイラも父ちゃんや母ちゃんや弟達も喜んでくれてるから、頑張ってたコケ！」

「ああそうだな。この間から格好も騎士になってるしな」

　騎士の鎧よろいを着てはいるが、やはり元々が丸っこくてコミカルなココールなだけに、格かつ好こいいというよりは何か可愛い感じになっているが――

　これでもココールはギルド対たい抗こうミッションの『英えい雄ゆう育成』でトップになった男である。

　あのイベントはミシュール大陸のミシュリア王国で国の将来を担になう人材を確保するとかいう設定があったので、イベント後のココールは自国に帰って騎士に登用されたという事である。

　結構なことだ。ココールを育てた俺も鼻が高いぜ。

　思う存分ココールはワシが育てたできたしな！

「それが何でお前の実家が魔物の巣になる事に繋がるんだ？」

「オイラの戦い方だコケー。オイラはオイラだけじゃあ戦えないコケ？　『ゴールデンイエロー・スウィーツ』で雇やとったモンスターを使わなきゃだコケ！」

「……あ、そういう事か――大体見当ついたぜ！」

　察した！　察したぞ！

　ココールの戦力になるからって、ココールの父ちゃんは魔物を集めようとしたんだな。

　んでそれが暴走したとか、大繁殖したとかそういう感じだろう。

「お前のために魔物を集めてくれようとしたんだな？　それがおかしな事になったと」

「そ、そうなんだコケー！　父ちゃんが張り切って集めた魔物の中にとんでもないのがいたらしいコケー！」

　なるほどなあ。ココールのためを思って父ちゃんがやった事が逆にあだになったと。

　しかしこれは、ちょっと俺のせいもあるかも知れない。

　ココールはワシが育てたわけだからなぁ。

　俺が『ゴールデンイエロー・スウィーツ』を使った戦術を確立してココールをミシュリアの騎士になるまで出世させてなけりゃあ、こういう事にはならなかったわけで。

　――ここはちゃんと責任もって面めん倒どう見みないとだろうな。

「蓮も『アーズワース海底遺跡群』の攻略が忙いそがしいだろうコケが、何とかお願いするコケー！　助けてほしいコケー！」

「ああ。そっちなら大丈夫だ、全然問題ない！　手を貸すぜ！　お前の実家に行こう！」

「コケーッ！　ありがたいコケ！　蓮が来てくれれば安心だコケ！」

「いやいやそれほどでも――」




　ピロリローン　ピロリローン




　急にシステム通知音が！　そしてメッセージも表示された。




　限定クエスト『劇的リフォーム！　実家が魔物の巣に』が発生しました！




　おぉ限定クエストか！　そりゃそうだろうなあ限定クエストだよな。

　俺おれ達たちの所にしか現れないクエストだ、これは。

「じゃあ行こうぜ！　けど悪いけど、今は俺とリューだけしか行けないけどな」

「コケ？　それは構わんコケが、あきらや琴こと美みや優ゆう奈なはどうしたんだコケ？」

「いや、みんなは『アーズワース海底遺い跡せき群ぐん』に出かけてるぜ」

「ええっ!?　なんで蓮は一緒じゃないコケか？　いや、オイラとしては蓮がいてくれて助かったコケが……？」

「単に今回は俺は戦力外だからな。留守番になっちまった。まあ仕方ねえ、今回のボス攻略に向いてなかったからな――フフッ」

「コケー……お、落ち込むことないコケよー！　蓮はすげーダメージ出すだけじゃなく、オイラの戦い方とかもいろいろ考えてくれるコケ！　頭がいいんだコケ！　そういうのは絶対必要な事だコケー！」

「ははは。悪いなココール、気を遣つかわせちまって。全然大丈夫だ行こうぜ！」

　俺はココールの背を叩たたき、水上コテージを出た。

　まあちょっとたそがれてる所に、俺に助けてほしいって言ってくれるのは、逆に嬉しいというかありがたいというか――必要とされるのはいい事ですな。

　このクエストは俺達にしか出てこない限定ものだし、頭を切きり替かえてキチッとやってくるべし！







第４章　劇的リフォーム！　実家が魔物の巣に（前編）







　水上コテージを出た俺達は、ココールの実家があるミシュリア王国へと向かった。

　異世界サーマルから出ると、そこはこのゲーム内での俺達の学校がある浮ふ遊ゆう都市ティルーナの港だ。

　そこから飛空艇ていに乗ってミシュリア王国へ向かった。

　ココールの実家のある街には飛空艇も停とまってくれるので、一本でサクッと行くことが出来た。

「で、お前の実家はどこなんだ？」

「あそこだコケー」

　と、そこは飛空艇乗り場からは小高い丘おかを登った所にあるでかい屋や敷しきだった。

　真っ白い壁かべはピカピカとして美しく、屋根や何かの飾かざり系の色は赤だ。主に屋敷のてっぺん部分に赤が集中している。

　白ベースに赤のアクセント――うんこれは、ニワトリの配色だな！　間ま違ちがいないココールの家だ！

　屋根のてっぺんにでっかい風かざ見み鶏どりも付いてるしな。無論そのシルエットはニワトリである。

　しかし見るからにニワトリ、ことこのゲームではコケ族の主張が激しいのは置いておいて、とんでもない広さの屋敷だなあれは――

　一体何部屋あるんだってレベルで、これはもうどこぞの王族とか貴族が住んでるレベルだぞ。

「でっか!?　お前凄すごい金持ちの家の子だったんだなー！」

「まぁ――父ちゃんは大商人だからな、コケ～」

「すげーなぁ。羨うらやましいぜ――」

　ゲームの中とは言えな――あの屋敷に比べたら俺の家なんてうさぎ小屋とかそんなんだぞ！

　いやそれでも俺に取っちゃ十分なものはあるし、養ってくれる親父おやじや母さんには感謝感激雨あられなんだが、こんなとこに生まれたらどういう気分なんだろうな。

　あきらのリアル実家もこんな感じなのか――？　すごいお嬢じよう様さまなんだもんな。

　同じお坊ぼつちゃまのココールならあきらの気持ちが分かるのかも知れないな。

　いや、ココールはＮＰＣだからあれかも知れないが、よく出来過ぎてるから普通に存在する奴やつに思えるんだよなあ。

　本当よく出来たゲームだ。最先端のＡＩ技術を投入してるって話だが――

「思ったほどいいもんじゃないコケよ？　オイラなんて弱いのに英雄候補に選ばれたから、父ちゃんのコネだの何だの言われたし、いじめられたコケー。その時だけじゃなく、小さい頃ころからそんなことよくあったコケ。だから、こんな家に生まれなきゃよかったって思ってたコケー」

「うーむ。生々しい話だ」

　リアルでもあるあるっぽい気がするなあ。

　このコミカルなコケ族の人生に重い設定被かぶせてきやがるなあ、開発者さんは。

「前にあきらに話したら、何か分かるって言ってくれたコケー。自分も似たような感じだって言ってたコケ」

「あきらが？」

「そうだコケー。でも蓮れんのおかげで楽しいから、オイラも蓮たちのギルドにいればきっと楽しくなるって言ってたコケ。で、それは本当に本当だったコケ！」

「おお！　そりゃ結構だな！　そう思ってもらえるのは嬉しいぜ」

「蓮たちのおかげで自分に自信が持てるようになったコケー。だから、蓮とあきらには明るく仲良くいて欲しいコケー。喧けん嘩かとかしてないコケよな？」

　ああ、ココールのやつ俺とあきらが一いつ緒しよにいないから喧嘩したと思ったのか？

　ＮＰＣなのにそういうとこ気にするとは、優やさしい奴だなー。初めから性格は良かったもんな、ココールは。

　レベルが上がって偉えらくなっても、そういうところは変わらないようである。

「してないしてない。お前も手伝ってくれてたけど、あきら用の『レインボーガード』をゲットするために、最適のパーティ編成にしただけだぜ。まぁ最適構成考えて俺が漏もれたのは切ないけどな」

「コケー。そりゃそうだコケな～。あきらへのプレゼントは自分でゲットしたいコケ？」

「まあなあ。そう思ってたんだが、ちょっと対策が間に合いそうになかったんで、とにかくゲットできるのを優先したわけだ」

　まあそれはそれで間違ってないとは思うんだが、悔くやしいのは悔しいんだよなー。

「あきらのためってことだコケな～？」

「ああ。そう思って自分で自分をベンチに置いたぜ……ま、それはそれこれはこれ！　お前の実家も早くなんとかしねえとな！」

「助かるコケー！　オイラ、蓮たちのおかげで自分に自信が持てるようになったコケ。だから家族も明るくなったコケ。父ちゃんも嬉しかったらしくて、オイラを助けようとして張り切り過ぎたコケー。悪気があっての事じゃないコケ。街に被ひ害がいが出る前に早く何とかしてやりたいコケ！」

「おう、そうだな！」

　と、会話を交かわしながら俺達はココールの実家の屋敷に近づいていく。

　段々その様子が詳しよう細さいにわかってくるようになると、屋敷の周囲には半はん透とう明めいの壁のようなものが張はり巡めぐらされている。

　これは結果的なものか？　取りあえず屋敷の敷しき地ちからモンスターが出てこないようにしてるのか？

　で、屋敷の庭には魔ま獣じゆう系のモンスターがウヨウヨ。

　屋根には鳥系統のやつもいるな。

　で、屋敷の中には人型の魔物がいるように見えるな。結構数も多い。

　これ全部魔物か――完全にモンスターに支配されてるなあ。

　さてさてどうしたもんかね――？

　俺達がココールの実家の屋敷の目の前までやって来ると、そこには心配そうに中の様子を見守るギャラリー達が集まっていた。

　まあそりゃそうだろう。今は結界っぽいのが張られて魔物は外に出てこないみたいだが、もし結界が破れて外に魔物が出てきたら大おお騒さわぎだしな。

　だったら遠くに逃にげればいいのだが、そこは野や次じ馬うま根こん性じようというか、メタ的に言うとクエストを盛り上げるための舞ぶ台たい装置と言うか――

　ともあれ、その中にはココールの親父さん達もいて、俺達を見つけるとコケ族特有のとてとてした走りで駆かけ寄よって来る。

「おおおおーっ！　ココール！　蓮さんを連れて来てくれたコケか！　これで安心だコケー！」

「ピヨーッ！　師匠が来てくれたピヨーッ！」

「これで勝ったも同然だピヨ！」

「師匠なら、師匠ならきっと何とかしてくれるピヨーッ！」

　ココールの弟のピヨピヨ達もいて、俺にしがみ付いてくる。

　コケ族の子供はヒヨコなんだよなー。まあニワトリだし当然なんだが、これが可愛いのである。

「ああ、まぁ困ってるみたいだし協力しに来たぜ！」

「きゅ～！　ぴよぴよ～！　ぴよぴよ～！」

　リューもヒヨコが好きなのか、追いかけて捕つかまえようとする。

「「「ギャー!?　お前は呼んでないピヨ～！　逃げろ喰われるピヨ～！」」」

　バタバタと賑にぎやかな事だ。どうもコケ族は守護竜が苦手なのかも知れないな。

　ココールも若じやつ干かんリューを怖こわがってるもんな。リューがココールの頭を甘噛みするからだが。

「こらお前ら、静かにせんか！　父ちゃんは大事な話があるんだコケーッ！　騒さわがしくてすいませんだコケ」

「いや、別にいいですよ。うちのリューが、ちょっかいかけるせいでもあるし。で、この中の魔物をどうにかして欲ほしいって事っすよね？」

「そ、そうですコケー！　ココールが騎き士しとしてお勤めするのに必要な戦力を、すぐに確保できるように家に飼っておこうと思ったのですコケが――」

「何かミスってああなったと？」

「そ、そうなのですコケ！　息むす子このためにと張り切って、珍めずらしい魔物も取り寄せたコケですが……何故なぜか家内が突とつ然ぜんモンスターを率いて暴れ出して、屋敷を占せん領りようされたコケ～！」

「ええっ!?　奥おくさんが――!?」

　そういやココールの母ちゃんがいないと思った！

　そんな事になってたのか。ココールのやつ、その事は言ってなかったが――？

「コケーッ!?　そりゃオイラも初耳だコケ！」

「あ、ああ――いきなり言っても混乱するだろうし、まずは蓮さんを連れて来て貰ってからと思ったコケ。それにそうしているうちに、お母さんが正気に戻もどりはしないかと願ってたコケ――」

「どうしてそうなったか、心当たりはあるんっすか？」

「わ、分からないコケー。でも、ココールのためになりそうなものを色々かき集めていたから、そのうちの何かがとんでもない代しろ物ものだったかも知れないコケが……」

「……単なる夫ふう婦ふ喧げん嘩かとかじゃないコケよな？」

「そ、そんな事は無いコケ！　夫婦仲は円満だコケ！　つい最近もお前達の新しい弟か妹をと、ハッスルしちゃった所だったコケ――」

「コケーッ！　親の夜の生活の事情を暴ばく露ろすんなコケーッ！　恥はずかしいコケーッ！」

　……ま、まあ確かにな。ココールの言う事も分かるぜ。

　そんなこと聞かされたら正直キモイわなー。

「ピヨッ!?　弟か妹ができるピヨーッ！」

「やったピヨーッ！」

「何て名前がいいピヨーッ!?」

　あ、純じゆん粋すいだなあ。まだまだ幼児だもんな、ピヨ達は。

「やっとピヨ達にも下したっ端ぱができるピヨーッ！」

「顎あごでこき使ってやるピヨね！」

「人生の厳しさを教えてやるピヨーッ！」

　……どうしようかなぁ。

　今立て込んでるし触ふれないでおくか。

　うん、スルーしておこう。スルーだな。

　あとはココールの家の事ですから――という事で俺はこの状じよう況きようを何とかすることだけ考えようか。そうだな、それがいいな。

「そういう事だから、騎き士し団だんとかに言って大事にはしたくないんだコケー。後で家内が牢ろう屋やに入れられたりしたら可哀かわいそうだコケー！　きっと何か悪いものに操あやつられてるだけだコケ」

「なるほど……そりゃそうっすね」

「今はまだ、うちにあった商品で作った結界が効いていて、魔物は外に出てこられないコケ！　今のうちに何とかして欲しいコケ～！」

「うぃっす！　分かりましたけど、どうやって中に入ればいいんっすかね？」

　結界は屋敷全体を覆おおっていて、俺達も中に入ることができなさそうなのだ。

　すぐ目の前なので結界に触れてみたが、何か強い力で内側から押おし返かえされるような手て触ざわりがする。

「これを持って行って欲しいコケ～！　この呪符を持っていれば結界の中に入れるコケ」

　と、ココールの親父さんは呪符を取り出して俺に手て渡わたす。

「父ちゃん！　オイラにもそれをくれコケー！」

「ああ。持って行くコケ～！　こんな時だコケが、お前をこういう風に頼りにできるようになって嬉しいコケな～。立派になったコケ！」

　ココールの分の呪符もゲット。

「コケ～褒ほめるのは無事帰ってからにしてくれコケ～」

「そうだったコケな、母さんを頼むコケ！　ココール！」

「分かったコケ！　じゃあ行こうコケ、蓮！」

「よっしゃ！　行こうぜ！」

　俺とココールは呪符を手に、結界の内側へと侵しん入にゆうした。

　さっきは触れると内側から押し返されるような抵てい抗こうを感じたが、呪符を持っていると逆に吸い込まれるような感じがした。

「よし、行くぜココール、リュー」

「コケーッ！　任せろコケ！」

「きゅ～！　きゅきゅ～！」

　うむ、二人とも気合入ってるな！

　実際あきら達ソードダンサーと組まないと俺の瞬しゆん間かん火力は大分落ちるから、ココールには頑張って貰わないとな。

　ロマン砲ほうをロマン砲たらしめる俺の奥義だが、必ず『ファイナルストライク』が組み込まれて大ダメージを叩き出している。

　本来の『ファイナルストライク』は再使用時間リキヤストが五分もあり、連打は出来ない。

　そこをあきらのソードダンサーに『剣の舞い』を貰って即そく使用可能にすることで、奥義を連打し瞬間火力を跳はね上あげているのだ。

　俺とココールだけの今は、一発奥義を出したら次は大分待たざるを得ない。

　なのでうかつには使えない。使い所は考えないとな。

　奥義が無ければ、紋章術師は全ジョブでも最低クラスの火力しかないわけで――

　ここは『エレメンタルサークル』を使ってボチボチやって行くしかないわな。

　この魔法はこういう時にちょっとした攻撃能力を与あたえてくれるのが、多分本来の用よう途とのはずだ。

　その役割を果たしてもらうとしよう。




　ブルウウゥゥゥ――！




　庭を進む俺達の前に、早さつ速そく立たち塞ふさがるモンスターが。

　巨きよ大だいな一本角の牡お牛うしって感じだ。物もの凄すごい目が血走っている。

　名前は――ホーンバッファローというらしい。

　何をそんなに怒いかり狂くるってるのかは知らないが、怒り狂ってそうな感じである。

「来たな、コケ！　うちの家を好きにはさせないコケ！　来いコケ！　インフェルノアーマー！」

　ココールが全身オレンジの派手な全身甲かつ冑ちゆうを呼び出す。

　中身は空っぽで、不思議な力でふわふわと動いている。

　所謂いわゆるリビング・アーマー系のモンスターだ。

「合体だコケ―！」




　ガシャンガシャン！　ガチャン！　ガキイィィィィン！




　カッコいい金属音と共に、ココールが鎧を纏ってフルアーマー化する！

　リビング・アーマー系のモンスターが持つ能力『装着憑ひよう依い』である。

　コケ族の特とく徴ちよう的てきな丸っこいボディに合わせて変形するあたり、親切な奴である。

　これによって、ココールのステータスはインフェルノアーマーと互ご角かくにまで引き上げられる。

　インフェルノアーマーより強いものがくらえば大おお幅はばな弱体だが、リビング・アーマーより弱いものがくらえば劇的なステータスアップでもある。

　これをどう捉とらえるかはその人次し第だいになって来るが、ココールの場合は劇的な強化だ。

　素すのココールは戦えるステータスしてないからなー。

　インフェルノアーマーを『装着憑依』する事により、ココールは真の力を発揮できるようになるのだ――！

　……特とく撮さつヒーロー番組的に言うとこんな感じか？

「コケーッ！」

　鎧の強度に任せて、頭から突とつ撃げきして体当たり！　ドゴォ！　と痛そうな音が響ひびく。




　インフェルノアーマーの攻撃。ホーンバッファローに１６３のダメージ！




　おお効いてる効いてる！

　そこから、ココールとホーンバッファローの格かく闘とうが繰り広ひろげられる。

　状況はココール優勢だ。ビシビシと攻撃がホーンバッファローのＨＰを削けずっていく。

　よし、じゃあこっちもやるぜ！　ココールに丸投げも悪いからな！

「装備変更セツトチエンジ、セットＤ！」

　今日のセットＤはつまりあれだった。デスチャリオット装備一式！

　いきなり小さなデスチャリオットと化した俺おれは、早さつ速そく魔ま法ほうを発動する。

「『エレメンタルサークル』！」

　発動のターゲットはいつものようにうちの守護竜さんに。

　リューの持つ『ターゲットマーカー』のスキルにより、本来は設置したら動かせないサークルが、リューの動きに追従して動くようになるのだ。

　そして現れる真っ黒な闇属性のサークル。うん、意図通り意図通り。

「こ、コケーッ!?　れ、蓮！　何だコケその妙みような恰かつ好こうは!?」

　ああ、ココールはデスチャリオットに会ってないし、デスチャリオット装備も初見だよな。

　そりゃまあこの迫はく力りよく満点のミニ・デスチャリオットにいきなり着き替かえたら驚おどろくよな。

「これに着替えて『エレメンタルサークル』したら、闇属性に絞しぼれるんだよ！」

　闇属性サークルはＨＰ吸収の追加効果もあるからな。

　ＨＰを回復しながら戦えるのは、俺達二人にはありがたい。

　どっちも回復魔法みたいなのは持ってないからな。

　ココールは別に回復のできるモンスターをストックしている可能性もあるが。

「装備変更セツトチエンジ、セットＡ！」

　これで、俺は普ふ通つうの姿に戻る。

　デスチャリオット装備はとんでもないステータスダウンが付いているし、動きも遅おそくなる。

　あくまで闇属性サークルへの固定用着き替がえオンリーのものである。

　元に戻った俺は、ホーンバッファローに近寄り攻撃を繰くり出だす。

　唯ゆい一いつまともに当てられる通常攻撃、単なるショルダーチャージである。

　一いち撃げき大ダメージのロマンの為ために、ＤＥＸ器用を完全に捨てている俺の通常攻撃は基本スカスカである。

　仕し込こみ杖づえでの通常打だ撃げきなど単なる飾り！　唯一当てられるのは、必中のこれである。

　格闘・当て身の攻撃は暗器アーツと同じで回避スウエイ無効なのだ。

　その代わり威い力りよくは大して強くないし、モーション的にコンボ性能に難ありだし、当て身アーツはＡＰアーツポイントに加えてＨＰも消費してしまう。

　当然不人気だが、ＤＥＸ器用を捨てＶＩＴ耐久極振ぶりの俺でも攻撃を当てられるのは唯ゆい一いつ無む二にである。




　蓮の攻撃。ホーンバッファローに81のダメージ！

　蓮の攻撃。ホーンバッファローに60のダメージ！

　蓮のＨＰが60回復した。

　蓮のＨＰ上限が60増えた。




　うむぅ。こういう事だな！

　しかし俺の通常攻撃のダメージを考えると、『エレメンタルサークル』の追加攻撃分の60ダメージはでかい。削り能力が激増していることになる。

　しかもＨＰ回復するしな。

　追加効果一撃ごとにＭＰを５消費するのだが、紋章術師には現ＨＰＭＰの値あたいを入いれ替えるスキル『ターンオーバー』がデフォルトで装備されている。

　普ふ段だんは強制的にＭＰを０にして暗器アーツの組み込まれた奥義の威力を跳ね上げる用途に使われるが、本来の用途であるＭＰ回復用に使えば、追加効果のＭＰ消費はあまり気にしなくても大だい丈じよう夫ぶだ。

　うんうん、こういう時は悪くないよ、『エレメンタルサークル』！

　無いよりあった方が全然いいよ！

「これなら回復しながら戦えるコケー！　助かるコケ！」

　ココールと合体しているインフェルノアーマーにもＭＰがあるので、追加効果のＨＰ吸収が発動していた。

　インフェルノアーマー自体の防ぼう御ぎよ力りよくも高いし、闇サークルの追加効果だけでＨＰが全然減らない。

　むしろ上限超ごえ時の最大ＨＰブーストでどんどんＨＰが増えて行く。

「見た目はともかく、使いたい効果を絞れるようになったのは便利コケね！」

　ココールが見ていたのは、ランダムで属性が発動する『エレメンタルサークル』だけだからな。

　追加効果が優ゆう秀しゆうな闇サークルに絞れるようになったのは、劇的進化である。

　確かに、見た目はちょっとユニークになっちまうがな。

　だが、装備に重要なのは見た目じゃねえ、性能だ！

　見た目はクソださいけど、性能が良くて入手のハードルも低い装備があったりしたら、皆みんながその装備一色になるなんてのは、ネトゲではよくある事。

「ああ。いつかこの闇サークルを活いかした紋章術師が大人気となり、街にデスチャリオット姿の紋章術師が溢あふれかえる事を祈いのってるぞ、俺は！」

「……嫌いやな未来だコケな～」

　なんて言い合いながら、襲おそってきた敵を倒たおすと、俺達は庭を再び進んで行く。

　途と中ちゆう、他ほかにも魔物が絡からんできたが、特に問題なく倒して進むことが出来た。

　奥おう義ぎが必要になるような強い敵も現れなかったし、闇サークルで十分だった。

　これがないともっと火力的に厳しくなるから、やはり無いよりあった方が全然いいな。

　紋章術師の能力底上げにはいい魔法ではある。

　まあ、これ一つだけで他のまともな攻こう撃げき役に並ぶとか、そういう次元では全くないが。

　やっぱロマン砲は奥義を撃うたないと、全然ダメージが稼かせげない。

　とはいえこんな所でぶちかましても完全オーバーキルで意味は無いし、やはり雑魚ざこ連戦は向いていない。

　ただ『エレメンタルサークル』のおかげで、奥義無しでは１００点満点中５点だったのが15点くらいにはなったか？

　当社比三倍！　すげぇ進歩だ！

　さて庭の魔物を倒しつつ屋敷の中に踏ふみ込むと、俺はココールに尋ねる。

「お前の母ちゃんがモンスターを操ってるって言ってたな？　どこにいるか分かるか？」

「とりあえず、母ちゃんの部屋に行ってみるコケよ。案内するコケ！」

「よっしゃ行こうぜ！」

　ココールが俺を先導してくれ、俺達は馬ば鹿かでかい屋敷の中を走って進む。

　鎧に覆われたココールの背中を見て思うのだが、ギルド対抗ミッションで俺達の所に来た時のような、臆おく病びようさや頼たよりなさは感じられない。

　立派になったもんだなあ、うんうん。育てた俺も鼻が高いぜ。

「この先ででっかいホールに突き当あたるコケ～！　母ちゃんの部屋はそこから階段を上って行くコケ！　三階だコケ～！」

「了りよう解かい！」

　屋敷の中のモンスターは、外をうろついているような獣けもの系ではなく、ココールのよく使うリビングアーマー系や、アンデッド系などの人型のシルエットのものが多いような気がする。強さ的には外とそれほど変わらなかった。

　まあ単純に、屋敷の中だと体のでかい獣系の奴らはちょっと邪じや魔まだしな。

　それに室内に入れると、毛とか落ちて掃そう除じ大変だろうしな。

　更さらに敵を倒しながら進んでいくと、俺達は通路の先で大きな扉とびらにぶち当たる。

　ココールの案内通り、この扉の向こうは大きなホールになっているのだろう。

「開けるぞ！」

「おうコケ！」

　俺達は体当たりするようにして、バァン！　と勢いよく扉を開く。

　そこは恐おそらく玄げん関かんホールのような場所だった。

　複数階ぶち抜ぬきの天てん井じようはめちゃくちゃ高く、天窓から柔やわらかな光が降り注いでいる。

　ドーンと大きな螺ら旋せん階段が各階に繋つながっており、そこかしこに置かれた調度品も立派。

　ただしこう、金ピカだったりする高そうな置物も、モチーフがニワトリのシルエットのものが多いな。さすがはコケ族。

　しかしとりあえず、めちゃ広いしめちゃ高そうだ。ほとんど城だなこれは。

　で、そんな中に――




　グウゥゥゥ――！




　羽根の生えた悪あく魔まの姿をした石像、すなわちガーゴイルってやつか？　それがホールから続く階段を守るように鎮ちん座ざしていた。

　相当デカく、俺の身長の倍以上はあるだろう。

　確かにこの広いホールなら、これだけデカいやつでも置いておけるよな。

　ガーゴイルは唸うなり声ごえを上げながら、俺達をぎろりと睨にらむ。

　ビカッ！　と真っ赤なルビーのように目が光っている。

「タチサレ――！　サモナクバ、イノチハナイ……！」

　出やがったな、中ボス的存在！

　奴の言う通り帰るわけには行かない。

　ここは戦って倒すしかないか――！

「出たな――中ボス的モンスター！　ココール、倒して進むぞ！」

「オッケーだコケ！」

「ドウシテモタチサラヌトイウカ――」

　大ガーゴイルの目が一層ギラッと輝かがやく。

　完全に殺す気マンマンって感じだ。

「ここはオイラの家だコケ！　勝手に入ってるのはお前だコケよ！　出て行ってくれコケ！」

「ソウハイカヌ――！」

　ガーゴイルは一つ大きく息を吸い込むような動作をし、そこからこちらに向けて炎ほのおを吐はき出して来た！




　スゴゴゴ――ッ！




　太い炎の帯が俺達に降り注ぎ、ダメージを与えてくる。




　ヒュージガーゴイルは火か炎えんの息を吐いた！

　蓮に３４１のダメージ！

　インフェルノアーマーに３３２のダメージ！




「あちいぃぃぃコケーーッ！　焼き鳥になるコケーーッ!?」

「ぐっ――！　結構効くなあ、流石さすが中ボス！」

　破は壊かい力りよく的にはデスチャリオットとか、ハーデスローズとかの『アーズワース海底遺跡群』のボス達たちの方が上回るだろうが――

　なんせ今こちらは二人だけだし、回復も闇やみサークルの吸収頼だのみだから乏とぼしい。

　この状況で炎連打されたらちょっときついな――！

「よし、オイラに任せるコケ！　インフェルノアーマー、合体解除だコケ！　帰っていいコケ！」

　ココールが合体中のインフェルノアーマーを帰き還かんさせ、素の状態に戻る。

「フロストイーグル！　来てくれコケー！」

　呼びかけに応じて、青い色をした怪かい鳥ちよう型のモンスターが現れる。

　ココールが同時に呼び出せるモンスターは一体だけなので、切り替えようと思うと元々いたインフェルノアーマーは帰還させるしかなかったわけだ。

　こいつもギルド対たい抗こうミッションの時にココールが使ってたモンスターだ。久しぶりに見ると懐なつかしいな。

「蓮！　乗るコケよー！」

「おうっ！」

　俺とココールはフロストイーグルの背にしがみ付く。

　フロストイーグルはすぐさま飛び立ち、ヒュージガーゴイルの頭上に舞まい上がる。

　このホールがバカでかいおかげで、フロストイーグルも楽々飛び回れるな。

「ヌウウ――！　コザカシイ――！」

　ヒュージガーゴイルは空を飛ぶフロストイーグルを目がけて、炎を吐きまくる。

　だがこちらも空を飛んで機動性は十分。そう簡単には当たらない。

　敵の炎が大きなホールのあちこちに着ちやく弾だん。床ゆかやら壁やらが焼やけ焦こげて黒く汚よごれていく。

「コケーッ!?　家が焼けるコケー！　人の家でなにすんだコケーッ！」

「確かに室内で炎は迷めい惑わくだわな――」

「こうなったら炎には氷だコケ！　フロストイーグル！　吹雪ふぶきだコケ！」

　キュオッ！　とフロストイーグルが一言鳴き、炎をかいくぐりながら吹雪を吐き、ヒュージガーゴイルに浴びせた。




　フロストイーグルは吹雪を吐いた！　ヒュージガーゴイルに35のダメージ！




「むっ……!?　あんまり効いてないコケ!?」

「炎を吐くからって氷に弱いわけじゃねえって事か――」

　にしてもダメージが全然釣つり合あわない。

　こっちは３００くらうのに、向こうには30ちょいだからな。

　その後もフロストイーグルが頑がん張ばって吹雪を敵に浴びせてくれるのだが、大したダメージには――

　と、俺はそこで気が付いた。

「ん――？　あ、そうか。そういう事だな！」

「ん？　どうしたコケ、蓮!?」

「ココール！　俺が合図したら、フロストイーグルを奴に突っ込ませてくれ！」

「わ、分かったコケ！」

　俺は着替えずに大範はん囲いの『エレメンタルサークル』を展開し、ＭＰをギリギリまで減らしておく。いつものＭＰ捨てだ。奥義の下準備である。

「よし！　いいぞ突っ込んでくれ！」

「コケ！　フロストイーグル、あいつに突っ込むコケーッ！」

　キュオオオオッ！　ココールの指示に従い、フロストイーグルが敵の懐ふところに突っ込む。

　――俺がさっき注目したのは、このヒュージガーゴイルのＨＰバーだ。

　ダメージが30ちょいを３～４発、つまり１００ちょいしか与えていないのに、何％かはバーが減っていそうだったのである。

　つまり推測するところ、こいつの最大ＨＰは２０００～３０００しかないのではないかと！

　すごく防御力が高いがＨＰが低い敵って結構いるからな。そういうタイプかと。

　そして、俺の奥義は必中かつ防御力無視である。

　つまり――こういうタイプは大好物です！

　さぁフロストイーグルが突っ込んでくれたおかげで、もうヒュージガーゴイルは目の前だ。一発ぶちかましてやるぞ！

「奥義――『デッドエンド』おぉぉぉーーっ！」




　ズシャアアアアァッ！




　紫むらさき色いろに輝く斬撃が、ヒュージガーゴイルに襲い掛かかる！




　蓮のデッドエンドが発動。ヒュージガーゴイルに４９８４のダメージ！

　蓮はヒュージガーゴイルを倒した。




「オアアァァァ――！」

　ヒュージガーゴイルの体がバラバラに崩くずれ落おちて行く。

「――うむ！　予想通り一発だな！」

　堅かたくてＨＰ低めの奴とか、このロマン砲には大好物だからな！

「コケー！　さすが蓮だコケ！　とんでもない威力だコケー！」

　ココールがフロストイーグルの背から降り、ぴょんぴょん飛とび跳ねて喜んでいる。

　俺も続いて降りて、ココールに応じる。

「まぁ、これだけが取とり柄えだからな！　あきらもいねえし、連発はできないから次は最速で五分待ちだな。ここでちょっと待って、また使えるようになってから進もうぜ」

「そうだコケな。分かったコケー。安全第一だコケな」

「ああ。あきらがいてくれりゃあ、待たなくていいんだけどな」

　まああきら達は大事なダンジョン攻こう略りやく中だし、仕方ないけどな。

「ククク――それはいい事を聞いたコケよ……！」

　コケ族の口調だが、ココールの声ではなく女性の声だ。

　という事は――!?

　俺は声をした方、ホールから続く階段の上を見る。

「か、母ちゃん！」

　ココールが声を上げる。そう、ココールの母ちゃんだった。

　首から大きな黒い水すい晶しようのネックレスを下げている。

　そしてそれが異様な黒いオーラを発し、ココールの母ちゃんの全身を包んでいた。

「何だあれは――!?　あれのせいでお前の母ちゃんが変になったのか!?」

「き、きっとそうだコケな！　黒いオーラが出てるコケよ！　いかにもって感じコケ！　母ちゃん大丈夫かコケー!?　正気に戻るコケよ！」

「クククッ！　そういうワケにはいかんコケー！　せっかく久しぶりに得た体コケ、ここを根城に、この魔ま人じんヴェルドー様の恐きよう怖ふの帝てい国こくを作り上げてやるコケー！」

　魔人ヴェルドー？　そいつが黒水晶のネックレスに憑とりついてたってことか？

「魔人!?　よく分からんコケが、それがそのネックレスに眠ねむってたコケか!?」

「そういう事だ！　遥はるかな昔に我は肉体を滅ほろぼされ、この黒水晶のネックレスに魂たましいだけを封ふう印いんされたコケ！　依い頼らい宿主を転々とし、完全な復活の時を待っておるコケ！　お前らに会うのも初めてではないコケ！　その節はフロイ・ヤシンが世話になったコケ！」

「!?　フロイだと!?」

　ココールのいるミシュリアの国と敵対するカラナート教主国の幹部の敵キャラだったやつだ！　何度かクエストやらのボス戦で戦ったことがある！

　あのフロイはこいつが操ってたってことか？

　で、フロイが倒されたから、黒水晶のネックレスの持ち主がいなくなり、それが売りに出てココールの親父おやじさんが買ったと……!?

　こんなところで設定が繋がってくるとはな――よく練られてるイベントだな！

「……魔人って感じもしねえんだけどな。コケコケ言ってるし」

「フフン……！　まだうまくこの体を扱あつかえんだけだコケ！　馴な染じめばじきに心も体も魔人の姿を取り戻すコケ！　数百年この黒水晶で力を蓄たくわえた我は、かつての肉体を蘇よみがえらせるほどの力を蓄えたコケ！」

「コケ!?　そうなったら母ちゃんはどうなるコケか!?」
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「二度とは戻らんコケ！　我の肉体の素体となれることを光栄に思うがいいコケ！」

「コケーッ!?　そんなことはさせんコケよ！　母ちゃんを返すコケ！」

「ココール！　とにかくあの黒水晶のネックレスを引ひき剥はがすぞ！」

「了解だコケ！」

「ククク……！　奥義の撃てないお前など怖くはないコケ！　今のうちにぶっ殺してやるコケが！　覚かく悟ごするコケ！　来い！　モンスターども！」




　グオォォオォ――！

　ギャギャギャギャ――！

　キシャアアアア！

　ギギギギギギ――！




　玄関ホールの中に、モンスター軍団が大挙して押し寄せてきた！

　どの出入り口も、すっかり固められてしまっている！

「コケーッ!?　すごい数だコケ！　父ちゃんが張り切り過ぎてモンスターを集めまくったからコケな！」

「愛情が痛いってやつだなあ……！　さぁてどうするか――！」

「蓮！　もう一回乗るコケ！　とにかく奥義を使えるようになるまで時間を稼ぐコケ！」

「よし、そうだな！」

　フロストイーグルは再び俺おれ達たちを乗せて飛んでくれる。

「逃にがしはせんコケーッ！」

　黒いオーラを纏まとうココールの母ちゃんが、魔ま法ほうを詠えい唱しようし、解き放つ。

「シャドウフェニーックス！」

　黒い炎のフェニックスがフロストイーグルを追ってくる。

　誘ゆう導どう弾だんか！　しかもフロストイーグルよりも速い！

　フロストイーグルも必死に避よけようと飛んでくれたが、あえなく敵の魔法が直ちよく撃げきする。




　キュエエェェェェ――――ッ!?




　全身の羽う毛もうが焼け焦げ、床に墜つい落らくする。俺達も投げ出され、床で体を打った。




　蓮は落下ダメージ！　３００のダメージを受けた！

　ココールは落下ダメージ！　３００のダメージを受けた！




　あんまり高すぎると即そく死しするし、ダメージで済んでよかったとも言える。

「フロストイーグル!?　もういいから帰るコケ！　代わりにインフェルノアーマー！　合体だコケーッ！」

　二体目のインフェルノアーマーが現れる。

「ココール！　あいつはいないのか……!?」

　そう、あいつだ！　雇やとうのはお高いが、切り札に相応ふさわしい広域破は壊かいをぶちかましてくれる――！

「デッドリーキングコケか!?　流石さすがにいないコケよ！　またあんなダンジョンの奥おくまで行くのは大変だコケ」

「そっか――ならそれ無しでどうにかしねーとな！」

「オイラが時間を稼ぐコケ！　蓮は防ぼう御ぎよに専念しててくれコケ！」

　フルアーマーココールが、俺を庇かばうように魔ま物もの達の矢や面おもてに立つ。

「よし来いコケ！」

　身構えるココールに魔物達が襲い掛かる。

　俺はその支し援えんをするべく、着替え＆闇サークルを発動させる。

「『エレメンタルサークル』！　リュー！　ココールの近くにいろよ！」

　闇サークルの追加効果でＨＰを回復できるからな。

　しかしこれも、一撃ごとにＭＰを食うからココールの、というかインフェルノアーマーのＭＰが尽つきたら終わりだ。

　つまり、時間稼ぎができるという程度のもの。

　何か別の打開策がいる――そして俺の『ファイナルストライク』の再使用時間リキヤストはあと三分もある。

　それまで凌しのげるか？　いや凌げたとしても、一発で事態の打開ができるか？

　一発で打開するには、あの黒いオーラに包まれているココールの母ちゃん――というかそれを操っているあの黒水晶のネックレスに奥義をぶちかまして、一撃必殺するのが求められる。

　アレのＨＰはいくらだ――？　一発で行けるか!?

「コケコケコケコケコケエェェェェ――ッ！」

　フルアーマーココールことインフェルノアーマーが、ビシビシ拳こぶしを繰り出して前面のモンスター達に浴びせる。

　心なしか前より動きがいいよなー。機き敏びんで手数も多い。

　ココールがインフェルノアーマーの使い方に慣れてきたのか？

　何にせよ壁かべ役やくとして、立派なパフォーマンスだ。

　しかし――

「ココール！　できるだけ手数は少なく、一撃が重い攻撃でな！　その方がＭＰが長持ちする！」

　手数が多すぎると、一いち撃げき一撃に追加効果が乗るからな。ＭＰの尽きるのが早くなる。

　理想としては、追加効果一発で60前後ＨＰは回復するから、60ダメージごとに60回復しておけば最低限の手数で済むからそれがいいが、この乱戦ではそこまで計算できるものでもない。なるべく気を付けるという事だ。

「ふっふ！　心配いらないコケよ、蓮！　これがあるコケ！」

　と、ココールが取り出したのは何かの茶色いビンだ。

　表面にコケ族のシルエットのロゴが見える。

「コケビタンＤだコケ！　コケ族専用栄養ドリンクだコケ！」

　グイッとそれを一気飲みするココール。

　すると――ＭＰがグイグイと回復していく！

　１秒で20～30回復してるか？　すげー効果だな！

「最高級栄養ドリンクだコケが、うちの商品だコケ！　つまりタダ！　こんな時だから使えるものは最大限に利用するコケ！」

「おー！　ナイスだココール！　これなら奥義のリキャストまで耐たえられるぞ！」

「持つべきものは金持ちの実家だコケー！」

　インフェルノアーマーがますます勢いを増して敵を殴なぐり倒す。

　俺もちまちまと、あっちが殴って瀕ひん死しになった敵を、唯一のまともな通常攻撃である単なるショルダーチャージで仕留めておく。

　一体、二体、と俺の撃げき破は数もちょっとずつ増える。

　一応貢こう献けんしとかないとな。

「調子に乗るなコケよ――！　シャドウフェニックス！」

　後方で見ていた、ココールの母ちゃんに憑依した魔人ヴェルドーが動き出した。

　さっきの黒い炎のフェニックスの魔法だ！

「くっ――！　さっきのあれかコケ！」

　ココールはガードを固めてそれを受ける。




　ドゴオォォォゥ！




　火柱が巻き上がり、ココールは黒い炎に包まれるが――

　火が消えてもまだ立ってはいる。しかしダメージも大きそうだ。

　ＨＰバーが６割がた持っていかれている。

　ガードしてあれとは、すげぇ威力の魔法持ってるな――！

「き、効いたーコケ！　でもまだ回復できるコケよ！」

　言ってモンスター軍団に拳の乱らん撃げきを見み舞まおうとするが――

「させんコケ！　下がれ！」

　指令に応じて、ココールから距きよ離りを取るモンスター達。

「むっ――!?　かかって来いコケよ！」

「回復の材料は与えんコケ！　そして――トドメだコケ！　シャドウフェニックス！」

　もう一発、例の魔法が飛んで来る！

「コケーッ!?」

「ココール逃げろ！　走ってるうちに消えてくれるかもしれん！」

「分かったコケーーーー！」

　シャドウフェニックスから逃げ回まわるココール。

　そして手て薄うすになった俺の元に、モンスター達が寄ってくる。

「なるほどそう来るか――！」

　しかし俺にも一応当たる通常攻撃のショルダーチャージと、闇サークルの追加効果が残されている！

　ＡＰアーツポイントもあるし、昇しよう〇拳的なアクロバティックな飛び上がりモーションが何かと使える『ウィンドミル』も何発も撃てる。

　ＤＥＸ器用をまるで上げていないため攻撃にはならないが、こいつの動きは敵を飛び越えたり、技わざを避けたり、色々できるのだ。

　これで凌いでいくぜ――！

　一いつ斉せいに突とつ進しんしてくる敵を、『ウィンドミル』で飛び上がって避ける。

　着地はＨＰの減っている奴やつの側そばを狙ねらって。

　そして即そく、単なるショルダーチャージ！




　蓮の攻撃。デーモンナイトに81のダメージ！

　蓮の攻撃。デーモンナイトに60のダメージ！

　蓮のＨＰが60回復した。

　蓮はデーモンナイトを倒した。




　よし撃破！　次は――!?

　と、こんな時に――

「きゅ～！　れん～！　何かくりゅ～！」

　とリューが騒さわぎ出すのだった！　その体が神こう々ごうしい輝きに包まれている！

　おぉバトル中に新スキル覚えるか！　助かります！

「よし来い！　新スキルは何だ!?」

　俺はシステムウィンドウに表示される文字に注目するが――




　ゴアアアァァァ！

　ギャギャギャギャー！




　モンスター共の一いつ斉せい攻こう撃げきが目の前に迫せまっている！

「!?　ウィンドミル！」

　飛び上がる動きのアーツで、敵を飛び越えて対処する。

　よし今のうち――！　俺おれは空中にいる間から素す早ばやくウィンドウに目を走らせる。




　リジェネレート（常時発動）


　　　　　〈効果〉守護竜りゆうの近くにいるプレイヤーのＨＰが

　　　　　　　　　徐じよ々じよに回復するようになります

　　　　　　　　　マスター以外のＰＴメンバーにも有効です

　　　　　　　　　回復量は１秒あたり５ＨＰです






　ベビーブレス（戦せん闘とう中）


　　　　　〈効果〉幼竜のブレスを吐き、マスターを援えん護ごします

　　　　　　　　　ブレスの対象は、マスターのターゲットと同じです

　　　　　　　　　本スキルによるヘイトは、マスターが引き受けます






　グローアップ（戦闘中）


　　　　　〈効果〉マスターのＡＰアーツポイントを消費して一時的に成長します

　　　　　　　　　成長後はマスターの指示した敵を攻撃するＮＰＣ扱いとなります

　　　　　　　　　敵の攻撃により撃破された場合、幼竜に戻もどります

　　　　　　　　　消費ＡＰアーツポイント２００、効果時間９００秒






　オート採集２（常時発動）


　　　　　〈効果〉近くに素材の収集ポイントがある場合、

　　　　　　　　　時々自動で素材を回収してきます（採集道具は不要）

　　　　　　　　　マスターがログアウトしている間にも、素材を収集してきます

　　　　　　　　　通常のオート採集より高価な品を収集するようになります。

　　　　　　　　　また、収集してくる頻ひん度ども増加します。






　む……!?　これは――!?

「させんコケ！」

　ココールの母ちゃんの目が、キランと輝く！

　目から放たれた怪かい光こう線せんが俺に迫った！

　完全な着地狩がりである。光線のスピードも速く、ガードするしかない！

「ぐっ……！」




　魔人ヴェルドーのアイズバーン。蓮はガード。３０７のダメージ。




　結構痛い！

　その上にこの技はかなりの衝しよう撃げきを生み、受けた俺を後方にノックバックさせた。

　するとそこは、敵集団のど真ん中。

　嫌な所に押おし込まれた！　こいつ狙いやがったな！

　すかさず、四方八方から敵の攻撃が俺に降り注ぐ。

　これは避けられる密集度とタイミングではない。

　ウィンドミルでも、飛び上がるモーションの間に殴られる！

　ガードしかないが――！

　正面からの攻撃は、ガードモーションでダメージ０にできるはず。

　ＶＩＴ耐久極振ぶりの俺のガードは堅いからな！

　だが後ろから殴られる攻撃には、ガードは働かない。

　ガードできていないのだから当然と言えば当然なのだが、ガードボタンさえ押してれば全方向からの攻撃がガードできるとか、そういうゲーム的な便利なものではない。

　リアルに受け止める動きが成立して、その上で完全にガードできたり、ガード削けずりされたりという判定になる。

　反対に回避スウエイはモーション的には当たっているものが、ステータス差によって避けたという事になり、完全に無効化される。

　ステータス差さえあれば何もしなくても勝手に攻撃を無効化してくれるので、何も考えなくていいのは回避スウエイの方になる。

　だから、盾たて役やくを除いてはガードよりも回避スウエイの方が好まれる傾けい向こうにある。

　何にせよ、このままならば前方をガードしても、後ろからモロに何発も殴られる。

　ならば――こいつの使い時か！

「『亀きつ甲こうガード』！」

　俺は防御用アーツを発動させる！

　普ふ段だんはあまり使わないが、格かく闘とう・当て身のアーツのうちの一つだ。




　亀甲ガード（消費ＡＰアーツポイント　１２５）

　〈効果〉格闘・当て身技　効果時間中、移動不可だが全物理ダメージを大おお幅はばカット

　　　　　効果時間　30秒




　ＡＰアーツポイントは食うが、致いたし方かたなし！

　これを使うならいちいちガードもしなくていい！　ダメージは大幅に減る。




　デーモンナイトの攻撃。蓮に３のダメージ！

　デーモンナイトの攻撃。蓮に４のダメージ！

　デスファイターの攻撃。蓮に５のダメージ！

　デスファイターの攻撃。蓮に２のダメージ！

　リザードフェンサーの攻撃。蓮に６のダメージ！

　リザードフェンサーの攻撃。蓮に４のダメージ！




　ガードをしなくても、敵の攻撃は全すべて一桁けた台である。

　元々堅い上に亀甲ガードだからな！　動けなくなってしまうが。

　よしこの効果時間の30秒で、リューの新スキルを決める！

　リジェネレート――はＨＰをわざと１まで減らしたりする俺にとって、調整を狂くるわされるのでＮＧ。

　ベビーブレスは攻こう撃げきの助けにはなる。確実な底上げが期待できるだろう。

　グローアップも同じだが、これはリューが一時的に成長して、ココール達のようなＮＰＣ扱いになるっぽいな。

　今のリューは敵から攻撃されることはない特とく殊しゆな扱いなのだが、そうではなくなるという事。普ふ通つうにヘイトも取るし、ＨＰもあると。

　これはリスクもあって、もし大きくなったリューが撃破されたら暫しばらく復活しないとかだったら、ターゲットマーカーで俺のサークル魔法を移動可能にしてくれるという仕事に支障をきたす。

　そもそも大きくなったらターゲットマーカーが無効化される――とかもあるかも知れない。

　そのあたりの細かい所は自分で検証してみて確かめないとだ。

　システムメッセージの説明はざっくりだからな。

　詳しよう細さいまで明確に書くと長過ぎになってしまうだろうし、検証して隠かくし性能を突つき止とめる楽しみも無くなってしまうので、俺はこれで別にいいが。

　ともあれグロウアップはまあ良さそうだがデメリットもあるかも知れない、と。

　そして『オート採集２』な。これは純じゆん粋すいに『オート採集』の強化版と言えるだろう。

　レベルが上がると共に使う武器の素材も高額になって、それを奥おう義ぎ一発ごとに破壊して亡なき者ものにする仕様の俺には非常に助かるだろう。

　よりいいモノって何取れるのかな？　手間も省けるし、ストレートにダマスカスソードとか拾って来てくれると助かるんだがな。

　今の『仕し込こみ杖づえ』にはダマスカスソードを仕込んでるからな。

　素材代がホント高いから、少しでもランニングコストを抑おさえるのに役に立ってもらえると助かる。

　――これは、一番欲ほしいのは『オート採集２』だよなあ。普段なら多分これを選んだだろう。

　だが、世の中には時と場合というものがある。

　大人の世界ではそれを、総合的に判断して――とか言うのだろうが、ちゃんと状じよう況きようを見なければならない。

　今敵の真っただ中で、かろうじて発動した『亀甲ガード』でダメージはカットできているが、逆にこのアーツの特性として移動が出来ないわけで。

　この効果（30秒）が切れたら、全方向からボコられるのが確定なわけで。

　こんな状況なら――誰だれか助すけっ人とを呼ぶしかないだろう。

　つまりグロウアップだ。成長して純粋なＮＰＣ化したリューさんに、横から助けてもらおう！

　まあこれも今回の選せん択たく肢しでは二番目に興味あったし、オート採集２はまた今度という事で！

「グロウアップで決定！　リュー！　早さつ速そくグロウアップだ、手を貸してくれ！」

「きゅきゅ～！　おおきくなりゅりゅりゅりゅ～！」

　リューの体が、激しく眩まばゆく輝き始める！







第５章　劇的リフォーム！　実家が魔物の巣に（後編）







「おおぅっ!?」

　俺だけでなく魔ま物もの達たちも、その輝かがやきに目を奪うばわれる。

　何て神々しい光なのだろう。キラキラしたオーラが出ている。

　その光の中で、シルエットだけしか見えないリューの姿が――

　グイグイと大きくなって行く！

　俺と同じ位――いやそれも超こえて、二メートル前後ってトコか？

　それでもドラゴンとしては小型かもしれないが、俺の肩かたや頭に乗ってきゅ～きゅ～言ってたさっきまでと比べれば、とんでもない巨きよ大だい化かである。

「ヒャッホオォォォォーーーーーーゥ！」

　デカくなったリューは、光が収まると開口一番叫さけび声ごえを上げた。

　――今までのリューの声じゃない。成長して中学生くらいの声になった感じだ。

「力が漲みなぎって来マシタねー！　何ともいい気分デース！　我わが世の春が来たとはこの事デスね！」

　……ええと、何だろう？　何か違い和わ感かんがあるな。

「ハロー、マイご主人様のレン！　ずっとこうしてお話ししたいと思っていマシタ！」

「お、おう……？　お前リューなんだよな？」

「イエース！　もちのロンですネー！　ボクはレンのために大きくなりマシた！」

　嬉うれしそうに言ってくれるのだが……

　いや何というか、意表を突かれたというか――

　なんだその日本語が不自由な外国人口調は。

　エミリーより外国人っぽいぞ。何で俺の守護竜がそうなるのか……？

「……その喋しやべり方は何なんだ？」

「レンは英語が苦手デスから、ボクが詳くわしくなって教えてアゲようと思いマシた！」

「あ、なるほど――」

　俺の弱点を補いに来てる――と？

　リューはリューなりに俺の事を見て育ってるという事か――

　今のままだとリューは将来こうなるって事かな？

　今は一時的に大きくなっているはずだが、まさか未み来らい永えい劫ごうこれで固定って事は……？

　いやまあ、それよりもまずはこの目の前の敵をどうにかしないとな！

　喋り方は引っかかるが、巨大化したリューは強くなってるはず！

「リュー頼たのむ！　このたかってる奴やつ等らを蹴け散ちらしてくれ！」

「オーケーマイご主人様！　敵を抹まつ殺さつしマース！　ハアァァァァァ！」

　リューは大きくなった体を揺ゆらし、俺にたかるモンスターの一体に腕うでを振ふり上あげる。

　目がギラリと光り、殺意の波動に満ちた凶きよう悪あくな顔つきである。

「ファッキィィィィンッ！」




　ズシャアアアア！




　鋭するどい爪つめが一体のデーモンナイトを切きり裂さいて仕留めた。

　おお――!?

「ファッキン！　ファッキン！　ファッキィィィィィィンッ！」

　いや攻こう撃げき力りよくはすげえ。攻撃力はすごいんだが――

　何だこの汚きたない言こと葉ば遣づかいは!?　俺だって意味わかるわ！

「オーケーイ、フォーファッキンねクソゴミ共！　レンから離はなれなサーイ！」

　いや、大きくなったらリューはどんなキャラなのかなーとか想像したことはあるんだ。

　あるんだが――これは自信をもって違ちがうぞ！　想定外だ！

「ヒャーハハハハ！　貧弱貧弱ウゥゥッ！　まるでゴミのようデスね！　いや、マイご主人様をイジめるヤツは正しよう真しん正しよう銘めいのゴミデース！　ゴミは焼しよう却きやく処分してやりますデスね！　ファッキンイィィィンッ」

　デカくなったリューが、高笑いを浮うかべながら炎ほのおを吹ふき出だす。




　スゴオォォォォォッーーーー！




　さっきのヒュージガーゴイルを遥かに上回るような紅ぐ蓮れんの炎だ。

「おぉぉ～～すげえ……！」

　しかしまあ、家へのダメージもデカいんじゃないかな、炎だし。

「コケーッ！　家を燃やすなコケー！　時と場合を考えろコケーッ！」

　さっきのシャドウフェニックスから逃げ回り続けつつも、ココールが抗こう議ぎの声を上げている。

「フン……！」







[image: ]







　と、リューが鼻息を飛ばすと、ココールを追っていたシャドウフェニックスが吹き飛ばされて消しよう滅めつする。

「おおーー消えたコケ！　ナイスだコケ、リュー！」

「言っておきマスが、ボクに指図できるのはレンだけデース。ごちゃごちゃ言ってルとてめえもファッキンしますが、アーユーオーケー？　塵ちり一つ残しマセんよ？　捕ほ食しよくしマスからネー」

「コケーッ!?　何か狂きよう暴ぼうになってるコケーッ!?　お前やっぱりオイラを喰くおうとしてたんだコケな!?」

「フフフ……美味うまそうなチキンデース。じゅるりデース」

「コケーッ!?」

「おいおい冗じよう談だんだろ、喰うなよ？　マジで」

「レンがそう言うなら、従いマース」

　俺には絶対服従してくれるんだな。まあ俺の守護竜だもんな。

　しかしこいつ――

　強いのは結構だし、今という状況ではこれは起死回生の一手だったと言えるんだが――

　こんなファッキンファッキン言うやつ、連れて帰っていいのだろうか？

　うちのギルドは女性メインなんだが――こんなの見られたら絶対ドン引きされるだろ！

　こいつを育てた俺の人格も疑われるだろう。

　それに、あの可愛かわいいリューが実はこんなだと分かったら――

　元の小さいリューに戻っても、女の子たちは今まで通りこいつを可愛がってくれなくなりそうなんだが……

　それはまずいよなぁ。リューにとっても不幸だし。

　これはあれだな、あきら達には見せない方がいいやつだな。

　これからの俺の振る舞まい次し第だいで、大人リューの性格も変わってくるかも知れない。

　一回こいつをうちの女じよ性せい陣じんに見せたら、その後こいつに対する印象は変わらないだろうし――

　よし、この場を乗り切ったら、今後あきらや前まえ田ださんや矢や野のさんの前ではこいつは封印する事にしよう。

　見せていい性格になってくれるまで、見られないようにこっそり検証しつつ、性格改善を試みた方がいい。

　なんか俺が英語苦手だからこうなった的な事を言ってたので、ちゃんと英語勉強してみるかな……

　そうすりゃ少なくともファッキンファッキン口走る事はあるまい。

　よし、そうと決まればこのファッキンスタイルのリューの最後の戦いだ。

　ここは頑がん張ばってもらうとするか――！

「まぁ取りあえず、だ。ココールをビビらせるのはやめて、こっちを手伝ってくれよ」

「かしこまりデース。あの親チキンを捕食すればいいデスかネー？」

「いやいや待て待て！　ココールの母ちゃんは操あやつられてるだけだからな。あの首から下げてるネックレスを壊こわすか、引っ剥ぱがすんだ！」

「オーケーデース！　レンは休んでてくだサーイ。ボクがやりマスからネー」

　言って、のっしのっしと魔ま人じんが憑ひよう依いしたココールの母ちゃんに近づく。

「コケー！　シャドウフェニックス！」

　再び放たれる黒い炎のフェニックス。

　しかし――

「オー。虫が飛んでマスねー！」

　べし！　リューは無造作にそれを叩たたき落おとし、踏ふみつける。

　するとフェニックスは跡あと形かたも無く霧む散さんして消えてしまう。

　さっきもココールを追ってたのを消し飛ばしてたが――こいつ凄すごいな！

　炎に対する絶対耐たい性せいとかなのか？　それとも単にステータス勝ち――？

　どちらにせよ、一気に形勢は逆転したと思っていいだろう。

「フフフッ――守護竜を焼き殺そうなど、虫が良すぎたコケか」

「そういう事デスねー。これが本当のユーアー鳥アターマというやつデスねー。覚悟するがいいデスよ！」

　リューが魔人ココール母ちゃんに剛ごう腕わんを振り下おろす。

　向こうはそれを横に飛んで避ける――が、すかさず身を捻ひねったリューの尻尾しつぽがそれを捕とらえる。ぐるりと体に巻き付いて、拘こう束そくしたのだ。

「よし、いいぞ！」

「では、その悪あく趣しゆ味みなネックレスを粉々にしマース！」

　ぐわしっ！　とネックレスを掴つかむリュー。

「そのまま引きちぎれ！」

「オーケー、レン！」

　よし行ける――と思った直後の事だった！




　ブオオオォォォッ！




　黒いオーラがココールの母ちゃんからリューに移り、全身を包み込んだのだった。

　ん!?　なんか嫌いやな予感が――

「ク――クククク。よぉしいいぞ、こっちの体の方が強い上に操りやすそうだ。いい憑より代しろをどうもありがとう」

　黒いオーラに包まれたリューがにやりと笑ってそう言った。

　まさか――魔人ヴェルドーがココールの母ちゃんからリューに乗のり換かえたのか!?

　しかも口調がまともになってる！

　敵に操られて闇やみ落おちしてマトモになるってどういう事なんだよ！

「クックク――中々素す晴ばらしい憑代だ。先さき程ほどまでのこのトリ女よりも扱あつかいやすく、それでいて強きよう靭じん！　このままこの国を席せつ巻けんし、恐きよう怖ふの魔ま竜りゆうと恐おそれられるのも悪くはない！　今の我ならばそれも容易たやすいに違いない！」

　乗っ取られたリューが、ギャオオオォォォン！　と大きな咆ほう哮こうをあげた。

「……ふっ――」

　と俺は思わず笑ってしまう。

　恐怖の魔竜とか言っているが、操られる前の方がある意味よっぽど恐怖だったからな！

　リューのやつ、あきら達に見られたらやべえ奴になってしまったからな。

　親としての俺の人格まで疑われる所だったからな。

　今魔人ヴェルドーに操られたリューは普通の悪役ドラゴンっぽくなってくれたので、俺としてはやりやすいと言うか――

　まぁ強そうは強そうだが、倒たおせばいいんだろ!?

　あきら達にドン引きされるとか、白い目で見られるとか、そういう恐怖は考えなくて良くなったのだ。

　ある意味やりやすい――！

　これでリューを子竜の姿に戻った形で助け出し、その後はグローアップを封ふう印いんするんだ！

　さっきのあれは黒歴史！　見なかった！　俺は何も見なかった！

　――という俺の内心が分かるはずも無く、向こうは侮あなどられたと思ったようだ。

「何が可笑おかしい!?」

　怒おこらせてしまったようだ。

　太い尾おがバシィィィン！　と床ゆかを叩いて威い嚇かくして来る。

「いや――今のお前の方が何かまともっぽいから、ある意味安心しただけだ」

「ははははは……わからんでもないコケなー。リューのやつ何か恐ろしい事になってたコケー。あの恐ろしさは、希のぞ美みの兄ちゃんのアレと同じ種類の恐ろしさだコケー。あきら達が見たら絶対ドン引きだコケ」

「……そう、そしてそれを育てた俺の人格も疑われちまう――」

「だコケな～」

「リューを助けて子供に戻して、そしてもうグローアップは当面封印する。俺おれ達たちは何も見なかった。いいなココール？」

「オーケーだコケ！」

　頷うなずき合う俺達。

　リューを乗っ取った魔人ヴェルドーの方は、まだ怒いかりが収まらない様子だった。

「何をわけのわからぬことを！　我は気分を害したぞ……！　この用済みのトリは捨ておこうかと思ったが気が変わった、こうしてくれる――！」

　床に転がって気を失っているココールの母ちゃんを蹴けり飛とばそうと、足を振りかぶる。

「母ちゃん！　やらせんコケーッ！」

　ココールが弾はじかれたように飛び出す。

　そしてヤツが母ちゃんを蹴り飛ばす寸前に割り込み、身を盾にして自分が蹴られた！

「コケエェェェ～～!?　ぐはああぁぁぁ～～!?」

　ぶっ飛ばされて壁に猛もうスピードで激げき突とつ！

　一気にＨＰがギューンと減って、瀕死状態である。

　一いち撃げきでやられなかっただけ良しとしよう――

　しかしさすが、リューの体を使っているだけあって、凄い攻撃力だ。

　ちょっと見ただけだが、成長したリューは強かったからな。

　俺から見たらそこそこ手て応ごたえがあるはずのモンスター達を、ゴミクズデースとか言いながらどつき倒していたわけで。

「ココール！　よく頑張った、母ちゃんは無事だぞ！」

　俺は無事だったココールの母ちゃんに駆かけ寄より、助け起こしながら言う。

　一いつ旦たん安全な部屋の隅すみにでも運んであげないと――

「れ、蓮れん！　母ちゃんを安全な所に運んでくれコケ～！　それまでオイラがこいつを引き付けるコケー！」

「ああ分かった！」

　俺の返事を聞くと、ココールは即そく座ざに次のモンスターを召しよう還かんしていた。

「クレリックバニー！　来てくれコケ～！」

　召しよう喚かんされたのは、アイランドバニーの色いろ違ちがい系のモンスターだ。

　だがこいつは結構有能な奴で、名前の通り回復魔ま法ほうが使える。

　登場して早速使ってくれた回復魔法が、ココールのＨＰを回復させる。

「こいつに回復して貰もらいながら粘ねばるコケ！」

　ココールが考えているのは、自分が前に出てサンドバッグになりつつ、後ろから回復を貰って耐えるという事だ。

　だがしかし――

「小こ賢ざかしいっ！」

　黒いオーラに覆おおわれたリューが、大きな火球を吐はき出した！

　それが一直線に、クレリックバニーに飛んで行く。




　ズゴボオォォォォッ！




　着ちやく弾だんすると火柱が巻き上がり――クレリックバニーは跡形も無く消し飛ばされた！

「ぎゃー!?　いきなりやられたコケ！　そこを狙うとは酷ひどいコケー！」

「フン――！　黙だまれ！」

　……まあ今のはヘイト関係を考えれば当然か。

　回復ヘイトでクレリックバニーがタゲを取ったって事だもんな。

　魔竜はココールに近づくと身を捻り、猛もう烈れつな勢いの尾撃で弾き飛ばした。

「コケーーーー!?」

　ココールが吹っ飛ばされて、俺達の前に転がされた。

　ＨＰもまた瀕ひん死しくらいまで減らされている。

「ココール！　大だい丈じよう夫ぶか!?」

「だ、大丈夫ではないコケな……い、今にも死にそうだコケー……！」

「よし俺が替かわる！　お前は下がってろよ。まだ回復は使えるか？」

「クレリックバニーはもういないコケ～！　まずい事になったコケ……！」

「しゃあねーな……とにかく、一発ぶち込むしかないわな」

「奥義コケな？　だけど倒せるコケか？」

「分からん――あいつのＨＰも想像つかねえからな。ある程度ダメージ与あたえて、バーがどのくらい減ったか観察しておおよそを推測するんだが、それも出来てねえ――」

　となると、今出せる最大火力をぶち込むしかないわな。

　それがあいつのＨＰを上回れば御おんの字じって事で！

　ほむら先せん輩ぱいからデスチャリオット装備の情報と引ひき換えに得た『ハヤブサの極光石』を使う時が来たな！

　本当なら『ハーデスローズ』対策にブチ込むはずだったが、結局使わない方針になった。

　それがここで生きるなら、躊躇ためらわずに使うべし！

『ハヤブサの極光石』をダマスカスソードと合成することで、二回攻撃の『隼はやぶさのダマスカスソード』になる。

　で、これをダマスカスステッキと合成することで、『隼のダマスカスソード』が中身の仕込杖が完成する。

　その仕込杖で撃うつ奥義は、二回攻撃すなわちダメージ二倍になる。

　まさに切り札に相応ふさわしい最高の仕込杖が完成するわけだが、仕込杖自体はＯＥＸ属性である。

　Ｏが一つしか持てない。ＥＸが他人に渡わたせない、だ。

　つまり、一度仕込杖化してしまうと、ちょっと取っておいて別の一回攻撃の仕込杖で奥義を撃つ――みたいなオシャレな事はできない。

　一度作ったが最後、次は奥義でぶち壊すのみになる。

　今アイテムボックスの中では『隼のダマスカスソード』にまでしてあるのだが――

　でも、いいよな！　ここで使うぞ！

「れ、蓮――大丈夫だコケか？　よく分からないけど出たとこ勝負って言ってるコケ？」

「ああ――ちょっと探さぐってる余よ裕ゆうも無さそうだからな――」

　黒いオーラに包まれた大人リューは、すぐ目の前まで迫っているのだ。

　あちらはすでに殺やる気満々。こういう時俺としては、突とつ破ぱ口こうを探るための時間稼かせぎとして、ディアジルサークルの鈍どん足そく効果とかで逃にげ回まわって様子を見たりしたいのだが――

　それをするためには、俺の移動と同時にサークルも動いてくれないとできない。

　それができるのは小さなリューの持つスキル『ターゲットマーカー』だ。

　リューが乗っ取られてこんなことになってる以上、それも無理なわけで。

　結構リュー依い存そんの戦法って多いんだよな――

「そ、それはいかんコケよ！　蓮らしくないコケ～！　勢い任せに見えてちゃんと考えてるのが蓮らしいコケ！　ここはオイラが何とか――」

「いやでも、お前相当ダメージ喰らってるだろ……！」

「しかしコケ――！」

「そうよ。蓮さんの言う通りコケ。ココールちゃんは休んでいてコケ」

　その声は、俺でもココールでもない。

　ココールの母ちゃんである。目が覚めたのか。

「か、母ちゃん！　大丈夫だコケか!?」

「ええ。迷めい惑わくをかけてしまってごめんなさいコケ、蓮さんココールちゃん。おわびにここは私が何とかしてみるコケ」

　言ってココールの母ちゃんが、俺達の前に立った。

「ええっ!?　ちょっと危ないっすよ!?」

　しかしココールの母ちゃんは余裕の構えである。

「大丈夫よコケ。これでも結けつ婚こんしてココールちゃんが生まれる前は、お父さんのボディガードをやっていたのよコケ」

「そ、そういや母ちゃんって、昔メチャクチャ強かったって、父ちゃんが言ってたコケ。コケ族どころか鳥人種バードマン全体でも最強だったって……」

「ほんとかよ!?」

「い、いやオイラも父ちゃんが話を盛ってるだけって思ってたコケが……！」

「うふふふ。私はまだまだ現げん役えきのつもりコケよ。蓮さん、私が突破口を開いてみるコケ。よく見ていて欲しいコケ」

　だ、大丈夫なのか――？　任せていいのかこれ!?

　いやでも確かに、ちょっとダメージでも与えてもらえれば、おおよそあいつのＨＰとか分かるし、助かるっちゃ助かるんだが――

「で、でも……！」

　さっきのクレリックバニーみたいにあっさり消滅とかされたら怖こわいんだが!?

　いや、この限定クエストって途中でココールとか母ちゃんがやられたらどうなるんだ!?　復活できるのか？　イベント分ぶん岐きで二度と戻らないとかあったら――!?

　流石さすがに寝ね覚ざめが悪いぞ、どうする!?

「心配いらないわ――はあぁぁぁっ！」

　ココールの母ちゃんが気合を入れると、その体を黄金のオーラが包み込む！

　まるで体が全身金ピカになったみたいな――！




　ドオオォォォン！




　解き放たれた気のようなものが衝撃を巻き起こし、建物全体がビリビリ震ふるえた。

「お、おお……!?」

　何だこれ、何か凄いぞ！

　あの丸っこいコケ族ボディから、もの凄い威い圧あつ感かんを覚える！

「蓮さん、よく見ていて――作戦を考えてコケね」

「わ、分かりました……！」

　迫はく力りよくに思わず俺おれも頷いていた。

　レベルとかＨＰの数値は見えないのだが、何か凄そうなものは感じるのだ。

「フン！　虚こ仮け脅おどしだ――！　喰らえ！」




　魔人ヴェルドーはブレイジングボムの構え！




　ああさっきクレリックバニーを一撃で消滅させたやつか――！

「母ちゃん危ないコケ！」

「大丈夫よ。見えていなさいコケ」

　あくまで動じないココールの母ちゃんである。

　丸っこくてユーモラスなコケ族の見た目なのだが、話し方とか声の雰ふん囲い気きは上品なマダムって感じで、それが今も崩くずれることはない。




　ズゴボオォォォォッ！




　火球が直ちよく撃げきしてデカい火柱が上がる――！

　真っ赤な炎の中にココールの母ちゃんの姿が消えた。

「う、うわ……！　直撃した……!?」

「か、母ちゃああああぁぁぁん!?」

　ココールの悲鳴が上がった。

　しかし――！

「うふふふ。ココールちゃん、あまり大きな声を出すと、蓮さんが驚おどろいてしまうわよ？」

　炎の中からは、とても落ち着いたマダムボイスが返ってくる。

　炎が消えた後――オーラに包まれたココールの母ちゃんが平然と立っていた。

「すげー！　母ちゃん無事だったコケ！」

「心頭を滅めつ却きやくすれば火もまた涼すずし、ね。こんなもの効かないわ」

「…………」

　どういう理り屈くつだ――!?

　いやしかし、俺は先ほどまでの魔人ヴェルドーとのやり取りを思い出していた。

　ココールの母ちゃんからリューに寄生先をスイッチした時、リューの方が操り易やすい的な事を言ってたような……？　こっちの方が力が出せるって――

　それって、ココールの母ちゃんが弱いと俺は解かい釈しやくしたが、別の捉え方も出来るかもしれない。

　つまりココールの母ちゃんが強すぎて、こいつでは上手うまく操り切れないという事だ。

　ココールの母ちゃんを操ってた時はコケコケ言ってたが、リューに移るとエセ外国人口調じゃなくまともになったからな。

　それはつまり、こいつの力が及およんでいない部分があったというわけで。

　なら――ここは任せていいのか!?

　ココールの母ちゃんは、コケ族特有のトテトテ歩きでヴェルドーに近づく。

「き、貴様――！　よくも――！」

「それはこちらの台詞せりふよコケ。よくもやってくれたわねコケ。許しはしないコケ」

　間近に接近すると、ココールの母ちゃんがすっと構えを取る。

　コケ族の短い手足だと構えてもちっとも決まらないのだが――

　ホント全然強そうには見えないのに――なぜか異様な迫力がある。

「死ねええぇぇ！」

　巨きよ大だいな鋭い爪が振り下ろされる！

「そうはさせないコケ！」




　バシィィィン！




「!?　受けたコケ！」

「すげえ――！」




　魔人ヴェルドーは攻撃。マミールは攻撃をガードした！




　おぉ完全にガードしてる！

　って言うか名前マミールさんなんだな――！

　だがそれだけではなく、ココールの母ちゃんは一撃を受けた後、それをぐいと横に押おしやり、力をいなして向こうの体勢を崩した。

「ぬぅぅ――！」

「今ねコケ――！」

　ギラァン！　とマミールさんの瞳ひとみが輝く。

　体が敵に密着するくらいに踏み込む。

　で、肩だか背中だか分からない丸いところを、相手の脇わき腹ばらに向けた。

　そしてそのまま、すごい勢いで飛び跳はねる。

　ズダアァンッ！　と爆ばく発はつするような音さえ残る。

　弾だん丸がんのように飛び出したマミールさんの体当たりが、魔人ヴェルドーに突つき刺ささる。

　そして、その巨きよ体たいが「く」の字になりながら後方にぶっ飛んだ！

「ぐおおぉぉぉぉ～～!?」




　ボゴオオォォン！




　それは壁かべにぶつかって穴が開いた音である。

　恐ろしい威い力りよくの体当たりが、デカくなった守護竜りゆうの体をぶっ飛ばした！

「おおおぉぉぉ～～!?　母ちゃん凄いコケー！」

「や、やっぱそうなのか――！」

　マミールさんが強すぎて、ヴェルドーが操り切れてなかった説！

　これが当たりだったのか……!?




　マミールの鉄てつ山ざん靠こうが発動。魔人ヴェルドーに６８８８のダメージ！




　なんだその威力は!?　銭ぜにも投げずに体当たり一発でそのダメージっすか!?

「うぐううぅぅぅ～～」

　壁にめり込んで呻うめく魔人ヴェルドー。

　大ダメージを貰って、すぐには動けないようだ。

　今のあれに一時的に動きを止める効果でもあるのかな？

「結婚して家庭に入り、もう二度とこの拳こぶしは使うまいと思っていたけれどコケ――拳けん聖せいの血は争いを引き寄せるものなのねコケ……」

　マミールさんは、何かよく分からないが深いバックボーンがありそうな感じなことを呟つぶやいている。

　まあそれはいいとして――つえええ～～！

　鉄山靠ってアレだろ？　格ゲーとかですげー有名なアレだよな!?

　このゲームにもあるんだな！

　ってかアレだろ、コレ絶対アーツの系統としては格かく闘とう・当て身だよな!?

　当て身アーツとか奥おう義ぎとして習得できねーのか!?

　金ピカ最強アンデッドのデッドリーキングさんは赤き災厄レツド・デイザスターの奥義書とか持ってるらしいし、マミールさんも鉄山靠の奥義書とか極ごく意い書しよとか持ってねーのかな!?

　倒せばドロップするのか!?　いやでも流石に倒すのはな――でも覚えてぇな！

　この威力とロマン砲ほうのコラボが見たいんですけど！　何とかなんねーのかな!?

「蓮さん。どうかしら？　これで何か――？」

　マミールさんが俺を振り返かえる。

「あ、ああ――ええと……！」

　ヤツのＨＰバーに注目！

　ＨＰが４割くらい減っている感じだ。

　これなら残りＨＰは推測するところ１万弱くらいか？

　なら、『隼のダマスカスソード』を仕込んだ奥義で一撃必殺できる範はん囲いか……!?

　例の『ハーデスローズ』のようにボコボコ子分を生むわけではないので、大分こいつの方がやりやすいな！

「久しぶりに全力を出して、少し体が痛むわコケ。後はお願いしてもいいコケ？」

「分かりました――！」

　なら行くぜ――！

　俺はすかさず『隼のダマスカスソード』を合成して仕し込こみ杖づえを生成する。

「リューを返してもらうぞ！　元の可愛い姿でな！」

　そして、奥義の『朱雀すざく一いつ閃せん』を発動させようと構える。

　いや、二回攻こう撃げきの仕込杖を使うので、『デッドエンド』が『デッドエンドＶ』になったように『朱雀一閃』は『朱雀双刃閃』になるっぽいですが――！

　さぁ見ろ！　過去最強の奥義を！

「喰らえ！　『朱雀双刃閃』！」

　しかし――




　ＡＰアーツポイントが足りないため、奥義を発動できなかった！




　そんなメッセージが！　えぇ!?　どういう事だ!?

『朱雀一閃』は『ターンオーバー』『爆炎タックル』『抜ばつ刀とう術じゆつ』で構成する奥義だ。

　この三つのうち『ターンオーバー』は単なるＨＰとＭＰを入いれ替かえるためのスキルで、ＡＰアーツポイントは必要ない。

『抜刀術』はＡＰアーツポイントの消費が０のアーツだ。

『爆炎タックル』は格闘・当て身のアーツで、消費ＡＰアーツポイントは75。

　つまり『朱雀一閃』としてはＡＰアーツポイントが75必要なはずで、俺は前ぜん哨しよう戦せんでＡＰアーツポイントがかなり溜たまっていたはずなんだが――？

　よく見ると今、ＡＰアーツポイントは20になっていた。

　あれ――そんなに少なくないだろうに。

　あ、また減った！　今度は10になってる！

「ど、どういう事だ――!?」

　いやしかし、今はそれよりも魔人ヴェルドーを仕留めないと！

　何だか分からないがＡＰアーツポイント不足で『朱雀双刃閃』が撃てないと言うなら、『デッドエンドＶ』がある！

　あれならＡＰアーツポイント消費は０だ！

　俺は走ってヴェルドーとの間合いを詰つめる。

『朱雀双刃閃』の方はかなり前方に移動して斬きり込む奥義なので、遠目で撃とうとしていたのだ。

　しかしその間に、向こうもただ黙ってやられるのを待っているわけではない。

「うがああああっ！　おのれ――！　こんな丸いトリ肉にあんな力が……！」

　壁を壊しながら起き上がり、血走った目でマミールさんを睨にらみ付つける。

「強さを推おし量はかるのも強さのうち――あなたもまだまだ未熟という事よコケ」

　……俺もです、サーセン！

　それはさておき、とどめは俺が！

　下手にＨＰ回復とかされないうちに決着をつけるぞ！

「お前の相手は俺だ！　その体はうちの子のもんだからな！　返してもらうぞ！」

「ふん！　フロイとして戦った時に、お前の手は分かっている！　奥義の届かない所に退たい避ひして、体力を回復させてもらおうか！」

　言って翼つばさをばさり、と広げる。あ、こいつ逃げる気か！

　だとしたらまずいな――！　体力回復されたら、俺の奥おう義ぎ一いち撃げきで倒せなくなる。

　あくまでもマミールさんが削けずった後の残りが、一撃で倒せそうなだけだからな。

　成長したリューの巨体が、ふわりと宙に浮く。




　ＡＰアーツポイントが足りないため、成長状態が維い持じできません。

　グローアップは解除されます。




「んぉ!?」

　いきなり流れたシステムメッセージ。

　同時に魔人ヴェルドーに操られていたリューの体が光って、小さくなって行く。

　首に巻き付いていた黒くろ水すい晶しようのネックレスが外れてしまい、元の可愛いリューとネックレスとが、バラバラに床に転がった。

「も、戻もどった……!?」

　それにあのメッセージ――という事は！

「そうか、操られてる間も俺がグローアップしてた扱いなんだな……！」

　で、グローアップには発動時の消費ＡＰアーツポイントが２００と、更さらに状態維持用のＡＰアーツポイントがいるわけだ。

『朱雀双刃閃』が撃てなかったのも、気づかない間にＡＰアーツポイントが減っていたせいだ！

　グローアップの性能には消費ＡＰアーツポイントが２００で効果時間が９００秒と書いてあったが、発動後ＡＰアーツポイントのスリップも発生して、それが払はらえないとその時点でグローアップが切れる、と。

　なるほどフルに維持しようと思えば、俺もＡＰアーツポイントを稼ぎ続けなきゃなわけだ。

　確かに成長したリューはファッキン野や郎ろうだったが強かったもんな、そのくらいの制限はあって当然か。

　それに、今スキル欄らんから確かく認にんしたがグローアップの再使用時間は１時間っぽいな。

　１時間のうちに15分だけ使えるボーナスタイム（ＡＰアーツポイントスリップ付き）って感じか。

　確かに便利だが強すぎない感じに収まってるな。

　――これなら封印してもそんなに惜おしくない！

　超ちよう性せい能のう過ぎたら、如何いかにファッキン野郎といえども頼たよりたくなるかもしれんからな！

　ともあれ俺のＡＰアーツポイントが尽つきてグローアップが解除され、体が縮んだせいで黒水晶のネックレスも外れてしまったと。

　つまり――

「おいこれ奥義いらなくなっただろ!?　せっかく『隼のダマスカスソード』を投入したのに！」

　奥義撃うたないと次の仕込杖が作れないんだが!?

　でも雑魚ざこに撃つのも勿もつ体たいねえし、どうすんだよ！

「はははは。でも片付いたみたいで良かったコケよ～。リューも無事みたいだしなコケ」

「ああまぁそうだな」

「きゅ～？」

　気が付いたらしいリューは元の可愛かわいい守護竜さんに戻り、きょろきょろとしていた。

「リュー。こっちだこっち、おいでおいで～」

「きゅ～！　れん～！」

「よーしよし、お前はこっちのほうがいいぜ俺は」

「そうだコケなー。あんなのになられるくらいなら、たまに頭に噛かみつかれるくらい許してやるコケ～」

「ココール。でっかくなった時の事はあきら達たちには内ない緒しよだぞ。グローアップの事もな。無かったことにしよう。下手に言えば見せろって言われるし、見せたら俺の人格まで疑われるからな」

「オッケーだコケ。確かにアレは女の子達はドン引きだコケ」

「ああ。分かってくれて助かる」

　と、話し合う俺達にマミールさんが声をかけてくる。

「ココールちゃん、蓮さん。まだよコケ。あの黒水晶のネックレス、完全に破は壊かいしてしまいましょうコケ」

　そう言って、床に転がるネックレスを指さす。

「そうっすね……じゃあ俺が！　華はな々ばなしくいくぜ！　『デッドエンドＶ』！」




　ズシャズシャアアアアアァァァ！




　紫むらさき色いろの光に包まれた剣けん閃せんが、Ｖの字に奔はしる！

　この野や郎ろう無む駄だに作らせやがって！

　悲しみを込めた俺の二連撃は、黒水晶のネックレスを粉々に破壊したのだった！

　メデタシメデタシ！




　オォォォォ――……！




　俺の渾こん身しんの『デッドエンドＶ』（無む駄だ撃うち）を受けた黒水晶のネックレスは見事にコナゴナになった。

　遠い断だん末まつ魔まのようなものを響ひびかせつつ、黒っぽいキラキラが降り注ぎ、やがて消えていく。

「最後『ハヤブサの極光石』使う意味があったかは謎なぞ過ぎるが――まあこれで片付いたか？」

　タイミングが悪過ぎたよなー。

『ハヤブサの極光石』を使えば一撃で片づけられそうな状じよう況きようだと思ったのに、俺のＡＰアーツポイントスリップでリューのグローアップが解けるとは……！

　まあ仕方ないのだが、あああああぁぁ勿体ない！

「ココールちゃん、蓮さん、もうこれで心配ないわコケ。助けてくれてありがとうコケ。あんなものに操あやつられるとは――私とした事が、すっかり専業主婦に慣れ過ぎていたコケね」

「元に戻ってよかったコケー！　蓮のおかげコケ！　ありがとうコケ！」

「いやー……何と言うか、不完全燃ねん焼しよう感はあるけどな～。最後がグローアップの効果切れとかな……」

　まあ魔ま人じんヴェルドーが憑より代しろを乗のり換かえたくなるような強いのを連れて来たのは、俺のファインプレイなのか？

　確かに成長したリューは強かったよ。性格が直るまでもう使わんがな。

「蓮さんにはまたお世話になって……ココールちゃんを一人前にしてくれたお礼もまだ出来ていないのに。今度こそ何かお礼をしないといけないコケね」

「それはいいコケ！」

「いや俺は別に――と言うとでも思いましたか!?　ありがたく頂きます！　出来るなら是ぜ非ひ欲ほしいものがあって！」

　そう、アレだよアレだ！　それ以外ならいや俺は別に――って奥おくゆかしい所をアピールするのが人の道ってもんだが、欲し過ぎるモノがあるので食いつかざるを得ない。

「あら？　だったら何でもおっしゃってくださいなコケ」

「きっと金だコケな！　蓮は常に金を放出しながら戦ってるコケ！　貰えるものは貰った方がいいコケ！」

「いや、銭投げして戦ってるのは事実だが今回は違ちがうぞ！　マミールさん！　さっき使ってた『鉄山靠』って俺も使えるようになりませんか!?　奥義書とか極意書とかないっすかね!?」

　アレは強力だったからな！

　単にマミールさんのステータスが高いってのもあるだろうが、それでも俺が持ってる格闘・当て身のアーツとは一線を画する強さだろう。

　そしてそれを俺の奥義に組み込めば――また一つロマン砲の火力が増すぞ！

　もう別戦略であきら達が片付けているかも知れないが、ハーデスローズを攻こう略りやくするのに足りなかった火力水準まで届くかもしれない！

　それを見せられたら、喰くいつかざるを得ないのだ。欲しい欲しいマジ欲しい。

「まあ、あれをコケね……」

「お願いしますお願いしますお願いします！　この通り！」

　俺はずさっ！　と土下座を決めて見せる。

　ロマン砲の火力向上の為ためなら、土下座でも何でもできるのである。

「そんな、やめて下さいコケ蓮さん。そうですねコケ――本来ならば門外不出のこの技わざですけれどコケ……ココールちゃんには使いこなせないコケから、どうしようかと思っていたのコケ」

「まあ……オイラ敵に攻撃できないコケから――」

『ノミの心臓』持ちだからな。あらゆる行動で敵への攻撃がダメージを出せないという呪のろいのようなスキルである。

　ただ、ココール本体が直接戦うのではなく、雇やとったモンスターを使し役えきする事で間接的に戦えるようにはなっているが。

「でしたら――私が出来なかった、ココールちゃんを一人前に育てるという事をして下さったあなたに託たくすのも一興コケね――」

「そうだコケな！　蓮ならきっと上手く使いこなしてくれるコケ！」

「おお……！　マジっすか、ありがとうございます！」

　やっぱあるんだな！　奥義書とか極意書！　食いついてみて良かった！

　ナイスな限定クエストだったなぁ！　思えばギルド対たい抗こうミッションでココールを指名してよかったぜ！

「さぁ蓮さん。これが『鉄山靠』の極意書ですコケ。お持ちになってコケ」

　マミールさんが、俺に何やら動きの図解のようなものが記き載さいされた巻物をくれた。




　蓮は鉄山靠の極意書を手に入れた！

　格闘・当て身アーツ鉄山靠（仮）が使用可能になった！




　キター！　覚えた覚えたよ！　これで俺の時代が来る……！

　ってでもこの（仮）は何だろうな？

「だけど気を付けてコケ。慣れないうちは、あなたの体へのダメージも大きいコケ。何度も使って慣れていくしかないコケ」

「なるほど……」

　つまり、まだ本来の性能ではなく仮かり免めん扱あつかいだから（仮）表記なわけか？

　使ってるうちに（仮）が取れて本来の性能で使えるようになる――と。

　どれどれ、今はどんなだ？




　鉄山靠（仮）（消費ＡＰアーツポイント　２００　使用後残りＨＰ１）

　〈効果〉格闘・当て身　背部を使った体当たり。威力極大　１回攻撃

　　　　　まだ技を完全に己おのれの物に出来ていないため、体への負担が大きい




「使用後残りＨＰ１!?　なるほどこれが仮かり免めん効果……」

「うわぁ……使ったら殆ほとんど戦せん闘とう不能だコケな」

「ええ。慣れないうちはねコケ。扱あつかい辛づらいでしょうが修練を重ねて、自分のものにしてくださいコケ」

　と、ココールとマミールさんは激げき励れいモードなのだが、とんでもない！

「なんて素す晴ばらしい効果なんだ……！　これすげぇ！　すげえぞ！」

「コケ？　どうしたコケ蓮」

「だってさ、今まで大範囲サークルでＭＰ捨ててターンオーバーしてＨＰ調整してたのがいらなくなるんだぞ！　奥義にターンオーバーを入れなくても、鉄山靠（仮）を入れてしまえばＨＰ調整が出来るって事だ！　スキルチェーンの三種類に全部ダメージ系のアーツを盛れるわけだ！　絶対かつてない威力の奥義になるぜ！　フフフフフ――クククク！」

「蓮さんにとっては、デメリットもメリットになるという事ねコケ？」

　マイナスとマイナスを掛かけ合あわせてプラスにするのが魔改造の醍だい醐ご味みともいえる！

　これはなかなかその本来の魅み力りよくを体現できているのではないでしょうか！

（仮）が取れたら使用後残りＨＰ１が無くなってしまいそうなのが惜し過ぎるが――

　その限られた（仮）期間を有効活用させて貰もらおう！

「はいそうです！　じゃあ俺おれ早さつ速そく試ためして来るんでこれで！　ありがとうございました！」

（仮）が消えないように、撃つのは最低限の回数に留とどめつつ検証だ！

　俺はダッシュでココールの実家の屋や敷しきを後にしたのだった！







第６章　逆襲のロマン砲







「ふう……いい検証だったぜ――」

　ココールの母ちゃんことマミールさん、いやマミール師し匠しようから教えて貰った鉄山靠（仮）の検証を終えた俺は、すっかり満足して異世界サーマルの水上コテージに帰った。

　さっき一人で水上コテージを出た時のしょんぼり感などすっかり忘れ去り、気分爽そう快かいである。

　俺はパワーアップして帰って来たぞ！

　ちなみに検証に時間はそんなにかからなかった。と言うよりかけられなかった。

　あまり使うと鉄山靠（仮）の間だけ付いている性能、使用後残りＨＰ１が無くなってしまいかねないからだ。

　使い込んで（仮）が取れたら使用後残りＨＰ１が無くなって、むしろ弱体化するからな。

　本当ならもっと時間をかけて隅すみから隅まで性能を検証したい所だが、撃うつ回数は最低限に留めないといけない。

　さて、あきら達はもう帰っているだろうか――？

「ただいまー」

　とリビングに入って行くと、あきら達が既すでに帰っていて、何だか疲つかれた様子でぐったりしていた。

「あ、蓮れんく～ん……おかえりなさい」

「おぅ。みんなもお疲れさん！　で、どうだった？　『ハーデスローズ』は倒たおせたか？」

　俺達、いや『アーズワース海底遺い跡せき群ぐん』を攻略しようとする全すべてのパーティに立たちはだかった壁である。

　放っておいたらどんどん雑魚を呼び出し、攻撃を加えてもカウンターで雑魚を呼び出し、更に呼び出した雑魚の攻撃で与あたえたダメージで本体が回復するという凶きよう悪あくボスだ。

『アーズワース海底遺跡群』という時間制限制のダンジョン内では、その特性はよりクリアを困難にさせる。

　総合して、このゲーム内で遭そう遇ぐうした敵の中で一番強いと言っていいだろう。

　あきら達はシズクさんにもらった『超ちよう級きゆう転移石』を投入し、ダンジョンの滞たい在ざい時間を二時間も確保して攻略に臨のぞんでいた。

『ハーデスローズ』が呼び出す雑魚を枯かれるまで狩かってみよう作戦である。

　あれだけボコボコ生み出すのだから、トータルで出せる数には限界があるのではないかという推測に基もとづいた作戦だった。

「ごめ～ん……だめだったよ～」

　あきらがしょんぼりとして、肩かたを落としている。

「おおぉぉっ!?　マジで!?」

「マジだよぉ！　わたし達一いつ生しよう懸けん命めい『ハーデスローズ』が呼んだ『ブラックローズ』を狩りまくったんだけどね――全然止まらなかったの……」

「『ハーデスローズ』の所に行くまでは順調でしたわ、残り一時間四十五分残して到とう達たつできましたけれど――全く召しよう喚かんが止やむ気配がありませんでした」

　と、あきらに続いて赤あか羽ばねさんもため息を吐ついた。

「ごめんなさい高たか代しろくん。多分『ブラックローズ』を生み出す上限とかは無いんじゃないかしら」

「そうですし、絶対無限涌わきですし、あれは！」

　前まえ田ださんと矢や野のさんの言う通りかもな。

　もしくは何か雑魚の出現を止める条件があるとか？

「もしくは、我々がもっと早く大量に敵を倒していれば、止まったのかも知れんが――これでも相当急いだ方だ。皆みんな一生懸命やっていたよ」

「そうだぜ～……マジ疲れたわ。ノンストップでひたすら急いで狩り続けてたからさー……」

　疲れを見せないシズクさんに、ヘロヘロの片かた岡おか。

　シズクさんはタフなんだなー。皆みんな疲つかれてそうなのに一人平気そうである。

　ともあれ、単に雑魚を狩り続けただけでは、出現は止まらないという情報は得られた――と。

　これはこれで一つの攻こう略りやく情報だ。こういうのが積み重なって攻略法と言うものは確立されて行くわけで。

　このみんなの努力を無む駄だに――今からしてやろう！　全く違う攻略法でなぁ！

「そうかそうか――やってくれるなぁ、あいつ！」

「蓮くん、何で嬉うれしそうなの……？」

　あきらが不ふ審しんそうな目で俺を見て来る。

「いや――こんな事もあろうかと、次の手を用意しておいたからな！　そいつが日の目を見そうでちょっとテンションが上がっております！」

「ええっ!?　何かまだあったの!?　わたし、『超級転移石』が奥の手てだと思ってたんだけど――？」

「そうですわ。何だかとっても思いつめた顔をして、わたくし達を行かせたではありませんか？」

「それは何時間か前の俺だ！　ゲームキャラなんだから数時間あれば成長するんだよ！」

　主に限定クエストで得た報ほう酬しゆうのアーツとか、そういうのでな！

　あれは本当にいい限定クエストだったな――

「わたし達がいない間に、何かあったの？」

「ああ。ちょっと限定クエストが発生してココールの実家に行っててさ、それでパワーアップして来たぞ！」

「きゅ～！　りゅー、ぱわーあっぷした～！　おっきくなるぅ～！」

　あ、こらこいつ――！

　ココールには口止めしたが、リューが自ら言い出すとは。

「えっ!?　リューくんおっきくなれるの？　あああの、前に出てたグローアップってやつを覚えたのかな？　ねえねえどんな感じなの？　見せて見せて！」

　そんな事言ったらこうなるだろう！　しかし見せんぞ、誤ご魔ま化かす！

　あれは女の子達に見せていいモノじゃないと判断しました。自主規制します！

「いやいやいや！　気のせい気のせい、イベントで一いつ瞬しゆんそうなっただけなんだ。何も覚えてねえし！」

「ふぅ～ん？　ほんと？」

「ああ、ほんとほんと！」

「じゃあ蓮くんが別の何かでパワーアップしたって事？」

「そうそう！　マミール師匠のおかげで、俺の奥義も生まれ変わるんだぜ」

「マミール師匠って？」

「ココールの母ちゃん。めっちゃ強くてさ！　いい技教えて貰ってな！　これで俺も『ハーデスローズ』と戦える――って事で、もう一回『アーズワース海底遺跡群』行こうぜ！　フフフフ……今度は絶対勝てるぞ！　覚かく醒せいした俺の本気を見せてやるぜ！」

「えっ!?　今からまた行くの!?」

「わたくし少々疲れてしまったのですが――」

「そうね、ちょっと休きゆう憩けいが欲しいかも……」

「高代と違ってあたしら、めっちゃ働いて来ましたし！」

「ああ分かってる。俺もまだちょっと準備がいるしな。ちょっと行って来るから、皆休憩しててくれ！　んじゃ行ってくる！」

　と、出て行こうとする俺をあきらが呼び止めた。

「あ、待って蓮くん、わたしも一いつ緒しよに行くよ！」

「休んでなくていいのか？」

「んー。テンション上がって暴走しそうな蓮くんは、わたしがちゃんと見とかないとなあ――とかね？」

「大だい丈じよう夫ぶだと思うけど――まあ、なら行くか！」

　という事で俺とあきらは水上コテージを出ることに。

　出口の所で、あきらがにこにこと笑いかけて来る。

「いつも通りの蓮くんに戻ったね～。元気出て良かったね？　ちょっと安心したよ」

　何だか凄すごく嬉しそうな顔である。




　　◆◇◆




　さて、俺達が向かったのは浮ふ遊ゆう都市ティルーナの王宮エリアである。

　普ふ段だんは厳重に警備されていて、何かイベント事が無いと入れないのだが、俺達はギルド対抗ミッションで優勝した時に得た『好きなアイテム三つ貰える権』が残っているので、それを貰いに行くために入れて貰えた。

　んで、三つ貰える権のうち一つは同盟を組んだほむら先せん輩ぱいに譲ゆずり渡わたし、もう一つはココールが俺達の所に遊びに来るための移動用アイテムになった。

　なので残るは一つ――

　で、それを『ハヤブサの極光石』に交こう換かんしました！

　ほむら先輩から貰った分は、不幸なボタンのかけ違いにより無駄撃ちする羽目になったからな！

　次をどうにかして手に入れなきゃってトコにまだもう一個貰える権が残ってたのは幸いだった。

　本来もっと使い道はあるんだろうが、可能な限り迅じん速そくに『ハーデスローズ』を攻略するとなると話は別である。

　買い直す金も無けりゃ、それを稼かせいでいる時間も無いのだ！

　いや、金が無いのは俺のせいだが……ギルドショップの方をもっとテコ入れして、莫ばく大だいな金を稼げるようにしないとダメだな。

　雪ゆき達だる磨ま式に増えて行くロマン砲のランニングコストに付いて行けなくなる。

　これが終わったら考えねーとな。

　……というわけで、『ハヤブサの極光石』をゲットした俺達は、王宮の外に出て来た。

「あざっした！　失礼しまーす」

　上じよう機き嫌げんで門番さんＮＰＣに挨あい拶さつする俺を横に、あきらはちょっとため息をついていた。

「良かったのかなあ……なんかもっと使い道があったような気が――」

「いいんだよ！　前田さんも矢野さんもいいって言ってたろ？」

　一応前田さんと矢野さんには連れん絡らくしてちゃんと話はしてある。

　ま、まあ別にいいんじゃない的な反応だったが。つまりまあ、あきらと同じような反応って事だ。

「これさえあれば――『ハーデスローズ』も倒せる！」

「ホントかなあ……？　また無駄になったりしない？」

「あれ？　何か心配事でも？」

「っていうか、さっき『超級転移石』使って失敗してるしね……また失敗したら流石さすがにみんな辛いんじゃないかなぁとか。わたしは慣れっこだから別にいいけど」

　と、言いながらジト目なのはなぜだろう。

「えーと？　なら何故なぜそんな顔を？」

「いや、別にいいけどＥＦエターナルフアンタジーとかで、散々検証に付き合った挙句無駄でしたのパターンが続きまくった時の事とか思い出してたかなぁ？」

「ああ、なるほど。そういう時、画面の前でそういう顔してたんだな……」

「そうだね～。ゲーム内では地じ団だん駄だ踏ふむモーションとか、目をビカビカ光らせるモーションとか、オーガの仮面の装備被かぶったりして表現してたね」

「あーそうだったなあ。ガチムチ獣じゆう人じんだから怖こわかった怖かった」

「……という割には、何ら遠えん慮りよしてなかったような気もするけどね――それは今でも一緒かぁ」

「――まあな。一つの成功の裏には、十の失敗が隠かくれてるってもんだぜ！　悔くやんではいけません！」

「いやそれ巻き込んだ人の言う台詞せりふ!?　まぁいいけど、すっかり普段の蓮くんだね～。さっき死にそうな顔してわたし達だけで攻略行って来いって言ってたのに」

「ふっ……色々ありましたが俺は元気です！」

「はいはい――ホント急に元気だからテンションに付いて行くのが大変だけど……でも、次で決めてね？　あんまりピリピリし続けるのも、ちょっと嫌いやだし――」

「ピリピリしてたのか？」

「ん～ほら、さっき蓮くんらしからぬ感じで送り出されたから、みんな絶対クリアしないとって意気込んで逆に緊きん張ちようしてたと言うか――」

「あ～なるほど……」

「でもそれって、そもそもわたしのために『レインボーガード』取ろうとしてくれてるからなんだよね？　なんか申し訳ないなぁって――ごめんね、皆が純じゆん粋すいに楽しめないよね」

「いやいやそこはあれだ、あきらが退学とかになったらもっと嫌だからさ。俺だけじゃなくてみんなそうだぜ？　だから真しん剣けんになるんだよ。家の事情なんて子供には選べねぇんだから、あきらが悪い事なんて何もないと思うぞ」

「ふふふっ。そう言ってくれると嬉しいな。これ終わったら、みんなに何かお礼しないとだね」

「おーじゃあみんなを家にでも呼んでくれよ、きっと食ったことないような美味うまい飯が出てくるんだろ？　最近夏休みだからかカレーか素そう麺めんが多くてさ――たまには何か美味いもん食いたいなと！」

「えええぇぇっ!?　リアルのわたしの家に興味あるの!?　来てくれるの!?」

「ま、まあ――迷めい惑わくだとは思うけどさ」

「う、ううん！　いいよ！　そんなのむしろわたしへのご褒ほう美び……あ、いや――とにかくじゃあ今回のこれが終わったら、お礼にみんなをうちに招待するね。美味おいしいものいっぱい用意しておくから！」

「おお！　でも大丈夫なのか？」

「いいよいいよ、全然いい！　絶対ダメとは言わせないから！　じゃあ約束だよ？」

「ああ。楽しみにしてるぜ」

「うん、こちらこそ！　じゃあそうと決まったら早さつ速そく『ハーデスローズ』狩りだね！　早く行こ！　早く早く！」

　あきらはにこにこ笑え顔がおで、俺の手をぐいぐいと引っ張ってくる。

　いつの間にか、俺よりあきらの方がやる気に満みち溢あふれていたりするのだった。




　　◆◇◆




　と、いう訳で俺達は水上コテージに戻ると早速『アーズワース海底遺跡群』に再び向かった。

　今日もまだ、そんなに人は多くない。

『超級転移石』を確保すべく、ゲーム屋台のあるお祭りエリアの方に人が集まっているからだ。

　今こっちにいるのは、何か試ためしたい作戦を持って来た攻略班か、『アーズワース海底遺跡群』の内部ダンジョンで『上級転移石』や『超級転移石』を集めようとしている収集班かのどちらかか。

　まあ単に『超級転移石』を持ってきても、雑魚の出現に上限はないっぽいから無駄なんだけどな。

　他ほかのパーティで試した奴やつがいるかどうかは不明だが、失敗したとしてもその情報がそう簡単に表に出てくることは無いだろう。

　他のパーティを助ける攻略情報になってしまうからな。

　情報が出るとすれば、攻略が成功した後だろう。

　自分達が『レインボーガード』を確保した上で、ドヤ顔で攻略情報公開と。

　……俺もドヤりてぇ！　そうすれば、紋もん章しよう術じゆつ師しの知名度向上にもなる！

　とにかく、何らかの攻略法が見つかればこちらにがっと人が増えるはず。

　その攻略法をコピーして後追いするために、だ。

　それが無いって事は、まだまだ『ハーデスローズ』が踏ふん張ばっているという事。

　ようし、今から一番乗りで倒させてもらうぜ！

　ちなみにメンバーは片岡に交代して貰ったので、俺、あきら、前田さん、矢野さん、赤羽さん、シズクさんだ。

「最後に一個だけ『上級転移石』が残っててよかったなあ、今ゲーム屋台めっちゃ混こんでるし、手に入れるのに時間かかりそうだからな」

　屋台のゲームをハイスコアでクリアしたら、普ふ通つうの『転移石』の二倍、60分間内部にいられる『上級転移石』が貰えるのだが――

　今は各ギルドの妨ぼう害がい工作が炸さく裂れつしまくってるから、ゲームをやらせて貰うためにはすげー並ばないといけない。

　流石にその時間は勿体ない。もたもたやっていると、エミリー達や雪ゆき乃の先せん輩ぱいとほむら先輩のチームに先を越こされる事になってしまう。

「そうだね――ここで決めちゃおうね！」

「高代くん、勝算はあるのよね？」

「おう、もちろん！　まぁ楽しみにしててくれ！」

「期待してますし。あの『ハーデスローズ』はむかつくですし、ぶっ倒したいですし！」

「そうですわね。『超級転移石』を使わされて失敗させられましたもの。少々腹立たしいですわね」

「何にせよ、こういう勝負事は勝ってこそだ。勝てるというなら期待させてもらおう」

「うぃっす！　任せて下さい！」

　なんて話しながら入り口に近づいていくと――

「「ちっくしょおおおぉぉぉぉぉ～～～～っ！」」

　雪乃先輩とほむら先輩である。

　台詞まで被らせて、なんだかブチ切れながら駆かけ出だしてきた。

　何だ何だ？　あと一ミリくらいまで『ハーデスローズ』を削けずったけど、惜しいとこで負けたとかか？

「先輩！　何騒さわいでるんですか？」

「どうかしたんですか？　雪乃さん、ほむらさん」

「おっ!?　蓮にあきらか――どうもこうもないぞ！　このクソゲーめが……！」

「あんたが悪いんでしょうが、文句言う前に過去の自分を反省しなさいよ」

「何を言ってるお前もだろう!?」

「度合いが違うわ！　あたしとあんたでは倍以上の開きがあるわよ！」

　何だ何だ？　何の事だ――？

「『ハーデスローズ』に何かすごい仕し掛かけが……!?」

「ああ実はな――」

「あ、こら雪乃！　しゃべっちゃダメでしょ！　みんな競争なんだから！」

「む……そ、そうだな――すまんな、蓮。そういう事らしい」

「いや、仕方ないっすよ。当然ですからね」

「悪いわね。ただ一つだけ言っておくけど――君達が思っているよりも恐おそろしいかも知れないわ、これは――」

「……大丈夫っす！　こっちにもちゃんと手はありますから！」

　まあ俺達と雪乃先輩達たちのレベルは違うから、同じ『ハーデスローズ』でもレベルに合わせてステータスとか行動とか変わってくるんだろうけどな。

　どのレベル帯でも似たような難易度になるように調整はされてるんだろうが、実際どのレベル帯が一番楽かはよく分からんし、検証も不可能だからなあ。

「頑がん張ばれよ、蓮！　じゃあ私達は帰るからな！　またな！」

「急ぐわよ雪乃！　早く家に帰るのよ！」

　帰るのか？　リベンジマッチとかはしねーんだな。

　この後何か用事でもあるのかな？

　ともあれ、先輩達を見送った俺達は『アーズワース海底遺跡群』の突とつ入にゆう口こうへ。

「こんにちは♪　中に入りたい人は、私の口に『転移石』を投げ入れてね♪」
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　アニメ声のライオンヘッドが、俺達に呼びかけてくる。

「『上級転移石』でＢ71から頼たのむ！」

　さぁ、行くぞ！

「はぁい♪　それじゃあいってらっしゃーい♪」

　アニメ声のライオンヘッドの声を聴ききつつ、目の前の視界が歪ゆがむ。

　ダンジョン内部へのワープだ。

　歪んだ視界が元に戻もどると、そこは青黒い石で構成された遺い跡せきダンジョンの中だ。

　さぁＢ71に戻って参りました！

『上級転移石』使用なので制限時間は60分、ハーデスローズはＢ80にいるからそこまでは普通に進まざるを得ない。

　フロア毎ごとに出される攻略のお題をクリアしながら進むわけだが、モノによっては時間がかかる。

　変なお題が出ないといいな。最悪あれもあるしな、モンスターハウス。

　モンスターが大量に出て来て、数の暴力でボコボコにされるあれだ。

　低確率だとは思うんだが、あれが出るとかなりきついからなあ。

　まあ、口に出すとホントに出そうだから触ふれないではおこう。

「さぁ、お題は何だ!?」




　ピンポーン。ゲート解放条件、敵モンスターを全ぜん滅めつさせろ！




　お。まぁ普通！　よし、ガシガシ倒すぞ！

「よし敵、集めてきますし！」

　矢野さんが『スプリント』を発動して速そつ攻こうで走って行った。

　見ての通り、一時的に足が速くなるスキルだ。

　これで敵に追いつかれないようにしつつ、襲おそってくる敵にわざと絡からまれてかき集めてくるわけだ。

　理想を言うと、このフロアにいるモンスターを全部モンスタートレインして連れてきて欲しいよな。

　そこを待まち伏ぶせて一気に殲せん滅めつ！　という訳だ。

　俺も『ディアジルサークル』の鈍どん足そく効果を使えばモンスタートレインを引っ張ってくることは出来る。

　が、移動速度自体は通常速度で、敵の足を遅おそくしつつ引っ張るので、自分が速くなって行って帰ってくる矢野さんの方がかかる時間は総合的に少ない。

　最適任は矢野さんなので、効率を考えると任せてしまった方がいい。

「じゃあわたし達はＡＰアーツポイント溜ためだね！」

「ですわね！」

　あきら達は、一番近くに見えた敵に向かって行き、ビシバシ殴なぐり始める。

　あえて近い奴は見み逃のがして残して行った矢野さんは良く分かってる。

　皆動き出しが早くて、何と言うかチームワークが一層高まったような気がするな。

　やっぱさっきまでここに来てたからだろうな。

　俺はココールの実家に行って、ファッキン野や郎ろうになってしまったリューとか、何かとんでもなく強かったマミール師匠とか、いろいろショッキングなものを見せられていたからか、一瞬反応が遅おくれてしまった感。

　俺もキリキリ働かないと！　出来る範はん囲いでな！

　正直道中の雑魚ざこ連戦への適性が低いのは変わらないので、そこまで重要な仕事も無いが――

　取りあえず『エレメンタルサークル』で支し援えんしつつ俺もＡＰアーツポイントを溜めておこう。

　暫しばらくすると、矢野さんが大量にモンスターを引き連れて帰って来た。

「後よろしくですし～！」

「うん！　優ゆう奈なちゃん！」

「行きますわよ！」

「任せておけ――！」

　あきら、赤羽さん、シズクさんが一いつ斉せいに範はん囲い攻こう撃げきのアーツや奥おう義ぎを撃ち込む。

　それにより、矢野さんが連れてきた敵の殆どが壊かい滅めつ。

　物理攻撃に強いスライム系の敵がちょっと残ったが、残り僅わずかのＨＰは前田さんが的確に攻撃魔ま法ほうで処理していた。




　ピンポーン。ゲート解放条件を達成！　次の層へのゲートを目指せ！




「……」

　大だい丈じよう夫ぶ大丈夫、俺の仕事のメインはＢ80にある！　それまではぶっちゃけ寄生と言われようが気にしない！

　これでも『エレメンタルサークル』出来るようになった分、マシにはなってるんだ！

　ただ元がアレ過ぎるだけでな――！

「さぁ次行こう、蓮くん！」

　気合の入った顔をしたあきらが、俺に呼よび掛けて来る。

　うーん、頼もしい！　Ｂ80までおねがいします！

　という訳で俺達は次のＢ72へ。




　ピンポーン。ゲート解放条件、敵モンスターを全滅させろ！




　うむ。まぁ寄生感に俺の胸がちょっと痛む以外は何ら問題ないな！

　特に何事も無くクリア！




　――Ｂ73。




　ピンポーン。ゲート解放条件、巨きよ大だい化かモンスターを倒せ！




「うわ！　アイランドバニーだ！　アイランドバニーがデカくなって帰って来た！」

「いつも特に理由も無く襲い掛かってくる蓮くんへの恨うらみで巨大化したとか……？」

「なんだその設定は――？　とにかく倒すぞ！」

「うん――じゃあ様子見っ！」

　あきらがスカイフォールの衝しよう撃げき波はを放つ！




　ボエエェェェェッ！




「あ……一発で死んだ!?」

「えぇぇぇぇっ!?　あ、あんなに大きくなってたのに――!?」

「あーあれかもな。元のステータスとかレベルを数倍に引き上げた系なのかもな。もともと弱いから数倍化しても大した事ないって感じか」

「……なんか悪いことしちゃったかなぁ」




　ピンポーン。ゲート解放条件を達成！　次の層へのゲートを目指せ！




　まあいいや次行こう次！




　――Ｂ74。




　ピンポーン。ゲート解放条件、今から出題される問題に合計六問正解せよ！

　不正解の場合はペナルティ！




　ん――！　来たなクイズ系！

「「お願いしまーす！」」

　俺と矢野さんの台詞がモロに被る。

　うん、この層は寄生してる感によるいたたまれなさはあんまりないな！

　何故なぜならもう一人寄生する気満々の人がいるから！

　仲間がいるっていいなあ――

「……任せて！」

　前田さんが一歩前に進み出る。

「がんばろ！　琴こと美みちゃん！」

　その横にあきらが進み出る。

　まあうちの体制としては、こういう場合は二人にお任せ！　だ。

　俺も矢野さんもこの学校に入って成績は上じよう昇しよう傾けい向こうだが、元々のレベルがこの二人とは違うからな。

　流石さすが大学教授の娘むすめさんと上流階級のお嬢じよう様さまはワケが違ちがうのである。

　教育が行き届いてますなあ！




　――ただし、一度正解した人は問題の解答権を失います！




「「「何いぃぃぃっ!?」」」

　おいぃぃぃっ!?　必殺のあきらと前田さんにお任せが通用しないんだが!?

　このルールだと、俺も矢野さんも一問は正解出さねえとダメってことになる。

　っていうかビビってる声が一人多いな!?　誰だれだ――!?

　あきらと前田さんはどんと来いのはずだし、シズクさんは――平気そうな顔だな。

　って事は、赤羽さん――？

「な、な何かしら……？　わたくしの顔に何かついていまして？」

「いや――大丈夫かなって」

「ご、ご心配には及およびませんわ！　わたくしより自分の心配をされてはいかがですか!?」

「まぁそりゃそうだが――」

「優奈、高代くん！　分かる問題が出たら二人が優先的に答えて！　二人が分からない問題を私達が答えるから」

「ああ分かった！」

　まぁ前田さんとあきらはオールマイティだからな。

　俺達の分からない問題を答えて貰もらった方がいいな！

　とりあえず数学こい数学！　それなら俺得意だからな！




　では第一問！　ジャンルは美術！

　ペイントソフトやフォトレタッチソフトなどで、画像を乗せる仮想的なシートの事を何というか？




「はいはいはいはいっ！　わかりますし！　レイヤーですし！」




　ピンポーン。正解です！




「きゃー！　やりましたし！　一抜ぬけたーっ♪」

　矢野さんが嬉しそうに飛とび跳はねる。

　これ矢野さんにとってチャンス問題だったなぁ！　絵が得意だもんな。

「いいわよ、優奈！」

「いいよいいよ！　この調子で行こうね！」

「これでかなり有利になったな――！」

　一番やばそうな子が一抜けしてくれたしな！

「あ！　一番ヤバいやつが抜けて助かったって思ってますし!?」

「え？　ええと……」

「あははは――」

「フフフフ――」

　微び妙みように目を逸そらす俺達。

「あっははは！　あたしが一番思ってますし！　やったやった！　あーほっとした！　あとは高みの見物ですし、頑張って～♪　特にここまでほぼ役に立ってない高代はちゃんとするべーし！」

「急によく喋しやべるようになったなぁ！　俺と一緒に何いぃぃっって言ってたのに！」

「ふっふふ！　この気持ちは成功した者にしか分からない、選ばれし者の特権ですし！」

　ホント機き嫌げん良さそうだな！

　俺も早く正解して選ばれし者の特権を味わいたい所だ！

「くっ――俺だって数学さえ来れば！　数学来い数学来い数学来い！」




　第二問！　ジャンルは数学！




　来たぜ俺の問題！　唯ゆい一いつの得意ジャンル！

　よっしゃ数の問題は任せろ！　俺の時代が来たぜ！




　五人でかくれんぼをしました。

　二人見つかりました。残りは何人隠れていますか？




「はい分かりますわ！　三人ですわ三人！」

　と、俺より早く赤羽さんが反応！　しかし――




　ブブー！　不正解！




「ええぇぇっ!?　だって――！」

「赤羽さん、二人だ二人！　一人鬼おにだから元々隠れてるのは四人だしな！」

「あ――そ、そうですわねわたくしとした事が……！」

　ちょっと冷静じゃなかったんだな。

　ひょっとして赤羽さんもクイズ苦手派なのか？

　あきらと同じお嬢様だから、あきらと同じレベルだと勝手に思ってたが……？

「ドンマイドンマイ！　次正解しよう次！」




　罰ばつゲーム！　対象は――!?

　デロデロデロデロデロデロ――！




　おぉ何かドラムロール!?　無駄な演出！




　デン！　あなたです！




　上に方からスポットライトが、あきらに降り注いだ！

「えっ!?　わたし!?」

　うわ間ま違ちがえた本人じゃなくて、他にも被ひ害がいが及ぶ系だこれ！




　罰ゲーム内容！　メタルコーティング！




　ぽん！　あきらの体が灰色っぽい煙けむりに包まれて――

「きゃあっ!?」

　数秒して煙が晴れて――出てきたあきらの姿は、このダンジョンでの固定装備と化している浴衣ゆかたのままである。

「んんん？　特に何も変わって無さそうだが……？」

　メタルコーティングって何だったんだ？

「ほ、ほんとだね――何とも……」

　というあきらの前に、ポンとシステムウィンドウが。

　そこに記されている内容は――




　ライブシルクドレスがメタルコーティングされた！

　以下の性能になりました。




　鉛なまり色いろのライブシルクドレス

　種類：鎧よろい　装備可能レベル：65　防ぼう御ぎよ力りよく：66（×３）

　装備可能ジョブ：ソードダンサー

　特とく殊しゆ性能：装備時移動不可




「わ！　なんかアイコンもメタルっぽくなってる！」

　ライブシルクドレスはあきらが普段装備しているソードダンサー衣装である。

　まぁレベルなりの装備で、いつもの通りデザインは可愛かわいいが露ろ出しゆつ度どが高い。

『エンジェルチャーム』のようにガード無効などの特別なプロパティはないので、レベルが上がったらより防御力の高いやつに置おき換かえられていく運命の位置づけのものだ。

　それが、ウィンドウに表示される装備のアイコンからして、メタリックな感じに変化していたのだ。

　なるほど防御力は三倍増するが、装備すると移動できなくなると――

　これが罰ゲームのメタルコーティングって事なんだな。

「ほほー……これは使いようによっては――」

　まぁこの効果自体は、いい面も悪い面もありそうだ。

　さすがアイテム運などのリアルラックがカンストしているラッキーガールのあきらさんなので、罰ゲームを喰くらってもそこまで酷ひどいのに当たらないのだ。

　元々のライブシルクドレス自体、ショップで買える系の量産品だし、一つくらいこういう尖とがった性能にチェンジしても構わないだろう。

　これが『エンジェルチャーム』とかだったらまずいもんな……

　まあレアものは避さけてくれるのかも知れないが。

　普通なら今装備してる浴衣が喰らいそうなものだが、レアだから避けてカバンの中のライブシルクドレスが変化した的な判定の可能性もある。

　ともあれもしあれを俺おれが喰らって、せっかくラスト一枠わくの権利を使って貰って来た『ハヤブサの極光石』を使った『隼はやぶさのダマスカスソード』が使用不能とかにならなくて良かったな――危ない危ない。

「まぁそんなに悪くない……かな？　次の問題がんばりましょう！　ね、希のぞ美みさん！」

「え、ええ――二度とあんな失態は犯おかしませんわよ！」

　って言うか、次数学来るのはいつだろう？

　俺のチャンスがスキップされてしまったわけで！




　第三問！　ジャンルは英語！




　はい出たー！　不得意科目！　興味が無いんだよ興味が！

　英語なんてゲーム用語が分かればいいのだ！

「頼んだ！　あきら、前田さん！」

「あはは……速攻で考えるのを止やめたね蓮くん」

「ま、まあ仕方ないわよ。ここは任せて」

「きゅ～りゅ～もがんばるる～！　えいごとくい～！」

　リューがくるくる飛び回りながら、声を上げていた。

「わ！　リューくん偉えらいねえ！　蓮くんの分まで頑張ってあげるんだね！」

「そうね、偉いわ！　お利口さんね？」

　あきらと前田さんが、笑顔でリューに声をかける。

「ふむ……主あるじの趣しゆ向こうを読み取っているという事なんだな。よく出来ているな」

　と、シズクさんも感心した様子だ。

　――はっ!?　マズイ！　そう英語！　俺が英語苦手だからって事で、大きくなったあいつはあんなおかしな事になってたっぽいからな……！

　俺が英語の苦手を克こく服ふくしたと伝わらないと、性格改善が進まないではないか！

「前言撤てつ回かい！　俺が頑張るぜ、リュー見てろよ！」

「きゅ～？　うん、がんばって～！　おーえんするる～！」

　うむ、これでいい！　これでいいんだが――

　問題はこれを俺が正解できるかどうかだ！




　次の英語を日本語に約しなさい。

　When in Rome, do as the Romans do.




　ええと……？

　フェンインルーム、ドゥアズザロマンスドゥ？

　インルーム？　部屋の中か？

　ロマンス？　ロマン？　ロマン砲ほうの事か!?

　部屋の中でロマン？　何？　データ検証でもしてんのか？

　地道なデータと計算の上にロマン砲は成り立つからな！

　つまり、地道にデータを積み上げてロマンを追えってことだから……？

　ん～何だそれっぽいのは？　多分格言っぽい何かだよな？

　調べるのが重要、検証データを積み上げた上にロマンが……

　――おおそれっぽいのあるぞ！




「はいはいはいはいっ！」

「蓮くん、大だい丈じよう夫ぶ!?」

「オーケー任せろ！　俺は英語を克服してやるぜ、見てろリュー！」

「きゅ～！　れんがんばれ～」

「答えは――敵を知り己おのれを知れば百戦危あやうからず！」




　綿密に下調べしてる感、出てるよな!?

　つまり世界を制するのは検証勢だと昔の偉い人も言っておられるわけだ！




　ブブー！　不正解！




「何ィ!?　ち、違うのか――!?」

「正解は郷ごうに入れば郷に従え、よ。高代くん……」

「あぁロマンスじゃなくてルーマンズって事か!?　うわあぁぁぁ惜おしい！」

「惜しくない惜しくない……そんな無理に答えるなんて蓮くんらしくないなぁ」

「いや、この場合は姿勢が大事でな……姿勢が――！」

「？」




　罰ゲーム！　対象は――!?

　デロデロデロデロデロデロ――！




　ああ、けど無情にもまた始まるドラムロールが！

　苦手にも果か敢かんにチャレンジする積極性とか、評価されないんですかね!?

　あああああぁぁ！　再び不正解の罰ゲームが……！




　デン！　あなた！




　スポットライトが当たったのは――俺である。

「むっ……!?　俺か――!?」

「自己責任ですし！　外した奴が罪を償つぐなうですし！」

　すっかり気の大きくなった矢野さんが、俺にヤジを飛ばしてくる。

　おのれ自分は正解したからって……！

　まあとりあえず、罰ゲームは何だ!?

　メタルコーティングはちょっと怖こわいな、変に必要な装備の性能を変えられると――




　スキル封ふう印いん！　ダンジョンから出るまで一部スキルが使用不可能になります！




「!?　何ィ!?　やべえぇぇぇぇ！」

　うわまずいこれ！　『ファイナルストライク』とか『抜ばつ刀とう術じゆつ』とかがいかれたらヤバイ！　それだけで詰つむんだが……!?

　頼む『ファイナルストライク』とかは避けてくれ……！

　くっそ、親としてリューに英語も大丈夫って姿勢を見せたかっただけなのに――！

　ダメだ英語はもう答えられない、危険過ぎる！　次はあきら達に任せよう！




　蓮のグローアップが使用不可能になりました！




「お……!?　おおお助かった――!?」

　ほっと胸を撫なで下おろす。

　これならどうせ使う気も無かった――って言うかダメじゃねーか！

「あーっ！　蓮くんやっぱりグローアップ使えるようになってたじゃん！　何で隠かくしてるの!?　後で見せてよね～！」

　そう、俺が覚えてるのバレたじゃねーかちくしょう！　ゲームの攻こう略りやくには関係ないが、人間関係の攻略の難易度は上がったぞ！

　あきら達に成長したリューを見られてしまう……！

「リューちゃん、大きくなれるようになったのね!?　楽しみにしてるわ！」

　ああああ前田さんも期待に目をキラキラさせ始めた。

「きゅ～！　後で大きくなりゅりゅ～！」

　機嫌良さそうにしているがコイツめ――！

　ああああああ、こんな純じゆん粋すいに子こ竜りゆうの成長を楽しみにしてる美少女達に、ファッキンドラゴンを突つきつけねばならない事実！

　何てこった――気が重い！　気が重いぞ！

　だがしかし、恐きよう怖ふのクイズはさらに続く！




　続いて問題――




「蓮くん、分らない問題は無理しないでわたし達に任せてくれていいからね？」

「ああ分かってる、今のは悪かった……！」

　まあ一いつ旦たん英語出たし、暫くは出ないだろう。

　次出る前に全員正解で終わらせたい――！




　第四問――ジャンルは音楽！




　うん全然自身無いし、ここは大人しくしとこう。

　マジでこれ、下手に動いた方がヤバいからな。

　現時点では、分からない問題は答えないでいい。

　まだ前田さんもあきらも残っているのだから、分からない問題は何とかしてくれるはずだ！

　俺のステイ作戦は成功し、四、五、六問目と連続正解！

　前田さん、シズクさん、あきらと実にスムーズな解答っぷりだった。

　残るは俺と赤羽さんである。




　第七問――ジャンルは数学！




「ん――！」

　よっしゃ来た！　チャンス問題！　ここで正解するぞ！

「頑張って蓮くん！　答えられるよ！」

「オッケー！　やってやるぜ！」

「のぞみ～るも頑張れですし！」

「え、ええ――分かっていますわ！」

　変な呼び方されても怒おこる余よ裕ゆうがないのか、別にそう呼ばれてもいいと思っているのか――

　まあ何にせよ、赤羽さんもちょっと苦戦してる感。

　元々はあきらのライバルキャラ的な感じじゃなかったか？

　ライバルキャラなら成績も同じ位なんだろうと思ってたが――違うのか？

　ともあれ問題だ！




　あるサラリーマンが、車を運転して家から隣となり町まちまでの距きよ離りを往復しました。

　行きは時速40キロ。帰りは時速60キロ。

　では、サラリーマンの車の平均時速は？




「はいはいはいはいっ！」

　俺は速攻で挙手して声を上げる！　この問題、貰った！

「答えは――時速48キロ！」

「えぇぇっ!?　違いますし、ごじゅ――」




　ピンポーン！　正解です！




　野や次じ馬うまが何か言ってたが俺が正解です、本当にありがとうございました！

「え……!?　正解ですし？　良かったけど良くないですし、何で？　ことみー」

「60キロで走る方が、走っている時間は短くなるでしょ？　平均時速は走っていた時間で割るから、時間が短い分、足して２で割るようにはならないのよ」

「なるほど分からんですし……！」

　まあ、前田さんの解説の通りである。出来れば俺がドヤ顔で解説してやりたかった気もするが！

　とにかく、あと一問！

「赤羽さん、ラスト頼むぜ！　決めてくれよ！」

「わ、分かっていますわ……！　心配はいりませんわ！」

「希美さん、大丈夫ですか？　体調でも悪いの？」

「い、いえ……！　そうではありません、ここの所少々成績が落ちていますので、不安になってしまっただけですわ――お兄様にも注意をされてしまいましたので……」

　ふーむ……？　あのお兄様に成績の事とか言われても、まずはお前のその格好を何とかしてから言えとしか思えんがな――？

　あんなお兄様でもちゃんと尊敬してるっぽい赤羽さんは、いい妹なんだなー。

「しかし成績が落ちるとか、この学校なのに何で――？」

　と俺は思った事を口にする。

　学校での成績がゲーム内報ほう酬しゆうとして還かん元げんされるのにやらない手はないんだがなー。

　俺は元より、あの勉強は最も縁えん遠どおい人種と思われるギャルの矢野さんまで成績上がってるのにな。

「……って事は、このゲームじゃない部分で成績が下がる要因があったって事だよ。希美さん、それって前に言ってた……」

「ああああちょっと！　ここでそれ以上は言わないで下さいませ！　まぁ、人生と言うのは楽しい事が多くて困りますわね――」

「――だからって成績落ちるのは良くないと思いますけど……」

「あ、あなたもそうなれば、わたくしの気持ちが分かりますわ！　仕方がないんです！　病のようなものです！」

「ん？　何だ？　俺が知らんうちに何か新作の面おも白しろいゲームでも出たのか？」

　で、赤羽さんはそっちに浮うわ気きをしていると？　まあそういう事もあるわな。

「「…………」」

　え？　何で俺二人からジト目で見つめられるんですか!?

「とにかく希美さん！　成績下がったって言っても一時的なものだし、元々は出来るんだから、しっかり！」

「ええお任せくださいな！」

　で、次の問題の国語！　赤羽さんは落ち着きを取とり戻もどして冷静にクリア！

　ようやく次の層に行けるな！　この層はちょっとヤバかった！




　――Ｂ75。

　ピンポーン。敵モンスターを全ぜん滅めつさせろ！




「ん――！　よっしゃ乗り込めー！」

「クイズと違ってアタマ使わないから楽ですし！」

「二人とも急に元気になったねえ……」

「ほんとね……」




　ピンポーン。クリア条件達成！　ゲートが解放された！




　――Ｂ76。

　ピンポーン。敵モンスターを全滅させろ！




「連続か！　考えなくていいのはいいけど、時間は結構食うんだよなこれ！」

「文句言うより手を動かすですし！　敵集めてきまー！」

「頑がん張ばって優奈ちゃん！」

「出来るだけ早くね！」




　ピンポーン。クリア条件達成！　ゲートが解放された！




　――Ｂ77。

　ピンポーン。敵モンスターを全滅させろ！




「おいちょっと全滅指令が多くね!?　時間が――！」

「急ぐですし！」

「うん急ごう！」

「ちょっと時間が気になるわね――！」




　ピンポーン。クリア条件達成！　ゲートが解放された！




　――Ｂ78。

　ピンポーン。敵モンスターを全滅させろ！




「ああああああああこの野や郎ろう！　馬ば鹿かにしてんのか!?」

「ついてませんし！　誰かが入って運気が落ちたかもですし！」

「まあ、蓮くんってアイテム運とかランダム運は決して良くはないんだよね――」

「急いで！　もう残り10分を切りそうよ！」




　ピンポーン。クリア条件達成！　ゲートが解放された！




　――Ｂ79。




　あと一つ越こえればハーデスローズに会える！

　時間は無いが、まだ間に合うはず……！　とにかく急がないと！

　簡単なの来い！　簡単なの！

　巨きよ大だい化かモンスターを倒たおせで、さっきみたいにアイランドバニー巨大化でお願いします！

　祈いのるような気持ちで、ワープアウトした瞬しゆん間かん――




　うじゅじゅじゅじゅじゅじゅ！

　グルグルグルグルグルグルグルグル！

　ケケケケケケケケケケケケケケケケケ！




　大量のモンスターが蠢うごめく音が――！

　正方形のでかい広場の中が、まるでモンスター達たちの満員電車状態！

　こんなに集まって、今日は何かお祭りでもあるんですか!?

　ああそうか、俺おれ達をボコボコにするっていうモンスター達のお祭りなんだなこれは！

「あああああああああああ！　こんな時にやりやがったなあぁぁぁぁぁ！」

　このダンジョンの中の人めえぇぇぇぇっ！

　いや勿もち論ろんそんな奴やつはいなくてプログラムの悪戯いたずらだと分かっちゃいるんだが、恣し意い的てきな何かを疑わざるを得ないのである。




　ピンポーン。モンスターハウスだ！

　どうやらこの階層にはモンスターが大発生しているようだ！




　だから一拍ぱく遅おそいんだよ！　既すでにもうみんながボコボコに殴なぐられ始めている！




　こんなことはめったに起きない。なんて運が悪いんだろう！

　ゲートは既に開いている！

　とにかく早く次の階層へのゲートを探して逃にげ込もう！




　はいはい分かりました分かりました！

「くっ――亀きつ甲こうガード！」

　取りあえず、ガード用のアーツを即そく発動するしかなかった。

　敵がボコボコに俺を殴って来るが、ノーダメあるいは一桁けたダメ連発。

　これが続いているうちは、何とか……！

　しかしこれはカチカチにはなるが動けない。

　今のうちに、なんとか打開策を！　ここは諦あきらめてやられるのを待つってわけには行かない！

　と俺が思う側そばから――




　琴美は１８１のダメージを受けた。

　琴美は２２５のダメージを受けた。

　琴美は２０２のダメージを受けた。

　琴美は２３４のダメージを受けた。

　琴美は２６２のダメージを受けた。

　琴美は２４９のダメージを受けた。

　琴美は２５５のダメージを受けた。

　琴美は２７８のダメージを受けた。

　琴美は２６３のダメージを受けた。

　琴美は力ちから尽つきた……




「だ、駄だ目めっ……！　どうしようも――」

　一番防御力の低い前田さんが真っ先に落ちる。

「聞いてませんわ、こんなの――！」




　希美は力尽きた……




　ああああ赤羽さんも！

　それから一拍ぱく置いて――

「やっぱ運悪いですし……！」

「酷い話だ――！」




　優奈は力尽きた……

　シズクは力尽きた……




　盾たてを持ってる矢野さんと、ジョブが格かく闘とう家かで素すでタフなシズクさんも同時落ち。

　流石さすがに盾持ってても後ろから殴られたらどうしようもない――！




　あきらのヒールステップが発動。蓮のＨＰが２５０回復した。




　そんな中で目に飛び込んで来るこのログは――あきらは無事なのか!?

　赤羽さんと同じくらいの堅かたさだから、見落としてるだけで沈しずんでても可笑おかしくなかったのだが――

「蓮くん大丈夫!?　まだ粘ねばれる!?」

　声のした方を向くと、俺と同じようにモンスターに取り囲まれまくっているあきらの姿が！

　囲まれ過ぎでちょっと見み辛づらいが、その姿はこのダンジョンでデフォルト装備と化していた浴衣ではなかった。

　キラッとメタリックに輝かがやく感じの、ソードダンサー衣装である。

　この形自体はいつものやつと同じだが――？

　ああこれはさっきのアレか！　メタルコーティングとやらを食くらったやつ！




　あきらは11のダメージを受けた。

　あきらは16のダメージを受けた。

　あきらは７のダメージを受けた。

　あきらは21のダメージを受けた。

　あきらは16のダメージを受けた。

　あきらは14のダメージを受けた。

　あきらは５のダメージを受けた。

　あきらは８のダメージを受けた。

　あきらは17のダメージを受けた。




「ああ――！　ってか堅いなそれ！」

　あきらは別にステータスをＶＩＴ耐久極振ぶりにしてるわけでもないのだが、喰らってるダメージはＶＩＴ耐久極振りかつ亀甲ガード発動中の俺とおなじくらいである。

　ボコボコに殴られているが、ダメージが小さいのでまだ余裕がありそうだった。

「うん！　メタルコーティングされていなかったらやられていた――ってやつだね！」

　まあ確かに見た目もメタ○スライム的な光こう沢たくと色合いになっているのだが――

　ベースは普ふ段だんのソードダンサー装備である。

　言わずもがな露出度は高い。だから結局メタリック部分より肌はだ色いろ部分が多いのだがこの防ぼう御ぎよ性能！

　これぞザ・ゲームと言えるメルヘンである。

　リアルに考えたらその露ろ出しゆつしてる素す肌はだにモロに攻こう撃げき当たるからな！

　だが見た目も性能も兼かね備そなえているのでむしろ大だい歓かん迎げい！　素す晴ばらしいな！




　あきらのヒールステップが発動。あきらのＨＰが１８８回復した。




　そして自己回復をするあきらである。

　ソードダンサーの回復ダンスはＡＰアーツポイントを消費する。

　で、敵から攻撃を受けた際にもＡＰアーツポイントは増える。

　なのでダンスによる消費ＡＰアーツポイントあたりの回復力と、敵の攻撃による取得ＡＰアーツポイントあたりのダメージ量が釣つり合あっていたら、基本ＨＰは減らない。

　あきらは延々自己回復して不ふ沈ちん要よう塞さい状態になれるのである。

「回復間に合ってるのか!?」

「うん！　行けるよ！　むしろＡＰアーツポイントが溢あふれる感じ！」

　と、今度は俺の方に回復を飛ばしてくれる。

　すると、俺の方に向かっていた敵が何体かあきらの方に向かって行く。

　あきらが俺を回復した分、回復ヘイトが発生して敵があきらに向かったのだ。

　このままこれが続けば、敵が全部あきらの方に向かうだろう。

　だが俺も亀甲ガード発動中で動けない。

　これが解けたら耐たえ切れないし、効果中は移動ができない。

　で、あきらの方もこれまたメタルコーティングされたライブシルクドレスは移動不可である。

　つまり、常時亀甲ガードが発動してるようなものだ。

　そう考えると凄すごいんだが、常時移動できなくなるわけだからピンポイントでしか使えないってことだな。

　しかしここに、ダメージ大おお幅はば軽減だが動けないコンビが爆誕したわけで、下手すればこの時間も差さし迫せまってる時に動けず耐えるのみで時間切れを迎むかえてしまう。

　あきらが回復ヘイトでタゲ取ってくれるのは助かるな。

　全部向こうに行けば、俺が動けるようになる。

「蓮くん！　わたしは大丈夫だから、このまま全部引き付けるよ！　動いて大丈夫そうになったら動いて！」

　あきらも俺と同じ考えである。

「ああ頼たのむ！」

　もう一度、回復ダンスが俺に飛んでくる。

　更さらに何体かの敵があきらに。

　もう二、三回繰くり返かえすと俺はフリーになって全部があきらに向かった。

「今だよ蓮くん！　先のゲートに向かって！」

「よし――！」

　が、敵の密度がさらに増して、あきらはマシンガンかのように殴られまくっている。

　さすがにきついか――!?　攻撃の手数が多すぎる……!?

　だが俺が動いて大丈夫にさえなれば、こういう手がある――！

「リュー行くぞ！　『ディアジルサークル』！」

　鈍どん足そく効果のあるサークル魔ま法ほう！

　これを広めに展開、ターゲットはいつもの通りリューに。

　リューのスキル、『ターゲットマーカー』の効果で、サークルが移動可能になる。

「あきら！　ジャーンプ！」

「分かった！　装備変更セツトチエンジ、セットＢ！」

『エンジェルチャーム』にお着き替がえ！

　そこから即そく座ざに――

「『ホークストライク』っ！」

　大ジャンプ斬ぎりのアーツで敵の群れを突とつ破ぱ。

　普ふ通つうならそうしたところですぐにまた敵が群がってくるのだが、『ディアジルサークル』の鈍足効果が敵の出足を鈍にぶらせてくれる。

　俺達は何とか、その場をダッシュで逃げ出だすことに成功した！

「ありがと、蓮くん！」

「どういたしまして！　ゲートを探して逃げ込むぞ！」

「うん――！」

　走り出す俺達。

　そしてその後ろに、大量のモンスターが大トレイン状態である。

　まあゲートまで逃げ切きってしまえば問題ない。

「でも二人だけになっちゃったね……！　これ大丈夫かな――!?」

「ああ。最低限、俺達二人が残ってれば何とかなる！」

「ほんと!?　期待してるからね！」




　ピンポーン。

　突とつ入にゆうから57分が経過しました。後１８０秒後に強制排はい出しゆつとなります。




　あと三分！　だがまだチャンスはある――！

　俺達がダッシュで曲がり角を曲がると、縦長の通路のその先に――

「あ――！　ゲートだ！　蓮くんゲート見つけたよ！」

「ああ！　いい場所にあってくれるな！」

「このまま一気に飛び込んじゃお！　時間ないしね！」

「いや、あきらはゲートのギリギリ手前でストップな！　んで、またメタルコートのやつに着き替かえてちょっと耐えてくれ！」

「えぇ!?　時間ないのに!?」

「必要だからな！」

「わ、分かった！　蓮くんの言う事だから、大丈夫かなあってちょっと不安になりつつも信じるね！」

「いやそれ信じてねーし！　疑ってるし！」

「だって今までの積み重ねがねー……ってわけではい、行きまーす！」

　次層への転送ゲートを前に、急ブレーキをかけるあきら。

　同時にメタルコーティングされたライブシルクドレスへの着替えも。

「さぁかかってきなさーい！」

　足を止めたため、当然あきらには敵が一いつ斉せいに群がる。

　そして、すごい勢いで殴られ始める。

　いくらメタルコートでカチカチになったとはいえ、ここまで敵の手数が多いとそう長くはもたないかも知れない。

　俺おれはそれを――ちょっと離はなれたところで止まって見ていた。

　ヘイトは全部あきらに集中しているため、敵は俺を素す通どおりしていた。

　現場は細めの通路であり――

　俺とあきらを結ぶ直線上に、殆ほとんどの敵がわちゃわちゃしていた。

　さあ――やりますか！

「装備変更セツトチエンジ、セットＤ！」

　セットＤのＤはデスチャリオットのＤ！　まあたまたまだが！

　フフフフ――デスチャリオットの本気を見せるぜ！

「『エレメンタルサークル』！」

　デスチャリオット装備の隠し効果により、エレメンタルサークルの発動率は１００％！

　通路上に黒い光の道ができたかのように見える。

　いやあ、いいカモがいっぱいですね！

　さぁて、行きますか！

　俺はおもむろに合成を開始。

『ダマスカスソード』と『ダマスカスステッキ』で『仕し込こみ杖づえ』を作成した。

『ハヤブサの極光石』を使用した『隼はやぶさのダマスカスソード』はまだ使わない。

　状じよう況きようによりどちらの『仕込杖』が必要になるかは分からないので、合成せずにいた。

　ここは前座で普通の『仕込杖』な！

「装備変更セツトチエンジ、セットＡ！」

　元に戻ってからの――！

「『ファイナルストライク』！　そして喰くらえ奥おう義ぎ！　朱雀すざく一いつ閃せんーーーーっ！」




　ズゴオオオオオォォォォォッ！




　炎ほのおを纏まとった突とつ進しん斬ぎり！

　まっすぐ進む進路上にいる敵も巻き込むのが特とく徴ちようである。

　前方直線範はん囲い攻こう撃げきなのだ。

　それにより大量の敵が巻き込まれ、一いち撃げきで吹ふっ飛とんだ！

「よっしゃ！　大量大量！」

「蓮くん、雑魚ざこ狩がりしてて大だい丈じよう夫ぶ!?　時間ないよ!?」

「いいんだよ、これは絶対必要だからな！　ＨＰを見てくれ！」

「おぉぉすごい！　倍になってるね！」

　闇やみサークルの効果だ。

　ＨＰ吸収＆上限を超こえた場合は最大ＨＰブーストもしてくれる。有能！

　俺の奥義は最大ＨＰと現ＨＰの差分が大きければ大きいほど威い力りよくを増す。

　ＨＰが二倍になったのだから威力も二倍化だ！

　この最大ＨＰブースト効果は三分で切れて長持ちはしない。

　だからハーデスローズに攻撃する直前でやっておく必要があるのだが、まあ丁度良かった。

　これは絶対必要な前まえ振ふりで、本来ならハーデスローズが生むブラックローズでやろうと思っていたが、予定が繰り上あがっただけだ。

　こっちの方が安全に出来るしな！

「そう！　そして最大ＨＰが多ければ多いほど俺の火力は上がる！」

「うんうん！　よぉし、じゃあすぐ次に飛ぼ！　時間ないよ！」




　ピンポーン。

　突入から58分が経過しました。後１２０秒後に強制排出となります。




「後二分だよ、蓮くん！」

「いや待った！　でぇぇぇい！」

　と、俺は手近に生き残っていたモンスターに通常攻撃を仕し掛かける！

　敵は９割方吹っ飛んだが、まだちょっとは残っている。

「えぇぇぇぇ!?　何やってんの!?　時間ないよ!?」

「ＡＰアーツポイント溜だめだ！　今使ったからな！　あきらは手を出すなよ、俺のＡＰアーツポイントを溜めないとだからな！」

「ああもう、じれったいなあ――早く早く！　二刀流でパパパッて殴って溜めればいいのに！」

「俺は二刀流はしねえ！」

　国民的人気スキルは俺の敵！

　そういうのを魔ま改かい造ぞうで超えていくのが楽しいんだ！

　とはいえまあ二刀流はしないし出来ないが、俺なりにできる限り急いでＡＰアーツポイントを溜めた！

　ＡＰアーツポイントは３００！　満タンだ！

「よぉしお待たせ！」

「うんじゃあ行こ！　もう終わっちゃうよぉ！」

「待った最後にあれ頼む！　『剣つるぎの舞まい』！」

　今さっき『ファイナルストライク』を使ったばかりだし、本来なら再使用時間リキヤスト待ちになる。

　あきらに『剣の舞い』を貰もらって即使用可能にしてもらわないと、次の一撃も撃てずに終しゆう了りようしてしまう。

「あああもう！　確かにそうだね！　『剣の舞い』！」

「あざーっす！　ま、結局最後はあきらがいないとどうにもならねーんだよな俺！」

「そうだね！　でもわたしはそれでいいよ！　さぁ行こう！」

「おうよ！」




　ピンポーン。

　突入から59分が経過しました。後60秒後に強制排出となります。




　それを聞きながら、俺達は今度こそ次のワープゲートへと飛び込んだ。

　さぁやってきました、問題のＢ80！

　周りは前と変わらず、四角い部屋の中に大量の植物が生おい茂しげったような状況。




　ピンポーン。

　ゲート解放条件、ボスモンスターを倒せ！




「よっしゃ帰ってきた！　思えば長くつらい道のりだったぜ……」




　ズズズズズズ――




　足元が振しん動どうし始め、フロアの中央に巨きよ大だいな植物がそそり立つ。

　真っ黒い色の花をつけた、巨大なバラの怪かい物ぶつである。

　今日も元気そうだなぁ、あいつ！




　ハーデスローズ　レベル１２０　王おう冠かんアイコン（レアモンスター）




　前と比べれば、こっちの状況は悪い。最悪と言っていいだろう。

　残り時間は１分を切ってるし、六人パーティのうち四人が戦せん闘とう不能だ。

　俺とあきらがゲート転移すると、倒れていた他ほかの面メン子ツも一いつ緒しよに転移してきたようで、俺とあきらの近くにぱったり倒れていた。

「みんな！　後は任せろ！　途と中ちゆう割と役立たずだったのをここで取り返す！」

　なかなか苦労させられたが、それもこれで終わりだ！

　振ふり返れば面白い試し行こう錯さく誤ごだったな！

「残り一分無いわ……！　行けるの!?」

「急ぐですし――！　ここまでお荷物だったしいいとこ見せるですし……！」

「お願いしますわ！　あなたが言うからには計算が立っての事でしょう……！」

「見せてもらおうか……！　楽しみにしているよ」

　倒れたままの皆みんなの声せい援えんを受けつつ、俺は『隼のダマスカスソード』と『ダマスカスステッキ』で『仕込杖』を作成した。

　さぁ出来たぞ俺のリーサルウェポンが！　出来た瞬間ぶっ壊こわれる運命だが！

　同時に俺達の存在を検知したハーデスローズも動き出す。




　ハーデスローズは種子を飛ばした！

　ブラックローズが生み出された！

　ブラックローズが生み出された！

　ブラックローズが生み出された！

　ブラックローズが生み出された！

　ブラックローズが生み出された！

　ブラックローズが生み出された！




　こいつは放っておけば、こうやってどんどん雑魚ざこを生み出して増やす。

　ダメージを与あたえてもカウンターで種子を飛ばして雑魚を増やす。

　そして、雑魚が与えたダメージの分だけ本体が回復するのだ。

「蓮くん！　あの雑魚はわたしがタゲ取るよ！」

「いや、いい！　すぐ終わる！　『ファイナルストライク』！」

「蓮くん、大丈夫なの!?」

「ああ、一撃で決まるからな！」

　と言うより、一撃で決まらないと時間的に終了だろう。

　幸い、俺が考えていたこいつの攻こう略りやく法ほうは、諸もろ々もろの面めん倒どうくさい要素を排はい除じよして、最初から一撃で倒してしまう事だ。

　その方がロマン砲ほうがロマン砲らしく輝いているからな！

　相手のＨＰは約３万。

　俺の奥義の威力は、大体一撃５０００ちょいのダメージだった。

　そこに闇サークルによるＨＰブースト二倍でダメージ二倍！

　これでダメージの期待値は１万！

　更に武器を『隼のダマスカスソード』を使った『仕込杖』にすることで、また二倍！

　これでダメージの期待値は２万！

　だがここまでで、これ以上のダメージを上積みする要素が見つからず、俺はあきら達に『超ちよう級きゆう転移石』を使った攻こう略りやくを提案して実行してもらったのだが――

　その間にココールの実家で、更なる強化を図はかることに成功した！

　マミール師し匠しように教えてもらった『鉄てつ山ざん靠こう（仮）』だ。

　こいつは元々の威力が高い上、（仮）の間だけ使用後残りＨＰ１というペナルティを持っている。

　そのペナルティは、わざとＨＰを減らすことで奥義の威力を跳はね上げるこのロマン砲にはペナルティにならない。むしろご褒ほう美びです！

　こいつでＨＰを減らせるなら、『ターンオーバー』を奥義に組み込む必要もなく、代わりにこの『鉄山靠（仮）』を入れられる。

　その事により、奥義を構成する三つの要素を全すべてダメージを取れるもので構成できる。

（仮）が取れるまでの期間限定である事が本当に惜おしいが――

　今から放つこの最新かつ最強の奥義！

『爆炎タックル』『鉄山靠（仮）』『抜ばつ刀とうツバメ返し』の組み合わせ！

　ダメージの期待値が３万を超えるのは検証済みだ！

　俺は腰こしを落とし、仕込杖の柄つかに手をかけ、抜ぬき放つ予備動作の奥義の構え！

「行くぞ！　終わったらすぐゲートに飛び込んで次行ってセーブな！」

「うん！」

「よっしゃ！　奥義――！」

　俺の体が炎に包まれ、ハーデスローズに向かって突とつ進しん！

　突進時の構えが、単なるタックルではなく鉄山靠の背面で当て身をする姿勢に。

　身を包む炎の形は朱雀すざくではなく、巨大な竜りゆうの顔の形だ。




　ドゴォドゴォドゴォドゴォドゴォドゴォ！




　喰らったブラックローズ達が、ぶっ飛ばされて壁かべに叩たたきつけられていた。

　かなり強いノックバック効果があるって事だな。

　マミール師匠もでっかくなったリューの巨きよ体たいをぶっ飛ばしていたし。

　そしてそのまま、炎の巨大ドラゴンヘッドに包まれた俺の体は、弾だん丸がんのようにハーデスローズ本体に突つき刺ささる！




　ドゴオォォォン！




　一ひと際きわ大きな音が響ひびき、ハーデスローズの体がぐわんとしなる。

　流石にこの巨体はノックバックはしないか。

　だが俺の奥義のこれは前半！

　そこから更に――俺の『仕込杖』が抜き放たれる！

「竜りゆ王うお双うそ牙うがーーーーっっっっっ！」




　紅ぐ蓮れんを纏った、Ｖの字斬りが炸さく裂れつ！




　ギュエエエエエエエエエエエエエエエ！




　蓮の竜王双牙が発動！　ブラックローズに３３４５７のダメージ！

　蓮の竜王双牙が発動！　ブラックローズに３３４５７のダメージ！

　蓮の竜王双牙が発動！　ブラックローズに３３４５７のダメージ！

　蓮の竜王双牙が発動！　ブラックローズに３３４５７のダメージ！

　蓮の竜王双牙が発動！　ブラックローズに３３４５７のダメージ！

　蓮の竜王双牙が発動！　ブラックローズに３３４５７のダメージ！

　蓮の竜王双牙が発動！　ハーデスローズに３３４５７のダメージ！

　蓮はブラックローズを倒した。

　蓮はブラックローズを倒した。

　蓮はブラックローズを倒した。

　蓮はブラックローズを倒した。

　蓮はブラックローズを倒した。

　蓮はブラックローズを倒した。

　蓮はハーデスローズを倒した。




　よし――キターーーーーーーーーーーー！

　狙ねらい通りですなぁ！







第７章　あきらとシズク







　ピンポーン。クリア条件達成！　ゲートが解放された！




　流れるシステムログが、俺おれ達たちの勝利を宣言している。

「うわああぁぁぁっ！　すっごーーーーい！　本当に一撃で決まったね！」

「フフフフ……！　そう！　カウンターで雑魚ざこ召しよう喚かんやら、雑魚の攻撃でボスが回復するとか、全てのギミックを無効化する頭脳プレイ！」

「いやー……面めん倒どう臭くさいから何も考えずに一撃でやっちゃえ！　っていう極度のパワープレイのような――」

「そのパワープレイを成立させるために綿密な検証やら下準備がいるんだよ！　すなわちこれは頭脳プレイ！」




　ピンポーン。後30秒後に強制排出となります。




「うわ時間ないね！　どっちでもいいから早く行こ！」

「よくはねーが行きますか！」

　俺とあきらは、次層へのワープゲートにダッシュした。

　そして、出たところにあるセーブポイント！

　何かの宝玉が置かれた台座だ。

「よっしゃセーブセーブ！」

「蓮れんくん早く早く！」

「おう！」

『セルリアの銀ぎん盤ばん』を取り出して、セーブポイントに翳かざす。




　セーブしました！　次回以降はこの階層から再開が可能です！




「オッケー！　これでハーデスローズクリアしたな！」




　突入から30分が経過しました。強制排出となります。




　そしてその直後にタイムアップ！

　俺達は、『アーズワース海底遺い跡せき群ぐん』の出口へ転送された。

「ふー。よしよし！　想定通り！　行けた行けた！」

「やったね蓮くん！　クリアできたね！」

　よっぽど興奮したのか、あきらが俺に飛びついてくる。

「お、おう……！　やったな！」

　こんな美少女に抱だき着つかれて嬉うれしくないわけがない。役得！

　このゲーム、人の質感とかにやけに拘こだわっているので、ゲームの中でもあきらはすげー柔やわらかいはず……だったのだが何か手て触ざわりがカチッとしてるな？

　あ、メタルコーティングされたライブシルクドレスか。

　もしもに備えて着替えてたのか。

「あ、ホントに手触りがメタルなんだなーこれ」

「あ、そうだねー。これのおかげで助かったね！」

「防ぼう御ぎよ力りよく高いのはいいけど、守ってない部分も多いのにあれだけ堅いのは流石さすがゲームらしいご都合主義ですなー。うむうむ。ありがたい」

　まあ、見た目でも楽しませてくれるので俺としては大歓迎だ。

「だから見過ぎだって蓮くん！　ホント遠えん慮りよしないんだから――まあでも、これを出してくれた希のぞ美みさんに感謝かな。無かったら最後まで行けなかったよ」

　と、あきらは赤あか羽ばねさんの方を見る。

　外に出るとみんな戦闘不能からは復活していて、普通に近くに立っている。

「まあそうですわね――間ま違ちがえたのはミスですが、転んでもただでは起きませんのよ」

「……たまたまだろ？　すげーテンパってたじゃねーか」

「う、運も実力のうちと申しますでしょう！」

「まま、勝てたんだから結果オーライですし！」

「これで先に進めるわ！　きっと私達がリードできているわよね！」

　と喜ぶ俺達に交じり、シズクさんだけがやや苦い顔をしていた。

「難関を突破できたのは結構だが……それは問題だと思うんだが――」

　と、指を指すのはメタリックなライブシルクドレス姿のあきらである。

「赤羽家の兄妹きようだいならいざ知らず、君までがそんな卑ひ猥わいな格好を――学生の娘むすめには相応ふさわしくないだろう。そこのところをどう考えているんだ？」

　シズクさん、お兄様とか赤羽さんの姿を見てダメ出ししてたからなあ。

　あきらはそれを見てたから、シズクさんの前でのソードダンサー装備は自じ粛しゆくしていた。

　浴衣ゆかたが便利だったからそれでよかったというのもある。

　だが、最後の一連の流れでは、着替えざるを得なかったわけで――

「う……家の人に見られたら怒おこられるかなって言うのは、分かってます――」

「君の家は赤羽家とは違ちがうからな。だからこそ、私もこう言わねばならんと思っているわけだ。自覚がないと言われても仕方がないぞ」

「堅かたい事をお言いになるものではありませんわ。あの装備がなければクリアできなかったのですし、そもそも今回頑がん張ばっているのは、あなたのおっしゃる卑猥な格好とやらをしなくて済むようにするためなのですわ。ですから仕方のない――」

「仕方がないで済ませてしまう発想自体に、自覚の問題があるという事だ。君は口を出さないでいてもらおう」

「そんな事はわたくしの勝手ですわ。あなたに何の権利があってあきらさんを――」

　と、何だかゴリッとした空気になりかけたところに――

「――だが待って欲ほしい！　待つのだ妹よ！」

　二人の間に突とつ如じよとして、変態フルフェイス仮面が現れる！

　いつもの腕うで組ぐみをしてびしっと決めたポーズで！

　いつの間に!?　さてはこいつ『バニッシュフリップ』で隠かくれて俺達の会話を聞いて、良き所で姿を現したな！　何してんだこの人は!?

「あなたがそう言われるのは、理解はできます。賛同は致いたしかねますがね。青あお柳やぎ巌いわお氏よ」

　ん？　青柳!?　シズクさんの中の人がか!?

　俺も聞きき咎とがめたが、それ以上にびっくりしているのが当然あきらだった。

「えええぇぇぇぇぇぇっ!?　お、お爺じいちゃん!?」

　おお、お爺ちゃんの名前か!?

　いやでも、シズクさん若い女の人だけどな――？

「そ、そういえばわたし……シズクさんって何だか懐なつかしいって言うか、どこかで会ったような気がしてたの――！　今分かった！　若い頃ころのおばあちゃんにそっくりなんだ！」

「む……！　まあな、仮にも一国の大臣がそのままの姿でこちらにログインするのも……という事でな。好きな人間の見た目を再現できるというから、こうさせて貰ったのだ」

「骨折して動けなくなって暇ひまだったから？」

「ま、いい機会だと思ってな。それに、大臣としての視察も兼ねている。ここは最先端の技術を取り入れた教育現場でもあるからな」

　なるほどなあ、確かに仲なか田た先生もシズクさんにヘーコラしてたし、偉えらい人なんだろうなあとは思っていた。

　お兄様や赤羽さんに、家の人が泣くとダメ出しもしていたし、リアルに知り合いなんだろうな、とも――

　んで、思えば初めからシズクさんは特にあきらに好意的だった。

　貴重な『超級転移石』をポンとくれたりもしたしな。価値が分かってなかったというのもあるだろうが――

「だ、だったら先に言ってよお！　そしたらわたし――！」

「言えばお前は尻尾しつぽを見せんだろう。そのくらいの取とり繕つくろいはして見せる子だ」

「ううううぅぅぅ……」

　何だか怯おびえている様子のあきらである。

　これ本気で辞やめさせられるとかそういう流れになるのか？

　だとしたら、いかーん！

「すいませんでしたあああぁぁぁぁっ！」

　俺はシズクさんことあきらのお爺ちゃんの前に立ち、体を直角に折り曲げるくらいに頭を下げる。

「別にあきらの趣しゆ味みってわけじゃなくて、俺がやってくれって頼んだからなんです！　ソードダンサーってああいう装備しかないのは分かってて、でも性能的な意味でどうしてもって……！　ごめんなさい！」
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「ほう――？　見た目には何の感かん慨がいも湧わかないか？　うちの孫まご娘むすめはそんなに魅み力りよくが無いだろうか……？」

「いやそれはそっちの意味でもバッチリでしたけど！」

「では性能的な意味だけとは言い難がたいな？」

「え、えーと……はっはっはっは！」

「ちょっと蓮くん……！　そこは否定しとかないと――！」

「ま、別に構わん。君がどう思っていようと、結局受ける受けないはこの子の判断だ。自覚があるかないかの問題だ」

　ちらり、とシズクさんがあきらを見る。

「うう……ごめんなさい――」

　そのあきらとシズクさんの間に、すっと赤羽さんが割って入る。

「自覚がどうのはお家うちの問題でしょうが、やり口は気に入りませんわね。正体を伏ふせて近づいて、粗あらを探そうというんですもの。デリカシーがございませんわよ」

「黙だまっていてもらおう、君には関係のない話だ」

　と、シズクさんが赤羽さんをあしらおうとするが、赤羽さんの横から変な格好をした奴やつが顔を出した。

「だが待って欲しい！　青柳巌氏よ！」

「人の本名を大声で呼ぶな！　しかもその見た目でな！」

「フッ――どうしても一言、尋たずねておかねばならぬ事があってな……！」

「何だ？　知り合いだと思われたくないので、早く済ませろ」

「ではゆっくりと話すために、こうさせてもらおうか！」

　お兄様が『バニッシュフリップ』で姿を隠した。

　……いやー。姿を見せずに話しかけて『無礼者、姿を見せろ！』って怒られるパターンはいくらでも見るけど、姿見せて話しかけてるのに『無礼者、姿を見せるな！』のパターンは人生で初めて見たなあ。今後もこんな事ないだろうな。

　いやまあ、俺も消えててくれる方が話聞きやすいからいいけどさ。

　姿を見せられるとどうしても、絡からんではいけないという本能が働いて逃にげたくなる。

　まともに話すって感じにならないのだ。

「……で？」

「あなたは確かにあきら嬢じようの許し難がたい所を見てしまったのかも知れないが――だが、見たものはそれだけだろうか？　もっと他のものも見られたのではないのだろうか？」

「む……？」

「そう、これはこの学園であきら嬢を見て私も思った事――この世界での彼かの女じよはとても楽しそうで、伸のび伸びとしておられる。笑え顔がおが輝かがやいている。世せ間けん体ていや社交辞令など抜きに、心の底から笑っているのがよく分かるのですよ。あなたは、このようなあきら嬢の姿を見たことがおありか？」

「……」

「私は無いな。幼き頃より時々顔を合わせてはいたが、いつも何かを抑おさえつけたような、籠かごの中の鳥のようだった……！　それがどうだ、この世界での彼女はとても自由で楽しそうだ。まるで別人。明るく、朗ほがらかに、その姿は人間的な魅力に溢あふれている！　あなたはそれにお気づきにならなかったか……!?」

「……これでも家族だぞ。気づかないはずがないだろう」

「ならば――！　小さなことに拘るのは止めて、もっと大きなものを見るべきだ！　彼女が彼女らしくあるために、過激な衣装が必要ならば――思う存分脱ぬげばよい！　そして輝けばよい！　大丈夫、最終的にはこれはゲームなのだから問題ない！」

　と、ジャストタイミングでポーズを決めながら現れるな！

　いい事言ってたような気がするのに台無しだろ！

「お爺ちゃん！　わたしね！　この学校すごく楽しいから、だから辞めたくない！　お願い――！」

　あきらが懇こん願がんすると、シズクさんはふうとため息をつく。

「何を勘かん違ちがいしているのか知らんが――別にそんな事を言うつもりはない。ただ少し小言を言いたくなっただけだ。確かにそこの変質者の言う通り、傍はたから見ていて余りにもお前が楽しそうだからな……それもそこの高たか代しろ君のおかげだろう？　感謝をしないとな。あきらがいつも世話になっている」

　と、シズクさんが俺に頭を下げる。

「ああいえ、こちらこそおかげで楽しくやらせて貰ってます――」

「まあ、あの格好は見み咎とがめたが、この子の父親程ほど私の頭は固くないつもりだよ。これからそれが必要無くなるようなものを、あきらのために用意してくれるんだろう？　で、あれば今回は目を瞑つぶろう」

「お、お爺ちゃん……！　ありがとうーーーーっ！」

「はっははは！　お前に抱き着かれるのも何年ぶりかな？」

　それを見て、お兄様がフッとニヒルに笑っていた。

「どうやら杞き憂ゆうだったようだな――」

「いいえお兄様、お兄様のお言葉でお気持ちが変わられたのかも知れませんし――どうもありがとうございました」

「なぁに。仲良き事は美しきかな！　だ。私も彼かれ等らを見ているのは好きなのでな――ではこれにて失礼しよう」

　と、また姿を隠してどこかに消えて行った！

　……まあいいか、ほっとこう！

「ねえねえお爺ちゃん！　せっかくクリアできたし、続きも見に行ってみようよ！　少しでも先に進めたいし！」

「ああ構わんぞ。こちらも隠し事ごとがなくなってすっきりしたのでな、楽しませて貰おう」

「おっ！　そうだなぁ！　行くか！」

　いろいろ問題も解決したっぽいし、気持ちよく攻略できますな！

「さんせー！　行くですし！」

「そうね、行きましょう！」

「ですわね――！」

　というわけで、もう一回だ！

『上級転移石』ももうないが、先の様子見とあわよくば『上級転移石』自体をゲットしたいねという事で！

　んで、俺達はＢ81にワープした！

「よっしゃ、行くぜ！」

　セーブポイントに転送され、『アーズワース海底遺跡群』の石壁に覆おおわれた風景に。

　広場のような場所で、奥おくに通路が続いている。

「ふむ……って言うか、ピンポーンが来ねえな」

　いつもピンポーンからのクリア目標発表があるはずなのに？

「まあ道はあるし、先行ってみよ！」

　俺達は通路を奥に進む。

　やがて、入り口にあったライオンヘッドのデカい版のようなものが埋うめ込まれた壁に行き当たった。

　行き止まりか――？　分かれ道なかったよな？

「ここまでよく来たね――選ばれし勇者よ……！」

　お？　入り口と同じアニメ声がライオンヘッドから聞こえる。

「この扉とびらは文武両道を極きわめし者のみが通れる試練の扉――だけどここまで来た君達の武力を疑う余地はないよね？」

　ほう、分かってるな！

「だったら次は文だ！　君達の夏休みの宿題を終えた証あかしを持ってきておくれ！」

「「「「えええええぇぇぇぇぇっ!?」」」」

　前まえ田ださんとシズクさん以外が悲鳴を上げる。

「宿題を学校に提出して支給されるＱＲコードをここに翳かざしてね♪　そうすれば先に進めるよ」

　宿題だと!?　そんなもんやってるわけねー！

　終しゆう盤ばんに一気に片付けるでしょう、普ふ通つう！

「……君達は持ってないみたいだね。じゃあ強制送そう還かん！　バハハ～イ♪」

　んで強制排はい出しゆつされて俺達は――

「「「「ち……ちくしょ～～～～！」」」」

　そう声を上げる！　あまりにも卑ひ怯きようでしょう!?

　ガチンコの攻略レースに宿題を持ち込むなんてさ！

「……やれやれ、あきらもやっていないとはな――」

「みんな宿題は早くしておかないと……」

「くっそーくっそーくっそー！」

「と、とにかく急がないとだね！」

「うえええぇぇぇぇぇ～～～何てこったですし！　クソゲーですし！」

「してやられましたわね……！」

「ええいこうしてはいられん！　速そつ攻こうで帰って宿題を片づけるしかねえ！」

「だね――！」

　と、あきらと頷うなずき合って、俺達ははっと気が付いた！

「ああああああ！　俺達と似たような事言ってる人がさっきいた！」

　ちくしょーとか、こうしてはいられん帰るぞとか！

「雪ゆき乃のさんとほむらさんだ――！」

　そう、タッチの差で先にハーデスローズが倒たおされたのか!?

　流石さすが先せん輩ぱい達たちだな！　レベル帯が違うから難易度は何ともだが、こっちがまごついてる間に先行かれた！

「うおおおおおお！　急げえぇぇぇぇぇ！」

　俺達は急いで水上コテージに帰ったのだった！




　　◆◇◆




　というわけで翌日――俺おれ達の水上コテージ。

「うおおおおぉぉぉ――！　急げ急げ急げ急げ――！」

　俺は必死に夏休みの宿題と格かく闘とうしていた！

　まさかこの先の『アーズワース海底遺跡群』攻略に『夏休みの宿題を終えて提出している事』がクリア条件として必要だとは！

　これは完全に想定外、やられたと言わざるを得ない。

　大体夏休みってのはガッツリゲームするためにあるもので、宿題なんてやってる場合じゃねーんだよ！

　宿題など、始業式から各教科の夏休み明け一発目の授業までの１～２日のタイムラグの間に無理やり仕上げるものであって、むしろ始業式の日がスタートだ。

　授業の時間割を見つつ、提出が早いものから優先度を決めて、どうしてもダメな場合は何を落とすかを計画的に判断するタクティカルな儀ぎ式しきだろう。

　この夏休み真っ最中にやる事じゃねえ！

　――というゲーマーの生態を理解した上であの条件をぶち込んで来たんだな。

　夏休み中のイベントっていつもこうなのか？

　いやだけど、三年生の雪乃先せん輩ぱいとほむら先輩もトラップに引っかかってたっぽいしな。

「はぁ～疲つかれましたし。どうにもやる気が起きませんし～」

　矢や野のさんが欠伸あくびをしながらコロンとソファーに転がった。

「おいそこっ！　ぼーっとしない！　急ぐ！　集中する！」

　ビシッと指し摘てきする俺だが、矢野さんの反応はイマイチである。

「んな事言ったって、大声でわめきながら宿題してる奴がいると集中できませんし～」

「むっ……ああ溢れ出でる俺の気合が声として出てたんだな――」

「うっさいから集中できませんし！」

「ほう――つまり静かになったらやるわけだな！　なら黙るから頑張ってくれ！」

「え～……」

「優ゆう奈なのお尻しりを叩く前に、高代君――」

　と、前田さんが俺に言う。

　前田さんだけは宿題をキッチリ終わらせており、水上コテージで勉強合宿な俺達の監かん督とく役やくである。

「うん？」

「ここ、間違っているわ。ここと、ここと、ここも――」

「あれ……？」

「急ぎ過ぎね。早くしたいのは分かるけど、ちゃんと考えないと」

「ぐぬぬぬぬ……！」

「こーいうのは急ぎ過ぎてもそうなるですし。マイペースが一番ですし」

「優奈はもう少し手を動かしましょうね」

「うっ……でもほら、あっきーも手ぇ止まってるし！　ぼーっとしてますし！」

「え？　わたし？　あ、そ、そうだね～」

「おいおいあきらもかよ。急がねーと先越こされちまうんだぞ」

「ああうん。でも、お爺ちゃんに見られたのに許してくれたでしょ？　だから、別に今のままでも大だい丈じよう夫ぶかも――とかね？　何か安心して、ちょっと気が抜けちゃったかなぁ。わたしが家の事怖こわがり過ぎだったんだね～」

「まぁ、子供の楽しみを無理やり奪うばうのは親の所業じゃないですし。それが普通ですし」

「そうね。あきらはいつも明るくて、楽しそうだもの。それを無理やりというのは、なかなかできないわよ」

「うんうん。びっくりしたけど、結果的にはお爺ちゃんにここでのわたしを見て貰もらえてよかったのかな」
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「だがしかし！　攻略レースを放ほう棄きしていい事にはならーん！　せっかくなら勝とうぜ！　俺も黙るからみんな集中！」

「うん、そうだね蓮くん！　よしやろう！」

「ふぇ～い」

　カリカリカリカリカリ――暫しばらく宿題をこなす俺達の筆音だけが響いていたが――

「あ……!?　これは――！」

　ゲーム内ノートＰＣこと『ディールの魔ま卓たく』を覗のぞいていた前田さんが、声を上げた。

「ん？」

「ことみー。どうしましたし？」

「琴こと美みちゃん？」

「みんなこれを見て――！」

　と、画面を俺達の方に向ける。

　画面に映されているのは、動画だった。

　それも見慣れた背景――『アーズワース海底遺跡群』のものだ。

　つまりこれはゲームのプレイ動画って事だな。

「皆みなさんこんにちは～♪」

　女の子の明るい声と共に、デンと画面にアップで映ったのは――デスチャリオット先生の姿だった。

　それがひらひらと手を振ふっているのだ。

　本家のデスチャリオット先生は、こんな動きはしないだろう。

　つまりこれは――

「デスチャリオット装備!?　しかもこの声、エミリーか!?」

　デスチャリオット装備の人ひと影かげが、かぱっと頭を脱ぐ。

　すると声から予想通りのエミリーの顔が！

　エミリーは爽さわやかな笑顔を浮うかべて、こう言うのだ。

「これから『アーズワース海底遺跡群』の攻略で皆の問題になっている、『ハーデスローズ』を倒しに行きたいと思いますっ♪」

「おお……エミリー達も攻略成功したのか――！」

「絶対そうですし！　じゃないと動画なんて上がりませんし！」

「だけどなんでこの装備なのかしら――？　他ほかに同じ見た目のものはないわよね？」

「知らないなぁ。やっぱりデスチャリオットの装備だと思うよ？」

　って事は、エミリー達もあの装備集めたのか!?

　まあはじめにお兄様が装備を貰った時にエミリーもいたからな。

　俺と同じ推測くらい、エミリーならするだろう。さすがである。

「今回の攻こう略りやくはこの装備と――コレがキーになりまーす。はい『エレメンタルサークル』！」

　と、再びフルデスチャリオット装備に戻もどったエミリーが『エレメンタルサークル』を放つ。

　当然装備の隠し効果により、闇やみサークル確率１００％だ。

　黒くろ紫むらさきっぽい色をしたサークルが展開される。

　おぉ……って事は紋もん章しよう術じゆつ師しかこれ！

「あれ――!?　エミリーちゃん、紋章術師にジョブ替えちゃったんだ!?」

「これ、高代と同じ事やろうとしてますし!?」

「……厄やつ介かいな仕し掛かけを全部無視して一いち撃げき必殺作戦ね……！」

「確かに残り一分でも撃げき破は出来たんだから、楽なのは楽だよね――」

「高代をパクったですし！　ちょっとずっこくない!?」

「ふっふふ――お目が高い！　俺の戦術がプロのお眼鏡めがねに適かなったって事だろ？　いいじゃねーか別に！」

　まあエミリーには俺の紋章術師のコンセプトやスキルやタレントの構成など、色々話したからな。

　それが役に立つと思ってくれたのなら、どんどん使ってくれていい。

　俺としては俺の検証結果や組み立てた戦術で、紋章術師が見直され、輝いてくれればそれでいい。

　むしろみんながそれを真ま似ねするようになってくれるのが喜びである。

　それは、俺のやった事に価値が認められたという事なのだから。

　別にその普ふ及きゆうのきっかけが俺である必要はない。

　エミリーが俺のやり方を採用して、大々的に動画を拡散してくれるなら、むしろ大だい歓かん迎げいだ。

「でも、これでここからエミリー達がクリアするですし？」

「ああ、じゃないと動画上げないよな」

「そしたらみんな真似するですし？」

「喜び以外の何物でもないな。巷ちまたにデスチャリオット装束を着た紋章術師が溢れるんだな」

「うーん、見た目的に全然美しくないねえ……景観を損そこねるというか――」

「いいんだよ！　見た目より性能！」

「でもあたしらも、まだ『レインボーガード』取れてないですし？」

「ああ、急いで宿題やらねーとな！」

「真似した奴やつ等らが宿題終わってたら？　あたしら追おい抜ぬかれるですし！」

「そこは複雑だけどな！　でももう動画が上がったんだから仕方なし！　これ見終わったらスピードアップしよう！」

「やってくれるよね。結局夏休みの宿題を終わらせた人間が勝つようになってるとか――」

「ある意味、極めて学校らしくて健全よね」

　と俺達が話し合ってる間に、エミリーは今回の戦略って事で、基本的なロマン砲ほうの仕組みやら『エレメンタルサークル』の性能やらを解説していく。

　やはり最後のキーになるのは『エレメンタルサークル』の中でも闇属性のサークルである。

　その効果であるＨＰ上限ブーストにより、ＨＰを二倍に持って行って火力を増すのだ。

　この『エレメンタルサークル』は最近追加された新しん魔ま法ほうであり、実は紋章術師の火力を爆ばく発はつ的てきに引き上げる効果を秘ひめているというのが、最大の注目点だろう。

　で、本来属性ランダムの『エレメンタルサークル』を闇属性に固定する事の出来るのがデスチャリオット装備一式。

　これにより狙ねらって闇属性を出せるため、ＨＰ上限ブーストによる火力向上が戦術として計算できるようになる。

　運任せのランダムに頼たよるのは、戦術とは言わないからな。それでは安心して採用できないのだ。

「ねえ蓮くん、エミリーちゃんどうするつもりかな？　これだけじゃ足りないよね？」

　と、解説を見ていたあきらが言う。

　確かにその通りで、ここまでのエミリーの解説動画では、俺が一撃必殺を諦あきらめてあきら達だけで行って貰った段階までである。

　具体的に言うと『ハーデスローズ』のＨＰが３万のところ、２万しか削けずれない段階だ。

　ここに限定クエストの報ほう酬しゆうとしてマミール師し匠しように教えて貰った鉄てつ山ざん靠こう（仮）が組み込まれて、初めてダメージが３万を超こえて一撃必殺が成り立つ。

「そうだよな――でも動画上がってるし、どうにかなったんだろ、きっと」

　と、動画の中のエミリーが解説コーナを締しめる。

「――と、いうわけで本番！　行ってきまーす！　行くわよルーカス！」

「ああ！　恐おそらくすぐ終わるので、お見み逃のがしなく！」

　と、エミリーに付いて動画内にフレームインして来たルーカスの姿もデスチャリオット装備だった！

「おお――！　なるほどな……！」

　２万×２＝４万！　すなわち『ハーデスローズ』即そく死し！

　レベル維い持じでジョブを変えようとすると、アイテムの『転生の翼つばさ』が必要になる。

　これはＭＥＰメリツトポイント８００点と交こう換かんできる。

　ＭＥＰメリツトポイントは学校のテストの点数がそのまま支給される。

　つまりテストの点数８００点分だ。

　俺達はＭＥＰメリツトポイントが空の状態だったので、だれかをジョブチェンジさせる選せん択たくは初めから無かったが――

　まあ確かに、デスチャリオットフル装備に『ハヤブサの極光石』を組み込んだ『仕し込こみ杖づえ』を持った紋章術師を二人用意してしまえば話は早いか。

　鉄山靠（仮）の無い俺が二人分って事だな。

「二人になっちゃうんだ！　なるほど――！」

「おいおい、このままこのダブルロマン砲で『ハーデスローズ』瞬殺戦術が流行はやれば、紋章術師の人口が爆上がりだなぁ！　いいぞもっとやれ！」

　俺以外はほぼほぼ見ないこのジョブに光が当たるのはいい事だ。

　結局のところ『エレメンタルサークル』は神魔法だったって事だな。

　これにより瞬しゆん間かん最大風速が大おお幅はばに増したロマン砲が世間の注目を浴びるようになるというわけだ！

『エレメンタルサークル』無しでは１万程度のダメージが限度で、それだとハーデスローズ瞬殺に３～４人必要になり、そうすると『アーズワース海底遺跡群』の道中が非常に辛つらくなり攻略ができなくなる。

　二人で済むレベルまで火力が上がったゆえに、この場面でのロマン砲投入も出来るわけだ。いやはや、検証したかいがあったな！

「ははは……そういう反応は蓮くんらしいね～。自分が満足できたらいいんだよね？」

「そうそう！　そー言う事！」

　と言っている間に動画の舞ぶ台たいは『ハーデスローズ』のいるＢ80に。

　バトル開始。

　エミリーとルーカスが同時に突っ込んで行き――

　二人の奥おう義ぎが同時に炸さく裂れつ！　そして倒れる『ハーデスローズ』。

　あっさり倒されたように見えるが、それに至るまでの過程が重要なのであって、いざ成功した時の映像なんてこんなもんだろう。

　だがそれでいい。これなら自分にも真似できる――そう思われた時にこそ、ブームってやつがやってくる！

「はい！　というわけでクリアしました♪　ちなみに紋章術師については、本校の１－Ｅの高代蓮くんの組み立てたセッティングを、殆ほとんどそのまま参考にさせて貰いました！　スペシャルサンクス！　蓮、ありがとね～！」

「どういたしまして！」

　と、俺は動画内のエミリーに答える。

「あ、よかったぁ。そう言ってくれると助かるわね～。事前に連れん絡らくしたくて、昨日連絡したけど繋つながらなくって――」

「ん？　ああ――悪い。ちょっと忙いそがしかったからなあ」

　と、サラッと応じてから俺は気が付く。

　リアルエミリーが目の前にいるじゃねーか！

「おぉ!?　エミリー！　いつの間に!?」

「今よ今！　やっぱり蓮には一言断っておかないとってね。蓮のやってた事殆どそのまま使っちゃったし」

「ああ全然いいぜ。これを機に紋章術師が流行るかも知れねえしな」

「だけど二人も紋章術師にしちゃうのは思い切ったねえ」

　と、あきらがエミリーに話しかける。

「『転生の翼』は持ってたからね！　ルーカス達たちには反対されたけど、あたしは蓮の事見てたし、絶対行けると思ったわ！　不人気ジョブが大だい活かつ躍やくの方が見てて楽しいしね！」

　うんうん、その通りだお目が高い！

「で――攻こう略りやく法ほうパクったんだから代わりに教えて欲しいですし。あの先の宿題の壁かべを越えたら、『レインボーガード』が貰えるですし？」

「え？　ああ、蓮達もクリアしてたのね！　さすが早いわね！」

「ああ、つい昨日だけどな」

「じゃ殆ど同時ね、きっと！」

「で、その先の宿題の壁で足止めですし。先が知りたいですし！」

「うんうんそれはね。実は――」

「実は？」

「あたしもわかんない！」

「ええっ!?　どういう事ですし!?」

「そっちと一いつ緒しよよ！　あたし達も宿題終わってないもの！」

「ええぇぇぇぇっ!?」

「だから急いで帰ってやらないとなのよね！　ゲームのクリア条件にリアル宿題持ってくるとはやってくれるわよね！」

「それなのに動画公開しちゃったら、宿題既すでにやってる奴らに真似されて、追い抜かれるですし！」

「それはそれ、これはこれよ！　動画作るのはスポンサーからのオーダーでもあるし。とにかく皆宿題がんばろ！　じゃあ、またね！」

　と、わたわたと忙しくエミリーは帰って行く。

「おお！　じゃあまたなエミリー！」

　エミリーを見送ると、俺おれ達たちのやる事は決まっている。

「結局これしかねえ――うおおおおぉぉぉ――！　急げ急げ急げ急げ――！」

「だからうるさいって言ってるですし！　集中できませんし！」

「……振り出だしに戻ったわね――」

「あ、そうだ！　ねえせっかくだから明日は気分変えてやらない？　今日中には終わらないだろうし――」

「ん？　ギルドハウスでやるですし？　それか、学校の図書室とか……？」

「ううん。リアルわたしの家とかはどうかなって……」

「おぉ！　そういや何か美味うまいもの食わせてくれるって言ってたっけか」

「うんうん！　今回のイベントが終わったらッて言ってたけど、まぁまだ完全には終わってないけど、『ハーデスローズ』は倒したわけだしキリはいいよねって事で！」

「招待してくれるですし!?　あっきーの家凄すごそうですし！　楽しみですし！　でも遠かったんだっけ？」

「横よこ浜はまだろ、確か？　移動には多少かかるわなー」

　俺は東京で、前田さんと矢野さんは千葉だ。

　横浜に行けないことはないが――

「移動時間考えるとアレか……宿題いそがねーとだからなあ」

「大丈夫だよ。お迎むかえの車の中で宿題できるように、大きな車で行くから！」

「お迎えの車!?」

　何それ聞いたことないワードだな！

　少なくとも友達の家に遊びに行くのに、そんなものは聞いたことがないぜ。

　やっぱあきらってガチンコのお嬢じよう様さまなんだなと、改めて思った。

「うんうん。明日みんなの家までお迎えに行くからね！」

「おぉ、行く前から既に凄いですし……聞いたことないパワーワードですし」

「で、でもそこまでしてもらっていいの？」

「いいよぉ！　お爺じいちゃんも連れておいでって言ってくれてるし、宿題は急がないといけないでしょ？　だったら移動中もやらないとね！」

「ならまあせっかくだし、行かせてもらうとしますか！」

「おー！　楽しみですし！」

「そうね。お邪じや魔まさせて頂くわ」

「やったぁ！　あ、あと今日はいないけど希美さんも多分来ると思うから」

「おう了りよう解かい！」

　というわけで、明日の宿題の舞台は水上コテージではなくあきらの家だ！







第８章　そして、新たなる称号を得ました







　その日の夜よる遅おそく――

　わたしはＵＷアンリミテツド・ワールドにログインしていた。

　明日蓮れんくん達を家まで迎えに行くための準備もして、聞いておいたみんなの好きなものを出してくれるように家のコックさんたちにもお願いしたし、あの場にいなかった希のぞ美みさんに連絡をしてお誘さそいもした。

　うちの家と希美さんの家は関係が良くないけれど、お爺ちゃんは希美さんがうちに来ることをオーケーしてくれた。

　多少苦い顔はしていたけれど、ダメとは言われなかったのは、今までの事を考えたら凄い事かなと思う。

　とにかく、明日はリアル蓮くんに会えるんだ！

　ゲーム上で知り合ってからはもう何年にもなるけど、リアルに会うのは初めてだ。

　ずっと会ってみたいなと思ってて――それが明日、現実になるんだ。

　そう思うと嬉うれしいんだけど、何だかきゅっと胸が締まるようなドキドキも感じて――

　とにかく念入りに明日の準備をしようと思って、いつもより長めにお風ふ呂ろに入ったり、明日のメイクに使う道具に新品を下ろしたり――

　とにかく明日はお迎えの車にわたしも乗って行くから、とびっきり綺き麗れいにした笑顔で蓮くんをお迎えに上がらないとね！

　ゲームの中よりリアルの方が可愛かわいい――とか思ってもらいたいし……！

　そんな風にふわふわした感じで明日のシミュレーションをしている所に、希美さんからの呼び出しだった。

　この間夜中に二人で話した時は、最近のわたし達の活動拠きよ点てんである水上コテージだったけれど、今回は異世界サーマルではなく通常世界の浮ふ遊ゆう都市ティルーナだ。

　それもわたし達のギルドハウスではなく、ギルドショップ街を出た所にある臨空公園。その名の通り、街の外がい縁えんにある公園で空に面している。

　見晴らし最高で、今の時間は手すりつきの柵さくの向こうに、絵に描かいたように綺麗な星空が広がっている。

　そんなロマンチックな光景の中――わたしを呼び出した希美さんが口を開く。




「――高たか代しろ君をお宅にご招待差し上げたのは良くやりましたわ。褒ほめて差し上げます」

「はぁ――ど、どうも。お爺ちゃんも連れておいでって言ってくれたし、良かったです」

「お兄様も仰おつしやっておられましたが、高代君と楽しそうにしておられるあなたは、いい顔をしていらっしゃいますもの。それを見てしまえば、多少問題があっても簡単に退学になどできませんし、あなたにいい影えい響きようを与あたえて下さる高代君を丁てい重ちようにお招きしようというのも分かりますわね」

「蓮くんのおかげ――ですよね」

「本当にそうですわよ？　高代君と一緒にいないと、あなたは暗いですもの」

「あははは……そうかも――」

「だからこそ、あなたにとって高代君は必要な人ですわよ？　お分かりですわよね？」

「それは――はい、勿もち論ろん」

「でしたら――！　あなたには明日、やるべき事がありますわ！」

「分かってます。とびっきり綺麗にして――」

「手ぬるい！　手ぬるいですわ！」

　びしいっ！　と希美さんがわたしを指差してくる。

「えぇっ!?　じゃあどうしろって……！」

「やはりお気持ちを告白すべきですわね！　善は急げと言いますし、あなたにとって高代君は必要ですもの！　他の方に取られてからでは遅おそいのです！　お爺じい様さまも高代君をお認めになって下さっているのですから、何も問題は無いでしょう？」

「で、でででもそんないきなり――明日はそこまでのつもりじゃないって言うか、まだ心の準備が……」

「ではその準備とやらはいつできるのです？」

「そ、それは……分かりません」

「でしょうね。それはただの逃にげ口こう上じようですものね。準備は自然とできるものではなく、するものですわ！　わたくしが付き合ってあげますから、予行演習をなさい！　そうしておかないと、いざという時に尻込みしてしまいますからね！」

「予行演習ですか……？」

「そうですわ！　ほらこの空に向かって、高代君への気持ちを思い切り言葉にしてみなさい！　ここならば高代君も来ませんから、思いっきり声が出せますわ！　周囲に人もいないでしょう？」

　確かに。夜の公園はわたし達以外に誰だれもいない。

　目の前に広がる星空に思いっきり叫さけんでも、わたし達だけにしか届かないだろう。

「こ、これをさせるためにここに呼んだんですね……！」

「水上コテージやギルドハウスでは、下手すれば見つかってしまいますからね」

「で、でも……！」

「気持ちを声に出す練習は必要です！　いざという時のためです！　さぁ言ってごらんなさい、それが自分の気持ちをより確かめる事になりますわ。意外と気持ちのいいものでしてよ？」

「え、ええと……れ、蓮くん――いつもあ、ありがとう……だ、大好きです……？」

　うわぁ。口に出しちゃった！

　これ言ったら、蓮くんどんな顔するんだろう――？　喜んでくれるのかな？

　もしも俺も好きだよとか言ってくれたら――うわぁ！　それいいなぁ……！

「どうですか？　思っていることを口に出して見たご感想は？」

「……結構いいかもしれません――なんかドキドキして、体が熱くなりますね」

「でしたらもっと続けましょう！　もっと大きな声で、はっきり口に出すのですわ！　いざ本番の時の台詞せりふも考えませんとね！」

　希美さんに促うながされて、わたしは暫く告白の予行演習をしていた。

　だんだん大だい胆たんになってきて、大声で好きだーって叫ぶくらいはできるようになった。

　確かにこれ、ちょっと気持ちいいんだよね――恥はずかしいは恥ずかしいけど。

　暫くして少し休きゆう憩けいして――

「実際、どう言うのがいいんでしょうね……？」

「わたくし、とあるお話で見て、大好きになった情熱的な告白の台詞がございますわ。試ためしてご覧になりますか？」

「へえ……どんなのですか？」

　と、わたしは希美さんに尋たずねた。




　　◆◇◆




　俺は水上コテージでの宿題が解散した後も、リアル側の家で宿題を続けていた。

　明日はあきらの家に集まって宿題をすることになったが、出来ればそこで終えられるように、今のうちにやっておく！

「うおおおおおおお！　急げ急げ急げ――！」

　とバリバリ宿題を進めていると――

　部屋の扉が開いて、ちょっと引き気味の顔の母さんがいた！

「蓮ちゃん、よくそんなに叫びながら宿題ができるわねえ――逆に凄いわ」

「いや、何か自然と――で、何？」

「晩ばん御ご飯はんよぉ～いらっしゃい」

「分かった！　よっしゃちょっと休憩して――」

　で、手を止めて晩飯を頂きつつ――ちなみに今日はエビフライ。うまいです。

　おお、そう言えば明日の事言っておかないとだ。

「あ、そういや母さん。明日俺出かけるから。朝から友達の家に行ってくる」

「あらそうなのぉ？　どちらのお宅？」

「あきらの家！」

「わぁ！　それって蓮ちゃんと前からゲームで遊んでたって言う子よね？　保護者参観の時に見たけど、凄い可愛かったわぁ。まぁ蓮ちゃんのお友達ってみんな可愛かったけど」

「ん……まぁそうだなあ」

　うちのギルドが美少女揃ぞろいなのは事実だ。そこは認める。

　ネトゲの中の人問題とか考えたら、まぁ奇き跡せき的てきな低確率だろうなあ。

「お家うちに行くってことは、デート!?　ひょっとして、付き合ってたり!?」

　世の中のお母さんってみんなこういう話題好きなイメージがあったが、うちの母さんも例外ではないらしい。目がキラキラしてる！

「いやいやみんなで宿題するんだよ！　それに明日リアルで初めて会うしな！」

「そう。でもそれはいいわねぇ。現実の女の子とも仲良くしないとね、蓮ちゃんは」

「ゲームでいつも会ってるけどさ？」

「実際会ってこそ分かる良さってあるものよぉ。きっとね」

「会ってこそ――か……」

　うーんでも、あれだがなぁ。楽しみは楽しみなんだが――

　見た目はゲーム内がリアルのものをスキャンしてるから一緒だしなあ。

　あぁ、ゲームのあきらは髪かみの色がピンク系だが、そこは変わってるよな。

　リアルでも髪色がピンクだったらビビるな。

　後は触さわった柔やわらかさとか温かみみたいなのはゲームにもあるからなあ。

　あのゲームはその辺が無む駄だにリアルだからな。

　ああでも、人の匂においまではしないから、そこは違ちがうのかもなあ。

　前に片かた岡おかがパーティにHimechanが一いつ杯ぱいで、いい匂いだなぁとか幻げん覚かくを見ていたが、人の匂いはしないんです！

　リアルあきらはきっとすげーいい匂いだろう、そこは素す直なおに楽しみにしておこう！

「蓮ちゃんにも彼かの女じよができたらお母さん安心できるし、嬉しいんだけどなぁ～。あの学校の女の子なら、蓮ちゃんと趣しゆ味みも合うしいいと思うんだけど」

「いやいやそう言われましても――」

「ほらあきらちゃん可愛いし、前から蓮ちゃんと仲良くしてくれてたみたいだし、ぴったりだと思うんだけど……ねえ？」

「向こうの都合ってモンもあるだろうしなー」

「あら？　蓮ちゃん的にはどうなの？」

「うーん……いやまあ――」

　そりゃまああきらは可愛いし、自分でも俺達仲いいと思うし――

　お互たがいにマイベストフレンドだからな！

　ずっと一緒にゲームで組んでやってられたらとは思うが――

「ま、とりあえず飯食ってまた宿題するぜ！」

「そうねえ、宿題がんばるのは大事ね。ご飯のお代わりは？」

「ちょーだい！」

「はいはい、ちょっと待っててね～」

　で、飯を食い終わって俺が部屋に戻ると――

　学校のシステムを使ったメッセージが届いていた。

　差出人はシズクさんだった。

　シズクさんは見た目は若い女の人だが中身はあきらのお爺ちゃんだからな――

　リアルお爺ちゃんはどんな感じなんだ？　すげーいかつかったりするのかな？

　それはそうと、中身を確かく認にん――

「ん？　話があるので至急ゲームにログインして欲ほしい……か。場所は浮遊都市ティルーナの、ギルドショップ街そばの臨空公園――？」

　あれ、異世界サーマルじゃなくてもアクセスできるのかシズクさんは？

　無理だったんじゃなかったっけ？

　いやでもそこはＶＩＰパワーか。仲なか田た先生のシズクさんへの態度を見ていると、その位のことはハイハイ言ってＯＫしそうだ。

　まぁとにかく、呼ばれてるし行って見ますか！




　　◆◇◆




　で、俺おれがログインして指定の場所に行くと――

　公園の入り口でシズクさんが腕うで組ぐみして立っていた。

　見た目は大人な美人の女性だが、中身はあきらのお爺ちゃんである。

　キャラと中の人の性別が違う事なんて珍めずらしくもないが、お爺ちゃん世代のネカマプレイヤー初めて見るな！

　見た目はあきらのお婆ばあちゃんの若いころの再現なんだっけか。

　そう言えばちょっとあきらに似てなくもないか？

「あ、シズクさん。こんばんはっす！」

「やあ、高代君。呼び立てて済まないな」

「いえいえ。で、俺に何の用ですか？」

「ああ。どうしても見せたいものがあってな。ついて来てくれ」

「了解っす！」

「……姿を隠かくしてな。これを」

　と、シズクさんが俺に手て渡わたしてきたのは『プリズムサンド』というアイテムだ。

　効果はソードダンサーの使う『バニッシュフリップ』と似たようなもの。

　姿を隠して透とう明めいになれるのだ。まあ主にモンスターを避さけて隠おん密みつ行動したりするのに使うものだ。

　……で、街中でこれを使う意味は？

　俺達はお兄様みたいに人に見られて恥ずかしい格好はしていないが。

「はあ……？　何でですか？」

「気付かれてはまずいからな――まあ特に危険な事ではない。何も聞かずに付いて来てくれ」

「？　分かりました」

　と、いうわけで姿を消した俺達は公園の奥おくの方に進んで行った。

　やがて、街の一番外縁、手すりの付いた柵の一歩先が星空になっているあたりに。

　そこには――

「あれ……あきらだ」

　手すりから身を乗り出して、夜空に向けて何かを叫んでいる。

　その側そばには赤あか羽ばねさんもいる。すっかり仲良くなったよなこの二人。

「おぉーい、あきら――」

「シッ！　静かに……！　このまま黙だまって近づくんだ――！」

「はぁ……？」

　で、更さらに近づくと――

　あきらの声がハッキリと聞こえる。

　で、その叫んでいる内容は――

「蓮くーーーーーーん！　お前が、好きだああぁぁぁーーーーーー！　お前が、欲しいぃぃぃぃーーーーーー！　蓮くうぅぅぅぅーーーーん！」

　……!?　えぇとこれなんだいいのか聞いて!?

　シズクさん、これを俺に聞かせるために……!?

　こんなことしていいのか――!?

「シ、シズクさん……！　これ聞いてはいけないやつでしょ……!?　早く離はなれないと！」

「馬ば鹿かを言うな、それでは君を連れて来た意味がない」

　と、シズクさんは言うが早いかぱっと姿を現して、パチパチと拍はく手しゆをして見せる。

　その音に気が付いて、あきらがビクッとシズクさんを見る。

「うむ。いい声が出ていた、あきら。気合が入っているな」

「お、お爺ちゃん!?　な、なななな何でこんなところにいるのよおぉぉぉっ!?　の、希美さん!?　これはどういう……!?」

「驚おどろくのはまだ早いですわ。シズクさん、手はず通りに？」

「ああ。ほら高代君、こっちだ。もう現れていいぞ。確かに聞いたな？」
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「は、はあ……まあ――」

　こうなっては俺も姿を現すしかないので、シズクさんに従って姿を見せる。

　俺の姿を見ると、まあ当然かもしれないがあきらは悲鳴を上げた。

「きゃああああぁぁぁぁぁっ!?　蓮くん!?　あわわわわわ…………！」

　と、ガクブルするあきら。

　それに構わず、赤羽さんは俺に笑え顔がおを向けてくるのだった。

「と、いうわけであとはお願いしますわ、高代君。あきらさん、これはわたくしからのプレゼントだと思って下さいませ。友情のあかしというものですわ。あなたのペースでは遅ち々ちとして事態が進みませんからね。早送りして差し上げます」

「高代君よ、明日我わが家やへ来るのだろう？」

「え、ええ――」

「あきらがこの学園で、あんなにも活いき活きしているのは君のおかげ。そう言う人間は人生においてなかなか巡めぐり合あえるものではない。ならば明日は君をあきらの婿むこ候補としてもてなしたいのでな。なぁに、私も青あお柳やぎ家には婿入りだ。そのうち慣れるものだよ」

「は、はぁ――」

「お、お爺ちゃん何言ってるのよおぉぉぉっ！　蓮くん困ってるじゃない！　馬鹿ああぁぁぁっ！」

「おうおう孫まご娘むすめがお怒いかりだ。では後は頼たのむ。明日を楽しみにしているぞ。では行くぞ、希美くん」

「ええ分かりましたわ。それでは失礼いたします」

　シズクさんと赤羽さんの姿がぱっと掻かき消きえる。ログアウトしたのだ。

　そして唖あ然ぜんとする俺と、涙なみだ目めのあきらだけが取り残された。

「…………」

「…………」

　何て言おうかちょっと迷ううちに、沈ちん黙もくが続いてますます空気が重くなる。

　こういう時、何て言えばいいのか……

　経験が無いのでよく分かりません！

「れ、蓮くん何か言って……！　わたしの方はさっき聞かれた通りだから――！」

　あきらがこっちから顔を逸そらして言う。

　なら、俺は――俺のリアクションは――！

　俺は手すりから身を乗り出し、夜空に向けて叫ぶ――

「俺も好きだあぁぁぁぁーーーっ！　今度ともヨロシクーーーーッ！」

　と、大声で口に出すと、何故なぜだか背筋がゾクッとした。

　――これは想像以上に恥ずかしいのだ！

　あきらもやってたし合わせようと思ったんだが、結構辛いものがあった！

　よくこんな事やってたなぁ、あきらは――

「……ってことでお願いします！」

「れ、蓮くん――ゲームのキャラを恋こい人びとにするとか結けつ婚こんさせるとかじゃないんだよ!?　分かってる？　リアルの話だよ!?　いや、リアルに一回も会った事ないんだけどね。それでも、そうなんだよ？」

「分かってる分かってる。そこまでリアルとゲームの区別付かない人じゃねーから！」

「だって蓮くんゲームバカだし……」

「まぁゲームバカなりに考えても、これが最適解だろ！　今後ずーっと一緒にゲームを楽しんで行こうと思ったら、付き合ったり結婚したりするのが一番いいのかなと！」

「……あっはははは！　蓮くんらし～～！　確かにそうだね！」

　俺の答えを聞いて、あきらは涙目になるくらいウケていた。

「いや笑ってるけどさ、俺なりにまじめに考えてはいるんだぞ。この学校に入る前からあきらとゲームするのは楽しかったけど――こっちに来て、中の人がすげー可愛い女の子でびっくりしてさ」

「うんうん。蓮くんわたしの事男の子だって思って疑ってなかったもんね」

「そうなんだよ！　でも驚きはしたけど、それまでと同じ感じで組んでやれたし、気づいたら前以上に楽しくなっててさ。我わが儘ままかもしれねーけど、今じゃもうあきらが側にいてにこにこしててくれないと落ち着かないと言うか――嫌いやなんだよ。だから『レインボーガード』の件はガチで取りに行こうとしてたしな」

「蓮くん――そうだね。すごい頑がん張ばってくれてるよね」

「まぁ俺にでも分かるのはあきらは特別って事なんだよな。俺ゲームバカだからさ、毎日一緒にゲームやってるだけで満足して、ピンと来てない所はあるかも知れねーけど――でもまあ、今の俺達に彼かれ氏しとか彼女とか、恋人、とかそういう称号を与えるなら、反対する理由は何もないなと。相手があきらならな」

「うん……そうなんだ。ちゃんと考えてくれてるんだね？　分かったよ」

　多分、涙目の理由が変わったような――

　切なそうな、でも嬉しそうな――そんな笑顔をあきらは俺に向けて来る。

　一言で言ってとんでもなく可愛いな。

「ああ。って言うのを一言に纏まとめつつ、あきら式に合わせたらああなった！」

「わたし式じゃないし！　あれは希美さんが……！　も～真ま似ねしなくて良かったのに！」

「まぁもう済んだことだし、俺の脳内にも多分一生セーブされたぞ、あれは」

「ああぁぁぁぁ～～！」

　と、頭を抱かかえるあきらだった。

「……ふっ――ふふふふ……」

「おぉ？　いきなりどうしたんだよ？」

「あんなに恥ずかしい思いしたんだから――もうこうなったら、ついでにわたしのやりたい事もやってやるから！」

　キラーンと光る眼めが俺を見つめて来た。

「お、おう……？　どうするつもり――」

　がしいっ！　とあきらの腕うでが俺の首に巻き付いてくる。

　そしてあきらが背せ伸のびをして、その絵にかいたような美少女フェイスがどんどん近づいてきて――

「お、おいあきら――！　ちょっと待て何を……？」

「そんなのもう、この体勢なら分かるでしょ？　キスするからね！」

「いやここ外だろ――それにそんないきなり――！」

「だってわたし、恋れん愛あい直結厨ちゆうだもん。蓮くんの側にいて、ずっとこういうことしたいなって思ってたんだよ？　だからいきなりじゃなく、満を持してだし！　あんな事があったから、恥ずかしいついでだよ」

「だ、だからってなぁ……」

「わたし達は何ですか？　さっき新たな称号を得たよね？」

「あ、ああ――恋人とか彼かれ氏し彼かの女じよとか……」

「だったら何の問題もありませーん！　はい観念して大人しく目を閉じなさい！」

「……は、はい」

　ええい観念した！　観念したぞ！

　いきなりで驚くが、確かにあきらの言う通り何も問題は無い。ここが外だという以外は。

　こうなったらこの状じよう況きようを楽しんでやるぜ――！

　俺が目を閉じると、あきらの息いき遣づかいが分かるほどに顔が接近してきて――




　ブーーーー！　バチイィィィィンッ！




　警報のようなものと共に、何かが弾はじけるような衝しよう撃げきが走った！

「!?」

　目を開ける。ログと警告音が――！




　倫りん理りコード違い反はんです！　不純異性交遊は禁止です！




　おぉそんなシステムが――!?　これ学校だしな！

　そういう事しようとすると、動作を強制キャンセルされるのか？

　で、俺の方はちょっと揺ゆれたくらいで済んだが――

　キスを仕し掛かけようとしていたあきらは、かなりの衝撃を受けて吹ふっ飛とんでいた！

　現場は星空に面した臨空公園。そしてあきらは、外側に向けて飛んでいた。

　高く舞まい上あがったその体は、公園の柵を軽く飛び越こえ――そのまま空にダイブした！

「んきゃああああああーーーーあぁぁぁーーぁぁ…………」

　悲鳴が尾おを引くように遠くかすれて消えて行く。

「あきら……!?　お、落ちた――――!?」




　あきらは力ちから尽つきた……




　あ、落下死のログが――！

　えー……今起こった事を纏めると――

『生まれて初めて彼女が出来たと思ったら、俺にキスしようとしてぶっ飛ばされて死んだ』かな……

　何を言ってるか分からないと思うが、これがありのままの事実なんです――！

「え、えーと……とにかく戻もどるか。今の設定なら水上コテージに復活してるかな」

　で、俺は戻ろうと移動を始めたのだが――




　ピロン。




　お。メッセージだ。あきらからだ。




　探さないで下さい……




　うん、まあ恥ずかしい上に恥ずかしかったよな、あれは――

　でまあ、その日はそのまま俺もログアウトし、翌朝――




　ピンポーン。




　リアル家のチャイムが鳴って、玄げん関かんを出ると――

「お、おはよう蓮くん……き、昨日はごめんね？」

　生まれて初めて会うリアル彼女のあきらさんは、とんでもなく恥ずかしそうにそう言ったのだった！







エピローグ　ジョブチェンジ！







　で、それから――

　結局俺おれ達たちが夏休みの宿題をコンプリートして、あの扉とびらの先に乗り込むと――

　もう既すでに別のチームによって『レインボーガード』はゲットされており、残りは一つもなかった！

　ただ、俺達よりも一歩早かったっぽい雪ゆき乃の先せん輩ぱい＆ほむら先輩達も、ダブルロマン砲ほうによる攻こう略りやく動画をアップしたエミリー達も宿題やっているうちにぶち抜ぬかれてしまい、ゲットできなかったのはご愛あい嬌きようである。

　あれ以来、反省を活かして長期休みに入ったらまず宿題という行動ルーチンに変わった俺達の成績がますます上がったことは言うまでもない。

　そして俺達を抜いて行った他パーティの連中は、みんなエミリー達の戦術を採用したため、それ以来紋もん章しよう術じゆつ師しの人口は増加傾けい向こうに転じた。

『エレメンタルサークル』の研究も進み、デスチャリオット装備の闇やみサークルだけではなく、光サークルやその他のサークルも狙ねらって出せるような装備セットも（主に俺の手によって）開かい拓たくされ、一いち撃げきの威い力りよくでは他の追つい随ずいを許さないロマン砲ジョブとして認にん知ちされたのである。

『エレメンタルサークル』によって必要最低限のソロ戦せん闘とう能力のようなものも得ていたのが大きい。瞬しゆん発ぱつ火力というメリットが、銭ぜに投げ必ひつ須す＆ソロで弱く使い勝手が悪いというデメリットを上回るとの評価を得る事が出来たのだ。

　銭投げこそ必須だが、瞬しゆん発ぱつ力りよくは最強。

　対ボス用に群れれば恐おそろしいスペックを発揮する――

　そうゲーム内攻こう略りやく本ぼんに書かれる日も近いだろう。

　俺とあきらのことを言えば、赤あか羽ばねさんとかシズクさんの目もく論ろ見み通りというか、まあそういう事になった俺達は、そのまま変わらず仲良くやっていた。

　周りからはそういう事になっても、見ていて前とあまり変わらないと言われる。

　だがまあみんなは知らないのだ――

　やり過ぎたら倫理コード違反でぶっ飛ばされる事を――

　あの初めてぶっ飛ばされて落下死した日の後も、あきらは何度かぶっ飛ばされている。

　まあそれ以外は時々あきらの家に呼ばれて行ったりしていた。

　そんなこんなで夏休みは終わり秋が来て、冬休みが来て、春休みが来て――

　俺達も二年生に昇しよう格かくする日がやってきた！

　俺はギルドハウスの窓から、外を行いき交かうプレイヤー達を眺ながめていた。

「おぉぉ～。今年の新入生は結構紋章術師多いな～！」

　あのボンクラーズの王と言われていた頃ころが懐なつかしいな！

「まぁあの夏休みの攻略動画きっかけで、その後も蓮れんくんが色々暴れ回ったもんね～。おかげでほら、今年の攻略本！」

　あきらが今年度の『ＵＷアンリミテツド・ワールドガイドブック』を見せてくれる。曰いわく紋章術師の評価は――？




　デフォルトでは支し援えん能力も身体能力も貧弱な後衛ジョブ。

　だがタレントの『暗器使い』『ファイナルストライク』等などにより、一撃必殺の高火力ジョブに化ける。

　レベルが上がると共に加速する銭投げ。

　決して使い勝手の良くないソロ性能。

　全すべてに目を瞑つぶって、一撃大ダメージのロマンを追求しよう！




　うーんロマン溢あふれるコメント！

　まぁこういう風に書けって片かた岡おかに働きかけておいた結果か？

　これに惹ひかれて皆みんなやってみようとしてるんだなー。

　俺的には、この一年検証と実じつ践せんを繰くり返かえして来た結果が出て嬉しいぞ！

「うむうむ！　分かってるな攻略本！　これでもう、紋章術師をボンクラーズの王と呼ぶ奴やつもいないだろ！」

「そうだね～。ジョブランクの評価もＢになってるし、ジャンプアップしたね！」

「本来想定されてる後衛仕様とは全然違いますし――」

　と、聞いていた矢や野のさんがコメント。

「そういう自由度もこのゲームの良さよ。楽しいじゃない」

　と、同じく聞いていた前まえ田ださんも言う。

「まーね。高たか代しろがメチャクチャやってるの見るのは楽しいですし」

「でもあれだね～。これでますます紋章術師が増えたら、パイオニアとして蓮くんはみんなに大きな顔ができるね」

「え？　そんなのしねえよ？　ってか俺、紋章術師やめるし」

「「「え？」」」

　みんなの声が揃っていた。

「ってかもうやめたぞ？」

「うわぁぁぁぁぁ!?　ホ、ホントだ、ビーストテイマーになってる！」

「ちょ――何やってますし!?　これから時代が来るはずだったですし……!?」

「な、なんて思い切ったことを……それでいいの高代くん!?」

「？　ああ勿論。紋章術師がボンクラーズの王を卒業したのなら、俺も卒業するのが普ふ通つうだろ？　俺はダメな奴を魔ま改かい造ぞうして、覚かく醒せいさせて、ジャイアントキリングするのが好きなんだ！　魔改造、覚醒、ジャイアントキリングですよ！」

　もう紋章術師は俺の元を巣立ったのだ！

　いわば、優ゆう遇ぐうジョブとかいう敵球団に移い籍せきしたのである！

「ははは……馬鹿ですしこいつ――」

「……としか言いようがないわね――」

　前田さんと矢野さんは、すっかり呆あきれかえっている様子である。

　一方あきらは、楽しそうにニッコニコ笑っていた。

「あはははははっ♪　蓮くんらしい～♪　もう病気だよね病気！」

「まーまーいいじゃねーか。これであきらもソードダンサー卒業できるから、見た目問題も自動的に解決できるしな！」

「お！　わたしのためとか言いつつ、またわたしを思い通りにして弄もてあそぼうとしてるね？」

「いやいや人聞きの悪い――」

「でもまあいいよ、付き合ってあげる！　で、わたしは何すればいいの？」

「おう！　それはですね――」

　と、俺は二年目の魔改造プランの披ひ露ろうをはじめるのだった――！
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あとがき







　まずは本書をお手に取って頂き、誠にありがとうございます。

　ＶＲＭＭＯ学園で楽しい魔改造のススメの六巻になります。如何いかがでしたでしょうか？

　作者側としては、書きたかったネタをドドドッと詰め込んでギュッとした感じです。

　最後だからあれもこれも書くぜ～！　って精神です。何か脳が忙しかったなと。

　……と言ってしまいましたが、本作はこれが最終巻になります。

　主人公とあきらが新たな称号を得る事とか、最後キリのいい所であっさりアレしてしまうのとか、全て一巻開始時点から想定していた通りの終わり方で締められたので、良かったです。

　曲がりなりにもちゃんと完結できたのって初めてですね。ありがたい限りです。

　振り返ると、スキルや魔法やタレント等ゲームの設定が色々出てきますが、その仕様やらルールやら攻略法やらギミックやら、そういった事を考えるのは殆ど苦労せず、スッと出てきました。

　それを明るく楽しく、ゲーム実況風に書いて行くって感じでしたが、こちらもゆる～く楽しみながら書き続ける事が出来ました。

　僕自身元ネトゲ廃人かつ、ゲーム実況や縛りプレイ動画とかも大好きなので、僕に向いた作品だったかなと。

　これまで費やして来た数千？　数万？　時間に感謝です！

　あの時間があれば資格の一つも取れたやんけ！　と思っていてゴメンナサイ。

　あなたは立派に、ラノベ六冊分の印税に化けて下さいました！

　割に合ってるか合ってないかは知りませんが！

　……ともあれ個人的には六巻まで続けられたのは大成果で、何かと見えてきたことが多かったです。

　作家としてレベルアップしたなと感じると共に、作家寿命も伸びたかなぁとか。

　とりあえず今は、俺良くやった！　と自分で自分を褒めたい気分です。

　読者の皆様から見ると六巻って短いなあと感じられるかも知れませんが、作者側の体感ですとすっげえ長く頑張ったなぁという感じがしています。

　と、同時に十巻以上継続している作品の作家さんとか、どんな怪物なんだ……って今更ながら震えますね。

　まず、そこまで続けられるだけの人気を叩き出すのが至難の業です。

　続ける意思があっても人気が伴わないとどうしようもないですし。

　僕もいつかその領域に辿り着きたいと思ってやっているわけですが、どうやったらそんなレベルの作品が生み出せるのか、マジで分かりません。

　もうラノベ作家になってからそこそこ年数が経っていますが、未だに試し行こう錯さく誤ごです。

　次作に向けて、また試行錯誤に戻りたいと思います。

　って言うか、永遠に試行錯誤と検証を繰り返していそうな気もしますね。

　本作のように、試行錯誤と検証を積み上げた末の魔改造により覚かく醒せいしてみたいですが。

　そして、シリーズ十巻以上という超難関クエストをドカンとジャイアントキリングしてやりたいです。

　次回作で覚醒しているかは分かりませんが、頑張って行きますので、またお手に取って頂けますと幸いです

　最後に担当編集Ｎ様、イラスト担当頂いた晃あき田たヒカ様、並びに関係各位の皆様、多大なるご尽力をありがとうございます。

　それでは、また別作品でお会いしましょう。
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